
は
し
が
き

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
六
節

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長

1
1
1
経
済
成
長
の
ケ

l
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ー
ー

日
H

次

成
長
過
程
の
時
期
区
分

現
住
人
口
お
よ
び
職
業
人
口
の
変
動

工
業
の
成
長

地
域
別
現
住
人
口
、
職
業
人
口
の
変
動

地
域
別
工
業
生
産
の
成
長

地
域
別
経
済
水
準
の
変
化

｛ま

カt

き

し

明
治
以
降
の
富
山
県
経
済
の
成
長
は
近
代
日
本
の
経
済
成
長
の
内
部
で
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興
味
あ
る
部
分
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
明
治
初
期
に
お
い
て
砺
波
地
方

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

昭和19年における富山県行政区画

（③は明治42年における富山市と高岡市）

柴

裕

田
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は
全
国
で
も
屈
指
の
農
業
生
産
力
の
高
い
地
方
で
あ
り
、
高
岡
市
の
銅
器
、
富
山
市
の
売
薬
の
よ
う
な
独
持
の
伝
統
工
業
は
あ
っ
た
け
れ

ど
も
富
山
県
は
第
一
次
大
戦
前
ま
で
は
工
業
的
に
か
な
り
遅
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
第
一
次
大
戦
中
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
急

速
に
近
代
工
業
が
移
植
さ
れ
、
昭
和
十
年
代
初
期
に
は
全
国
水
準
な
み
の
工
業
化
段
階
に
達
し
、
十
年
代
中
期
に
は
六
大
都
市
を
含
む
県

を
除
け
ば
最
も
高
い
工
業
化
段
階
に
達
し
た
と
推
定
さ
れ
、
大
戦
の
数
年
の
聞
に
工
業
が
県
の
隅
ま
で
か
な
り
良
く
浸
透
し
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
戦
後
に
お
い
て
富
山
県
経
済
の
特
徴
で
あ
る
工
業
と
農
業
の
統
合
化
に
よ
る
高
い
経
済
水
準
を
生
み
出
し
た
も

の
と
思
う
。

本
稿
は
資
料
の
関
係
で
明
治
四
二
年
以
降
の
戦
前
の
富
山
県
経
済
の
成
長
を
分
析
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
期
間
は
富
山
県
経
済
の
近

代
化
過
程
で
最
も
重
要
な
の
で
あ
る
。
利
用
す
る
資
料
は
人
口
統
計
、
職
業
人
口
統
計
、
工
業
生
産
額
統
計
お
よ
び
農
業
生
産
額
統
計
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
富
山
県
統
計
書
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
県
統
計
の
特
徴
と
し
て
県
全
体
の
み
な
ら
ず
郡
市
別
の
統
計
も
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
郡
市
別
統
計
を
利
用
し
て
富
山
県
内
の
地
域
構
造
の
変
化
に
重
点
を
置
い
て
成
長
分
析
を
行
う
の
が
本
稿
の
ね

ら
い
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
統
計
は
大
巾
に
整
理
の
手
を
加
え
る
こ
と
な
し
に
は
分
析
資
料
と
し
て
取
上
げ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
特
に
工
業
生
産
額
統
計
は
他
の
統
計
に
比
べ
て
不
備
で
あ
り
、

信
頼
度
の
高
い
も
の
を
得
る
た
め
に
は
か
な
り
の
困
難
が
あ
っ

た
。
こ
の
困
難
が
克
服
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
稿
の
執
筆
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
諸
統
計
の
ほ
か
に
は
工
業
統
計
が
全

国
工
業
水
準
と
富
山
県
工
業
水
準
を
比
較
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
。

使
用
さ
れ
た
資
料
か
ら
分
る
よ
う
に
本
稿
は
富
山
県
経
済
の
狭
い
意
味
で
の
歴
史
的
研
究
で
は
な
く
て
、
い
わ
ば
経
済
成
長
論
の
ケ
ー

ス
・
ス
タ
デ
ィ
で
あ
る
。
富
山
県
経
済
の
研
究
に
お
い
て
個
別
的
歴
史
研
究
に
は
多
く
の
成
果
が
従
来
あ
っ
た
に
相
違
な
い
の
だ
が
成
長

い
わ
ば
巨
視
的
な
富
山
県
経
済
の
研
究
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
本
稿
は
そ
の
欠
を
補
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
で

論
に
基
礎
を
置
く
、

あ
る
。



（
追
記
）
鷹
栖
文
庫
記
念
号
の
た
め
に
私
は
同
文
庫
中
の
戦
前
の
鷹
栖
村
の
行
政
統
計
を
利
用
し
て
富
山
県
経
済
の
発
展
の
中
で
鷹
栖
村
経
済
の
占
め
る
位
置
を

論
ず
る
計
画
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
計
画
を
持
た
せ
る
程
に
同
村
の
行
政
統
計
の
記
録
に
信
頼
性
が
あ
り
、
か
つ
保
存
が
完
全
で
あ
る
。
し
か
し

富
山
県
経
済
の
発
展
を
私
の
意
図
す
る
形
で
論
ず
る
こ
と
で
論
述
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
鷹
栖
村
経
済
の
成
長
分
析
は
次
の
機
会
に
譲
り
た

い
。
し
か
し
、
そ
の
試
論
と
し
て
次
の
拙
稿
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
「
鷹
栖
、
大
島
地
区
の
人
口
変
動
の
分
析
」
、
北
陸
農
政
局
計
画
部
計
画

課
、
富
山
平
野
地
区
土
地
改
良
事
業
長
期
綜
合
調
査
、
鷹
栖
、
大
島
、
桐
山
地
区
調
査
報
告
書
（
昭
四
O
年
三
月
）
の
第
四
章
と
し
て
収
録
。

第
一
節

成
長
過
程
の
時
期
区
分

戦
前
の
日
本
経
済
が
約
二
十
年
の
周
期
を
持
つ
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
・
サ
イ
ク
ル
を
持
つ
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
篠
原
三
代
平
氏

に
よ
れ
ば
第
一
の
長
波
の
谷
は
明
治
十
年
代
の
松
方
デ
フ
レ
の
時
代
で
あ
り
、
第
2
の
長
波
の
谷
は
明
治
三
十
年
代
の
金
本
位
制
度
へ
の

転
換
を
含
む
時
期
で
あ
り
、
第
3
の
長
波
の
谷
は
昭
和
初
期
の
い
わ
ゆ
る
昭
和
恐
慌
の
時
期
で
あ
る
。
第
1
の
谷
に
先
立
つ
時
期
は
工
業

化
の
開
始
の
時
期
で
あ
り
、
第
1
の
谷
と
第
2
の
谷
の
中
間
の
時
期
で
は
軽
工
業
を
主
と
す
る
工
業
化
が
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
さ
れ
、
日

本
経
済
の
飛
躍
す
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
飛
躍
は
や
が
て
頭
打
ち
の
状
態
に
な
る
が
、
頭
打
ち
状
態
が
打
開
さ
れ
る
の
は
第
一
次
大
戦
を

契
機
と
す
る
重
化
学
工
業
の
勃
興
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
第
一
次
大
戦
の
終

7
と
と
も
に
再
び
沈
滞
状
態
を
迎
え
、
昭
和
恐
慌
に
い
た

る
第
3
の
長
波
の
谷
を
迎
え
る
口
そ
の
時
の
長
波
の
回
復
は
昭
和
六
年
の
満
洲
事
変
の
勃
発
、
昭
和
七
年
の
為
替
切
下
げ
な
ど
に
よ
っ
て

象
徴
さ
れ
る
劇
的
な
時
代
の
開
始
に
も
と
ず
く
の
で
あ
り
、
重
化
学
工
業
の
発
展
が
戦
争
経
済
の
進
展
と
と
も
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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以
上
は
日
本
経
済
の
成
長
過
程
の
大
ま
か
な
時
期
区
分
で
あ
る
が
、
詳
細
な
設
備
循
環
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ

l
の
作
成
の
試
み
が
藤
野
正
三

郎
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
口
藤
野
氏
は
明
治
元
年
一
月
か
ら
昭
和
十
六
年
五
月
に
い
た
る
期
間
に
十
コ
の
設
備
循
環
を
発
見
し
て
お
り
、

各
循
環
の
週
期
は
最
短
が
三
一
カ
月
、
最
長
が
一
一
四
カ
月
で
あ
っ
て
平
均
七
年
九
カ
月
で
あ
る
。
藤
野
氏
は
さ
ら
に
設
備
循
環
よ
り
長

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）
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い
週
期
を
持
つ
建
設
循
環
を
五
コ
発
見
す
る
c

そ
の
平
均
週
期
は
一
五
・
四
年
で
あ
っ
て
、
山
と
谷
の
時
期
は
設
備
循
環
の
山
と
谷
と
ほ

ぼ
一
致
す
る
の
で
、
通
常
二
コ
の
設
備
循
環
が
重
っ
て
一
コ
の
建
設
循
環
を
形
成
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
二
コ
の
設
備
循

環
の
う
ち
最
初
の
設
備
循
環
で
は
技
術
革
新
や
経
済
外
部
か
ら
の
刺
戟
に
よ
っ
て
企
業
活
動
が
盛
ん
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
次
の
設
備
循

環
で
は
企
業
の
環
境
へ
の
適
応
、
調
整
の
動
き
が
支
配
的
と
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
藤
野
氏
は
お
の
お
の
の
建
設
循
環
と
設

備
循
環
を
次
の
よ
う
に
対
応
さ
せ
る
。
第
1
建
設
循
環
は
第
工
設
備
循
環
（
明
一
・
一
ー
ー
明
九
・
一
二
）
と
第

E
設
備
循
環
（
明
九
・
一

一一
l
明
一
六
・
九
）
か
ら
、
第
2
建
設
循
環
は
第
E
設
備
循
環
（
明
一
六
・
九
l
明
二
四
・
－

O
）、

第
百
設
備
循
環
（
明
二
四
・
一

O

明
四
二
・
一
）
、

第
V
設
備
循
環
（
明
一
三
・
一
一
ー
ー
明
三
四
・
六
）
か
ら
、
第
3
建
設
循
環
は
第
百
設
備
循
環
（
明
三
四
・
六
｜

第
四
設
備
循
環
（
明
四
二
・
一
T
i
l
l

大
三
・
二
一
）
か
ら
、
第
4
建
設
循
環
は
第
四
設
備
循
環
（
大
三
・
二
一
ー
ー
大
一

O

ー
明
一
一
二
・
一
一
）
、

第
民
設
備
循
環
（
大
一

0
・
四
l
昭
五
・
一
一
）
か
ら
な
っ
て
お
り
、
第
5
建
設
循
環
は
第
X
設
備
循
環
（
昭
五
・
一
一

l
昭

一
六
・
五
）
だ
け
を
含
ん
で
い
て
戦
争
に
よ
り
中
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
2
建
設
循
環
が
3
コ
の
設
備
循
環
を
含
ん
で
い
る
の
は
第
V

・
四
〉
、

設
備
循
環
が
例
外
的
に
短
い
周
期
を
持
ち
、

日
清
戦
争
の
賠
償
金
と
外
資
の
流
入
に
よ
っ
て
第
百
設
備
循
環
の
後
退
期
が
中
断
さ
れ
て
長

期
化
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

篠
原
氏
の
と
り
上
げ
る
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
・
サ
イ
ク
ル
は
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
移
民
や
資
本
移
動
の
長
波
と
の
相
関
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
り
、
藤
野
氏
の
建
設
循
環
は
建
設
（
建
築
〉
に
関
す
る
長
期
的
調
整
過
程
か
ら
生
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
正
三
年

以
後
の
両
サ
イ
ク
ル
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
司
令
す
な
わ
ち
、
藤
野
氏
の
第
4
建
設
循
環
が
一
つ
の
ク
ズ
、
ネ
ッ
ツ
・
サ
イ
ク
ル
を
構
成

し
、
中
断
さ
れ
た
第
5
建
設
循
環
が
中
断
さ
れ
た
ク
ズ
、
不
ッ
ツ
・
サ
イ
ク
戸
を
構
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
一
次
大
戦
前
に
つ
い
て
は

一
つ
の
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
・
サ
イ
ク
戸
が
二
つ
の
建
設
循
環
を
含
む
よ
う
に
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
ク
ズ
、
不
ッ
ツ
・
サ
イ
ク
ル
の
谷
を

明
治
十
年
代
に
と
る
な
ら
ば
、
そ
れ
以
来
大
正
三
年
に
到
る
ま
で
に
第
2
建
設
循
環
と
第
3
建
設
循
環
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

L
か



し
、
藤
野
氏
が
建
設
循
環
を
検
出
し
た
資
料
か
ら
篠
原
氏
が
見
て
と
っ
た
よ
う
ね
、
明
治
二
十
一
年
上
期
か
ら
明
治
四
十
四
年
上
期
ま
で

を
週
期
が
二
十
三
年
の
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
・
サ
イ
ク
ル
だ
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
口
し
か
し
、
私
の
考
え
で
は
、
上
に
記
さ
れ
た
週
期
二
十
三

年
の
波
を
一
つ
の
建
設
循
環
と
み
な
す
こ
と
も
不
可
能
で
な
い
よ
う
に
思
う
。
こ
の
よ
う
に
建
設
循
環
を
考
え
れ
ば
こ
の
建
設
循
環
に
は

第
百
設
備
循
環
、
第
V
設
備
循
環
、
第
百
設
備
循
環
、
第
四
設
備
循
環
を
含
ま
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
口
第
百
設
備
循
環
は
明
治
二
十
四
年

十
月
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
建
設
循
環
の
谷
は
設
備
循
環
の
谷
に
先
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
配
。
し
か
し
、
新
し
い
建

設
循
環
を
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
す
れ
ば
第
V
設
備
循
環
は
第
百
設
備
循
環
の
中
に
含
め
て
そ
の
第
四
番
目
の
在
庫
循
環
と
み
な
し
た

方
が
良
い
で
あ
ろ
う
。

私
の
考
え
で
は
以
上
の
よ
う
に
明
治
の
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
一
つ
の
新
し
い
建
設
循
環
を
考
え
て
ク
ズ
、
ネ
ッ
ツ
・
サ
イ
ク
ル
と
実

質
的
に
同
じ
も
の
と
み
な
し
た
方
が
良
い
よ
う
に
思
う
。
新
し
い
建
設
循
環
は
第
一
次
大
戦
を
含
む
建
設
循
環
と
は
異
っ
て
一
二
コ
の
設
備

循
環
を
持
ち
、

し
か
も
最
初
の
設
備
循
環
は
他
の
設
備
循
環
が
三
コ
の
在
庫
循
環
を
持
っ
て
い
る
の
と
異
っ
て
四
コ
の
在
庫
循
環
を
持
つ

と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
特
徴
は
こ
の
建
設
循
環
が
日
清
戦
争
と
日
露
戦
争
を
わ
ず
か
十
年
の
間
隔
で
含
む
こ
と
を

考
え
る
と
不
思
議
で
は
な
い
と
思
う
。
第
一
の
設
備
循
環
（
明
二
四
・
一

O
l明
三
四
・
六
）
は
日
清
戦
争
を
含
ん
で
い
て
特
に
四
コ
の

在
庫
循
環
を
含
む
の
は
賠
償
金
と
外
資
の
流
入
で
設
備
循
環
の
後
退
期
が
長
び
い
た
と
考
え
れ
ば
良
い
。
第
2
の
設
備
循
環
（
明
三
四
・

六
ー
明
四
二
・
一
）
は
日
露
戦
争
を
含
ん
で
お
る
の
で
あ
る
が
、
も
し
日
露
戦
争
が
な
い
と
す
れ
ば
第
1
の
設
備
循
環
を
受
け
次
い
で
調

整
的
，
な
性
格
の
設
備
循
環
と
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
（
事
実
、
藤
野
氏
も
こ
の
設
備
循
環
で
は
製
造
業
よ
り
は
電
力
業
と
そ
の
関
連
産
業

と
し
て
の
電
気
鉄
道
が
経
済
発
展
を
リ
ー
ド
し
た
と
し
て
い
る
）
。

し
か
し
、
日
露
戦
争
の
た
め
に
十
分
な
調
整
的
設
備
循
環
と
な
る
こ
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と
は
で
き
ず
、
さ
ら
に
第
3
の
電
力
・
運
輸
・
ガ
ス
の
著
し
い
拡
張
と
製
造
工
業
の
低
調
で
特
徴
ず
け
ら
れ
る
調
整
的
な
設
備
循
環
（
明

四
二
・
一
ー
大
三
・
一
二
）
が
は
い
り
こ
ん
だ
の
だ
と
み
な
さ
れ
る
。

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

五
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六

以
上
の
考
え
方
は
日
本
経
済
の
成
長
に
戦
争
が
大
き
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

日
清
、
日
露
の
戦
争
を
中
心
と
す
る
建
設
循
環
、
第
一
次
大
戦
を
中
心
と
す
る
建
設
循
環
、
満
洲
事
変
に
始
ま
る
建
設
循
環
を
考
え
て
い

る
。
篠
原
氏
は
ア
メ
リ
カ
や
日
本
に
み
ら
れ
る
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
・
サ
イ
ク
ル
を
ひ
き
起
す
も
の
は
外
生
的
な
も
の
と
み
な
し
た
方
が
良
く
、

本
来
は
一

O
年
周
期
の
波
を
示
す
に
と
ど
ま
る
は
ず
の
経
済
が
、
巨
大
な
外
的
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
二

O
年
周
期
の
大
き
な
う
ね
り
を
一
示

す
と
考
え
て
い
み
が
こ
の
巨
大
な
シ
ョ
ッ
ク
が
日
本
経
済
の
場
合
に
は
戦
争
で
あ
る
こ
と
は
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
う
。
こ
の
こ
と
は
経

済
を
戦
争
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
日
本
の
よ
う
に
欧
米
に
遅
れ
て
工
業
化
が
開
始
さ
れ
た
経
済
で
は
先
進
経
済
と

の
接
触
の
型
が
成
長
過
程
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
日
本
の
場
合
は
戦
争
が
接
触
の
契
機
と
な
り
、
こ
の
た
め
に
成
長

過
程
が
大
き
く
変
容
、
促
進
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。
建
設
循
環
は
内
生
的
な
動
因
を
持
つ
波
動
と
考
え
ら
れ
て
い

る
の
だ
が
、
日
本
経
済
の
よ
う
に
ほ
ぼ
二
十
年
ご
と
の
外
生
的
な
シ
ョ
ッ
ク
の
繰
返
し
で
急
速
な
成
長
を
と
げ
た
経
済
で
は
ク
ズ
ネ
ッ
ツ

・
サ
イ
ク
ル
と
一
致
し
て
し
ま
う
と
考
え
て
も
お
か
し
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
橋
に
お
け
る
よ
う
に
富
山
県
と
い
う
一
つ
の
地
方
経
済
の
成
長
を
考
察
す
る
場
合
に
は
戦
争
の
影
響
は
特
に
大
き
い
よ
う
に
思
う
。

そ
れ
を
示
す
一
つ
の
指
標
は
富
山
県
人
口
の
動
き
で
あ
る
。
富
山
県
統
計
書
は
明
治
一
七
年
か
ら
人
口
統
計
を
記
載
し
て
い
る
が
、
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
明
一
七
末
の
七

O
五
、
九
三
七
人
か
ら
明
二
六
末
の
七
八
一
、
三
五

O
人
ま
で
か
な
り
の
増
加
率
で
増
加
す
る
が
、

日
清
戦

争
を
契
機
と
し
て
人
口
は
減
少
に
転
じ
明
二
九
末
に
は
七
六
三
、

一
四
五
人
と
な
り
、
そ
の
後
明
三
六
に
は
七
七
五
、
三
二
三
人
ま
で
増

加
す
る
が
日
露
戦
争
の
影
響
で
再
び
人
口
は
減
少
し
、
明
二
六
の
水
準
に
回
復
す
る
の
は
明
四
四
で
あ
る
。
以
降
、
人
口
は
か
な
り
の
増

加
率
で
大
五
の
八
一
七
、

O
九
二
人
に
達
す
る
が
第
一
次
大
戦
の
影
響
で
以
後
減
少
に
転
ず
る
。
戦
後
人
口
は
増
加
に
転
ず
る
が
大
五
の

水
準
に
達
す
る
の
は
大
二
ニ
で
あ
り
、
以
後
増
加
を
続
け
て
昭
九
に
は
八
六
六
、
九
五
五
人
に
達
し
、
大
陸
で
の
戦
争
の
影
響
で
人
口
は

再
び
減
少
に
転
ず
る
。
以
上
の
人
口
の
動
き
か
ら
分
る
よ
う
に
、
富
山
県
人
口
は
戦
争
の
時
期
の
前
に
は
増
加
を
一
示
す
が
＼
戦
争
の
時
期



に
は
人
口
は
減
少
を
一
示
す
と
い
う
型
を
明
治
初
期
以
降
と
ゥ
て
い
る
。
そ
し
て
日
清
と
日
露
の
両
戦
争
は
人
口
変
動
の
型
か
ら
は
一
つ
の

戦
争
の
時
期
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
分
る
。
県
人
口
の
変
動
は
長
期
的
に
県
経
済
の
変
動
を
反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
か
ら

戦
争
が
富
山
県
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

本
稿
は
戦
前
の
富
山
県
の
経
済
成
長
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
が
資
料
の
関
係
か
ら
明
治
四
十
二
年
以
降
を
取
扱
い
、
日
本
経
済
の
成

長
過
程
の
中
で
の
富
山
県
経
済
の
成
長
の
特
質
を
特
に
県
内
部
の
地
域
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
為
の
時
期
区
分
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

第
1
期

明
治
四
十
二
年
｜
｜
大
正
三
年

第
2
期

大
正
三
年
｜
｜
大
正
九
年

第
3
期

大
正
九
年
｜
｜
昭
和
六
年

第
4
期

昭
和
六
年

l
l昭
和
十
二
年

第
5
期

昭
和
十
二
年
1
1
1
昭
和
十
六
年

こ
れ
ら
の
時
期
区
分
は
藤
野
氏
の
設
備
循
環
と
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
藤
野
氏
の
時
期
区
分
が
月
別
資
料
か
ら
得
ら
れ

時
期
区
分
と
し
て
満
洲
事
変
（
お
よ
び
金

て
い
る
の
に
本
稿
で
は
年
別
資
料
に
よ
る
分
析
で
あ
る
た
め
の
変
更
（
第
2
期
末
の
場
合
〉
、

富
山
県
の
分
析
の
為
の
特
別
の
時
期
の
設
定
（
第
5
期
を
設
け
る
こ
と
〉
が
行
わ
れ
て

い
る
。
第
4
期
と
第
5
期
は
藤
野
氏
の
第
X
設
備
循
環
に
当
る
の
で
あ
る
が
、
昭
一
二
の
日
華
事
変
を
中
に
し
て
二
つ
の
時
期
に
分
け
ら

輸
出
再
禁
止
）
の
重
視
（
第
3
期
末
の
場
合
）
、
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れ
て
い
る
。
日
華
事
変
の
勃
発
以
降
は
景
気
循
環
は
消
え
始
め
る
の
で
あ
る
が
、
経
済
成
長
過
程
と
し
て
は
戦
時
体
制
に
は
い
る
だ
け
に

重
要
性
を
持
っ
て
い
る
。
富
山
県
人
口
の
動
き
で
い
う
と
昭
九
以
降
の
人
口
の
減
少
が
昭
二
二
以
降
上
昇
に
転
ず
る
と
い
う
従
来
の
戦
争

期
と
は
異
っ
た
動
き
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
背
後
に
満
洲
事
変
期
と
は
異
っ
た
経
済
成
長
過
程
が
存
在
す
る
こ
と
を
一
示
す
も
の
で
あ

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

七
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八

る
。
以
上
の
理
由
が
特
に
昭
一
二
以
降
を
第
5
期
と
し
て
取
扱
わ
し
め
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
各
期
の
成
長
過
程
に
お
け
る
意
義
は
基
本
的
に
は
藤
野
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
第
1
期
は
軽
工
業
を

中
核
と
す
る
産
業
構
造
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
る
建
設
循
環
、
あ
る
い
は
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
・
サ
イ
ク
ル
の
最
後
の
設
備
循
環
で
あ
る
。
し
か
し

第
1
期
は
建
設
循
環
の
最
後
の
設
備
循
環
の
特
徴
と
し
て
第
1
期
以
前
の
日
清
、
日
露
の
両
戦
争
を
含
む
製
造
業
に
お
け
る
企
業
活
動
の

盛
ん
な
設
備
循
環
の
調
整
期
で
あ
り
、
製
造
業
に
お
け
る
企
業
活
動
は
さ
し
て
活
様
で
は
な
い
。
第
2
期
は
軽
工
業
が
確
立
す
る
建
設
循

環
、
あ
る
い
は
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
・
サ
イ
ク
ル
の
前
半
の
設
備
循
環
で
あ
る
。
こ
の
期
は
第
一
次
大
戦
を
含
む
設
備
循
環
で
あ
っ
て
製
造
業
の

企
業
活
動
が
極
め
て
活
穫
で
あ
り
、
重
化
学
工
業
化
も
開
始
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
第
3
期
は
同
じ
建
設
循
環
あ
る
い
は
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
・

サ
イ
ク
ル
の
後
半
の
設
備
循
環
で
あ
っ
て
調
整
的
性
格
を
持
っ
て
お
り
、
経
済
活
動
は
停
滞
傾
向
を
持
っ
て
い
る
。
第
2
期
と
第
3
期
を

含
む
長
波
に
お
い
て
軽
工
業
は
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
重
化
学
工
業
中
心
へ
の
転
換
の
開
始
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
に
第
3
期
の

調
整
的
設
備
循
環
の
停
滞
性
は
強
い
と
み
な
さ
れ
る
。
第
4
期
と
第
5
期
は
強
力
に
政
策
的
に
重
化
学
工
業
化
が
押
し
す
す
め
ら
れ
る
長

波
の
前
半
の
設
備
循
環
で
あ
る
が
特
広
第
5
期
は
国
家
総
動
員
体
制
の
も
と
で
非
商
業
的
ベ
ー
ス
の
上
で
重
化
学
工
業
化
が
推
進
さ
れ
る

時
期
な
の
で
あ
る
D

註

ω
大
川
一
司
、
日
本
経
済
分
析
、
昭
三
七
、
第
一
篇
第
一
章
、
お
よ
び
篠
原
三
代
平
、
日
本
経
済
の
成
長
と
循
環
、
昭
三
六
、
第
一
章
を
参
照
。

ω
藤
野
正
三
郎
、
日
本
の
景
気
循
環
、
昭
四

O
、
第
一
篇
。

ω
篠
原
氏
は
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
・
サ
イ
ク
ル
の
谷
を
前
掲
書
で
は
明
治
三
十
年
代
に
置
い
た
が
（
国
民
所
得
統
計
を
資
料
と
し
て
）
、
後
に
藤
野
民
の
預

金
払
戻
額
変
化
率
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
明
治
四
十
年
代
に
置
く
見
解
も
提
出
し
て
い
る
。
篠
原
三
代
平
、
日
本
経
済
論
、
昭
四

O
、
第
三
部
第
一

章。

凶

前

註

ωの
篠
原
、
前
掲
書
。

間
藤
野
、
前
掲
書
、
二
二
頁
。

側
藤
野
、
前
掲
書
、
五
八
頁
。



(8) (7) 

藤
野
、
前
掲
書
、
六

O
頁。

篠
原
、
日
本
経
済
論
、
一
八
一
頁
。

第
二
節

現
住
人
口
お
よ
び
職
業
人
口
の
変
動

以
上
の
よ
う
な
日
本
経
済
の
成
長
が
富
山
県
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
人
口
の
面
か
ら
最
初
に
考
察
し
よ
う
。
第
1
図

に
一
ホ
さ
れ
た
富
山
県
人
口
の
曲
線
か
ら
分
る
よ
う
に
、
明
治
四
十
二
年
以
降
の
人
口
変
動
は
増
加
ト
レ
ン
ド
の
中
に
二
つ
の
山
を
持
っ
て

い
る
。
し
か
も
、
そ
の
山
は
い
ず
れ
も
戦
争
を
含
む
経
済
活
動
の
昂
揚
期
、
す
な
わ
ち
、
第
2
期
と
第
4
期
に
含
ま
れ
て
い
る
。
経
済
の

全
国
的
な
活
況
は
富
山
県
か
ら
の
人
口
流
出
を
ひ
き
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
第
5
期
と
い
う
第
4
期

に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
高
い
経
済
活
動
水
準
が
全
国
的
に
維
持
さ
れ
た
期
間
に
、
富
山
県
の
人
口
は
増
加
傾
向
を
み
せ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
第
4
期
ま
で
の
経
験
に
従
え
ば
人
口
が
減
少
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
現
象
は
解
明
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
富
山
県
の
人
口
は
傾
向
的
に
は
増
加
は
し
て
い
る
も
の
の
、
対
全
国
人
口
の
比
率
で
み
る
と
第
4
期
（
昭
和
十
二
年
〉
ま
で

は
低
下
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
対
全
国
比
率
は
明
四
二
に
は
一
・
五
六
%
で
あ
っ
た
が
、
大
三
、
大
九
、
昭
六
、
昭
一
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ

一
・
一
八
%
で
あ
っ
て
低
下
傾
向
が
続
い
た
の
で
あ
る
が
、
昭
一
六
に
は
一
・
一
八
%
を

維
持
し
て
低
下
傾
向
が
止
み
、
さ
ら
に
昭
一
九
に
は
一
・
一
九
%
と
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
上
昇
に
転
じ
て
い
る
。
第
5
期
以
降
は
、
明
治

一
・
五
三
%
、

一
・
四
三
%
、

一
・
三
O
%
、

末
以
降
の
人
口
の
相
対
的
減
少
が
停
止
し
た
と
い
う
意
味
で
も
問
題
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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人
口
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
職
業
人
口
の
構
成
の
変
化
を
伴
っ
た
か
は
第
一
表
の
最
上
段
の
「
富
山
県
」
の
部
に
一
訳
さ
れ
て
い
る
。
職

業
人
口
統
計
は
大
三
ま
で
は
毎
年
の
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
大
四
か
ら
大
二
ニ
ま
で
は
三
年
毎
、
大
一
三
以
降
は
隔
年
の
調
査

と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
昭
一
七
の
調
査
結
果
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
調
査
方
法
は
大
三
以
前
と
大
回
以
降
で
は
大
き
く
変

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）
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第 1図富山県郡市別人口（2)
（富山県統計書による）
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職業人口構或比（1)

（富山県統計書により作成）

第一表

富
大
経
済
論
集

1111
一
8
9
0
3
8
3
2
5
一
6
0
1
3
8
7
4
一
3
ぷ

U
P
D
O
3
8
9
一
4
5
8
8
0
7
2
一
5
3
8
2
6
6
1ょ一

2
2
6
8
0
6
1
一

白
一

1
1
1
2
2
3
4
5
一
1
2
2
2
2
3
5
一
3
4
3
4
7
6
8
一
1
1
1
1
3
2
5
一
1
1
1
2
2
3
4
一
1
1
1
1
2
2
6
一

巨
一

0
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一

泊喋一

0
．0
．0
．0
．0
．O
．G
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．
ァ
υ日0
．0
．0
．0
．0
．0
．
一
弘
乱
仏
以
1
1
1
1
α

一
0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．O
．G
．0
．O
．O
．0
．一

＼ノ一
ill－－川引引司
N

叫川町川引相什｜「
il－－川匂
H
q
N到
パ
問
什

U
l「－－－－
A矧刷川
dm刷什削叫｜「
I
l－－

m制叫川河川副叫
l
寸
Il－－サ幻
M
U判刊司州司！っ
1111A問所川刊判刷川剣叫
l
一

通
一

m
ω
ω
ω
ω
ω
一
郎
∞
郎
防
白
一

mm出
ωω
町

一

∞

∞

U
U
叫一

m
m
m
m
m
一

∞

∞

m
m
m
一

業
一
一
以
一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．
一
位
乱
臥
仏
弘
一

0
．0
・0
・0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．一

一
〉
一

5
6
4
4
5
4
4
5
一
4
7
3
4
5
4
5
コ
則
引
引
制
叫
引
刑
川
｜
寸
日
割
引
訓
司
割
引
｜
寸
引
4
判
到
到
割
引
叶
！
っ
引
引
割
引
訓
訓
叫
つ
一

産
一
融
一
一

ω∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
一
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
一
例

ω
∞

m
m
m∞
一
∞
∞
∞
∞
∞
∞

ω
一
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
一
一

ω∞
∞
∞
∞
∞
∞
一

一メエ一

0
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一

竺
計
二
州
制
問
寸
州
側
叫
叫
「
制
側
関
寸
州
製
叫
「
…
矧
制
寸
ゴ
町
制
一

三
一
げ
清
一

0
．0
．札
0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．
一
か
か
か
か
か
一

0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．一

第
「
刻
一
銭
的
問

m
m
m
m
両
劉
矧
州
制
｜
一

d割
削

劉

ー

当

制

創

路

側

｜

両

割

問

州

制

｜

「

湖

沼

矧

凶

一

一
ぽ
一

0
0
0
0
0
0・0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一

寸
｜
｜
「
創
刊
4

g
什
叶
刷
U
4
J
2
4
5
0
4
4
9
つ
町
別
訓
副
割
引
吋
寸
寸
引
副
司
司
引
引
川
コ
ー
引
訓
副
イ
斗
引
引
創
刊
！
寸
町
別
判
引
削
つ
41日
l
一

一
一

6
8
0
1
7
7
8
5
一
9
8
7
7
6
5
6
一
6
2
3
9
4
9
3
一
9
1
5
6
6
6
0
一
6
8
7
6
6
7
4
一
0
8
2
3
8
1
6
一

一
計
一

2
・J
J
J
J
J
J
J
一
2
・J
J
J
J
J
J
一
4
・ι
ι
ι
5．j
J
一
J
i
－－一
J
一h
J

3

一
1
．1
J
J
引
1
1
一
2
1
2
2
1
2
N
一

一
一

0
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
o
o
－

－
フ
一
1
1
1引
②
川
匂
引
割
引
「
一
1
1
1
1
割
削
3
3
d
一l
1
1
1引引バ砂川別州叫｜一
l
l｜
川
臼
田
副
司
出
司
」
！
l
1
1引
割
引
a
d－
－
－
－
川
制
割
引
川
副
則
一

一向又一

2
2
2
2
2
3
一

2
2
3
2
1
一

2
2
2
1
6
一

宮

2
3
2
3
一

O
I
l
－
－
一

1
1
1
1
0
一

業
一
態
一

M
M
M
ω
ω
ω

一

M
M
M
ω
ω

一

M
M
M
ω
ω

一

M
M
M
M
M
一

M
M
M
ω
ω

一

ω
M
M
M
M
一

産
芯
刈
l

E
到
到
割
引
9
q
d
1
副

3
u割
引
副
l

J

a
引
割
引
制
創
l

J

4
引
引
到
引
日
ー
両
川
引
4
到
削

2
4到
判
引
引
訓
剖
｜
一

↑監何一

8
8
1
2
1
3
9
4
一
2
4
1
9
5
3
0
一
0
5
0
7
1
8
2
一
7
8
8
1
4
4
5
一
7
6
6
7
7
9
3
一

1

3

一

次
一
万
一

M
M
U
U
ω
U
U
U
一
M
M
U
M
U
U
U
一
M
M
M
ω
ω
ω
U
一
ω
M
M
U
U
U
U
一
ω
M
M
M
ω
ω
ω

一
M
M
M
M
M
M
U
一

二

τ代l
十I
l
l
i－
－
－
ー
ー
十
liti－－

1

1
一1
1
1
1
1
1
1
1
1
「
1
1
1
1
iト
十
ー
一
1
1
1
1
1
1
1ー

一

一

；
一
一

8
9
4
4
3
6
2
7
一
r
4
4
4
2
9
6
2
一
0
5
3
0
4
1
9
一
7
9
1
3
7
7
8
一
7
6
7
9
0
1
4
一

1

7

一

章
一
計
一

0
・ρ
J
J
J
J
J
J
一
0
・ρ
1
1
J
j
j
一
5
・ι
ι
ι

；
ι
ι

一
ρ
ρ
J
J
J
J
ι

一
0
・ρ
ρ
ρ
1
1
1
一
0
0
0
0
σ
0
1
一

一
一
ハ
U
ハU
ハU
ハU
ハ
UハV
ハU
ハU
一ハ
U
ハU
ハU
ハU
ハ
Uハリハ
U
一ハ
U
ハUハu
n
u
ハ
UハU
ハU
一ハ
U
ハv
n
u
ハ
UハU
ハu
n
u

一ハ
u
n
v
ハ
UハU
ハU
ハ
Uハ
U
一
nu
ハU
ハ
UハU
ハ
Uハu
n
u

一

一
〕
一

3
9
4
0
7
4
6
6
一
9
7
3
2
2
3
0
寸
司
副
回
引
訓
日
川
「
一
4
叫
割
引
到
日
到
M
｜一
l
q引
制
引
到
引
州
叫
｜
寸
引
制
割
引
到
4
引
1
一

業
一
業
一
一

Mmm出印
M
日
必
仙
一
回
日
目
的
組
必
印
一
位
∞

ωω
日

ω
日一

ηωη
同
臼
臼
回
一
万
江
口
九

η
初
旬
一

n
n日
ω
白
日
以
山
一

産
一
明
一

0
．0
．仏
0
．0
．0
．0
．0
・一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
・一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
・
一
札
わ
札
ω
h
u
U
配一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
・一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
・一

JU
一｜｜一

1
3
0
5
G
5
到
外
「
一
引
d
l

引
削
叶
司
引
U
G
l
一
引
引
引
叫
引
引
門
司
M
l寸
刷
引
d

4
割
引
剖
l
寸
町
引
引
引
4

4
引
l
コ
判
割
引
割
引
u
d
4
l
一

一
一
・
一

5
2
5
3
9
5
9
7
一
8
6
8
0
4
8
0
一
2
1
3
9
1
9
7
一
2
9
3
0
5
f
o
o
一
6
5
4
4
3
1
0
一
6
9
1
0
4
1
1
一

子
一
計
一
・
6
・
点
后
5
5
4．4
二
ι
ι
ι
ι
5・ι
6・一

0
・ρ
0
0
1
0
1
一
7
6
7
？
6
6
6
一
7
7
7
7
7
7
7
一
7
7
7
7
7
7
7
一

言
一
一

0
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一
O
O
G
O
O－u
o
一
0
0
0
0
0
0
0
一
0
0
0
0
0
0
0
一

；

一

2
3
4
0
5
1
5
9
一
2
3
3
5
1
5
9
寸
到
判
割
引
日
引

ωコ
イ
向
判
別
割
引
割
引
｜
寸
副
司
到
引
引
引

ωつ
一
刻
訓
訓
司
引
引

ωつ一

手

一

4

1

1

1

1

一
4

1

1

1

1

－
4

1

1

1

1

一吃

1・工

J
l
u
u
一
4

1

1

1

1

一

一

生

一

l
M
T
T
J宮
S

3も
一
川
T
T
S
3旧
宮
一

M
T
T
3
5
5
s
一
M
T
T
s
s
s
s
一
M
T
T
S
S
S
S
一
M
T
T
S
S
S
S
一

域

一

富

山

県

駄

水

高

岡

即

応

｜

砺

波

「

配

砺

波

一

氷

日

比

一

地



職業人口構成比（2)

（富山県統計書により作成）

-159-

第一表

＼l
／一

6
3
2
7
9
7
6

一

4
8
3
0
4
8
2
4
5
9
6
8
6
9

一
β
7
2
3
9
2
5

一
5
5
0
1
5
4
0

由
一

m
m
m
m
m
ω
ω

一

ωωω
侃
侃
侃

m
m
m
m
m
w
ω
ω
ω

一

m
m
ω
ω
ω
ω
ω

一

mmωωω
閃
似

自業一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．

ーノ一

7
1
3
3
5

一

7

4

9

7

6

6

9

7

6

3

一

9
5
1
6
2

一

7
7
7
8
2

通

一

∞

白

m
m
m
一

例

ω
ω
ω
ω
ω
∞

mmω

一

mmωω
位
一

m
m
m白
白

一交一

0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．

0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．一

G
．O
．0
．0
．0
．

一
1
ノ一

3
2
1
2
2
3
3

一
5
6
7
9
0
6
7
2
3
1
2
4
6
2

一
3
3
2
2
3
4
4

一
3
4
2
3
3
4
4

一
虫
一

0
0
0
0
0
0
0

一
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0

一
0
0
0
0
0
0
0

一
0
0
0
0
ハv
o
o

－－
am
一
円
U

ハU
n
U
ハU
ハU
ハU
ハU

一
ハ
U

ハU
八
U

ハU
ハU
ハU
ハU

ハU
ハU
ハU
n
U
ハu
n
U
ハU

一
ハ
U

ハU
ハu
n
U
ハU
ハU
ハU

一
ハ
u
n
U
ハU
ハU
ハU
ハU
ハU

一金一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．

一、I
l’一

1
1
4
4
6

一

7
2
1
5
8

一

一

1
9
9
0

一

2
2
3
4
7

一

1
1
5
5
6

一

ス

気

一

∞

∞

∞

∞

∞

一

∞

m∞
∞

∞

一

一

∞

∞

旧

閃

一

∞

∞

∞

∞

∞

一

∞

∞

∞

∞

∞

一ガ電一

0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．

一＼ノ一

9
6
0
0
2
4
6

一
5
9
0
5
1
9
6
↑

3
4
6
3
1
0
6

－
3
3
1
1
9
5
4

一
4
9
6
7
6
8
2

一一色一

4
5
6
9
7
6
3

一
4
2
5
1
8
6
4

一
5
7
7
7
7
5
1

一
9
9
9
2
2
2
8

一
6
6
5
6
6
6
3

一ゴグ一

0
0
0
0
0
0
0

一
3
3
2
2
2
1ょ
1

一
0
0
0
0
0
0
0

一
o
o
o
l
－
－
O

一
0
0
0
0
0
0
0

一販一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．

一

／

｛

＼

一

一

一

一

一

一
一

3
3
8
1
9
0
8

一
7
8
2
3
3
3
1

一
1
1
7
0
0
9
3

一
2
0
1
3
5
3
0

一
5
9
6
3
2
6
7

一
一

3
4
4
7
5
6
4

一
8
7
9
0
0
2
7

一
8
3
9
4
5
0
8

一
6
8
2
6
5
6
3

一
3
7
1
0
9
0
7

一L
I

－
－
4
1
1
1
1
1畠
1

一
7
7
5
7
7
5
4

一
1
2
1
2
2
2
1

一
2
2
2
2
2
2
2

一つ山
2
2
2
1
2
1

一

一

ハ

U

ハU
ハU
ハU
ハU
ハU
ハU

一
ハ
U
ハU
ハU
ハV
ハυ
ハU
ハU

↑
ハ
U

ハυ
ハu
n
u
n
U
ハU
ハU

一
ハ
U

ハu
n
u
n
U
ハu
n
U
ハU

一
ハ
U

ハU
ハυ
ハU
ハU
ハu
n
u

一＼ノ一

3
0
0
9
8

一

9
6
7
2
7

一

4
8
3
2
4

一

9
8
3
6
2

一

8
4
9
8
0

一巾又一

1
2
2
1
2

一

7
2
2
4
2

一

1
1
2
3
6

一

1
1
2
1
2

一

2
4
4
4
4

業
一
廓
一

M
M
M
M
M

一

M
M
M
M
M

一

ω
M
M
M
M

一

M
M
M
ω
ω

一

M
M
M
M
ω

三二一

f
＼

一

一

一

一

一

ゴ庄一＼｝ノ一

5
9
0
4
6
4
0

一
5
1
8
0
9
2
0

一
8
0
1
1
2
1
8

一
8
3
6
4
7
4
5

一
1
4
0
7
4
1
9

一
室
一

5
6
7
8
0
2
3

一
9
0
7
3
3
4
1

一
3
5
9
8
5
2
9

一
6
9
6
6
0
1
8

一
8
7
7
8
0
2
2

次
一
羽
一

M
M
M
M
川

U
U

一

U
U
ω
u
u
ω
M

一

M
M
M
M
U
U
U

一

M
M
M
M
U
U
U

一

M
M
M
M
U
U
U

二
一
レ
ト
ア
引
到
司
引
対
日
叶
｜
一
ー
ー
日
引
割
削
引
岡
町
l
T引
割
引
制
引
制
引
l
下
副
訓
副
到
割
引
剖
｜
丁
司
副
割
引
割
引
例
｜

一
一

0
2
4
6

一
9
0
6
5
6
8
3

一
3
5
0
0
7
5
6

一
6
9
8
8
3
3
1

一
8
7
9
3
5
7
7

第
一
計
一

0
・ρ
ρ
J
J
J
J

一
1
．1
J
J
J
J
ι

一
0
・ρ
J
J
1
J
J

一
0
・ρ
ρ
ρ
J
1
1

一
0
・ρ
0・J
J
J
J

一

一

ハ

U
ハU
ハリハ
u
n
U
A
U
ハU

一
ハ
U

ハU
ハU
ハU
ハυ
ハU
ハU

一
ハ
U

ハU
ハU
ハU
ハU
ハυ
A
U

一
ハ
U

ハU
ハU
ハu
n
U
ハu
n
u

一
ハ
U

ハU
ハリハ
u
n
u
ハU
ハU

一＼ノ一

9
6
7
7
0
9
8

一
3
4
5
8
6
7
6

一
6
3
0
1
2
9
9

一
9
3
9
6
6
0
4

一
0
4
2
0
5
6
9

業
一
業
一
乃
打
お
れ
初
日
目
一
∞
∞
白
白
白
川
∞
侃
一
%
初
日
臼
回
目
白
一
臼

ω白
白
日
目
白
一
町
田

ω幻
M
日
日

産
一
農
一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．

V
1
一
一

1
8
7
6
4
5
2

一
9
1
6
2
1
3
1ム
一

0
7
6
1
4
5
2

一
0
8
5
5
3
4
7

一
0
6
7
6
5
4
3

一
一
一

1
8
6
2
1
9
9

一
1
2
4
4
3
9
9

一
8
1
9
6
7
3
5

一
7
2
9
5
1
0
5

一
8
4
8
6
5
2
5

一
一
十
l

一
8
7
7
7
7
6
5

一
0
0
0
0
0
0
0

一
7
7
6
6
5
5
5

一
6
6
6
6
6
6
5

一
5
6
6
3、
3
3
3

第
一
号
一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．一

0
．0
．0
．O
．G
．0
．0
．一

0
．0
．0
．0
・0
・0
・0
・

一
2
3
3
5
1
5
9

一
2
3
3
5
1
5
9

一
2
3
3
5
1
5
9

一
2
3
3
5
1
5
9

一
2
3
3
5
1
5
9

戸
「
一

4

I

l

l

－
－

4

1

1

1

1

一
4

1

1

1

1

↑

4

1

1

1

1

一
4

1

1

1

1

生

一

M
T
T
S
S
S
S

一

M
T
T
S
S
S
S

一

M
T
T
S
S
S
S

一
M
T
T
S
S
S
S

一

M
T
T
s
s
s
s

地

域

一

婦

負

富

山

一

上

新

川

中

新

川

一

下

新

川

第三次産業
戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）



-160-

富
大
経
済
論
集

四

っ
て
お
り
、
大
四
以
降
で
も
昭
五
以
前
と
昭
七
以
降
で
は
細
か
い
点
で
異
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
四
以
降
の
方
法
の
変
化
は
そ
れ
以
前

と
の
相
違
に
比
べ
れ
ば
無
視
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
1
期
中
に
お
け
る
職
業
人
口
構
成
の
変
化
は
明
四
二
と
大
三
の
資
料
、
第
2
期

は
大
四
と
大
一
O
、
第
3
期
は
大
一
O
と
昭
五
、
第
4
期
は
昭
五
と
昭
一
一
、
第
5
期
は
昭
一
一
と
昭
一
五
の
資
料
で
考
察
し
、
第
5
期

以
降
は
昭
一
五
と
昭
一
九
の
資
料
で
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

富
山
県
の
第
1
期
の
職
業
人
口
構
成
比
で
は
、
第
一
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
か
な
り
高
く
て
、
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
か
な
り
低

い
な
が
ら
も
、
前
者
は
低
下
し
、
後
者
は
上
昇
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
建
設
業
は
特
に
集
計
さ
れ
て
い
な
い
の
で
第
二
次
産
業
に
含
ま
れ

て
い
な
い
が
、
た
と
い
、
加
え
た
と
こ
ろ
で
一
O
%
か
ら
一
一
%
に
上
昇
す
る
程
度
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
全
国
の
就
業
人
口
に
つ
い
て

明
四
二
の
第
一
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
六
三
・
七
鋭
、
大
三
は
六

0
・
O
M
初
で
あ
り
、
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
明
四
二
が
一
四
・
四

%
、
大
三
が
一
六
・
O
%
で
あ
か
。
調
査
の
方
法
が
違
う
か
ら
正
確
に
比
較
可
能
な
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
富
山
県
経
済
の
相

対
的
な
低
さ
を
示
す
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
1
期
の
日
本
経
済
全
体
の
停
滞
的
傾
向
の
中
で
第
一
次
産
業
人
口
の
ウ
エ
イ
ト

が
減
少
し
、
第
二
次
産
業
人
口
の
ウ
エ
イ
ト
が
上
昇
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
富
山
県
経
済
が
す
で
に
成
長
径
路
の
上
に
乗
っ
て
い
る
こ
と

を
推
定
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
第
2
期
に
お
い
て
も
第
一
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
の
低
下
と
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
の
上
昇
が
続
く
け
れ
ど

も
、
そ
の
程
度
は
第
1
期
と
特
に
違
っ
て
は
い
な
い
。
こ
の
時
期
は
第
一
次
大
戦
を
含
み
、
県
人
口
は
減
少
し
て
い
る
の
だ
が
、
県
の
経

済
構
造
に
大
き
な
変
化
を
与
え
る
こ
と
は
な
く
、
県
と
県
外
の
経
済
的
活
況
の
程
度
の
差
が
県
人
口
の
県
外
流
出
を
ひ
き
起
し
た
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
第
2
期
は
富
山
県
工
業
の
大
き
く
発
展
す
る
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
次
大
戦
後
の
恐
慌
と

と
も
に
大
部
分
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
十
分
に
根
を
張
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
三
次
産
業
で
は
注
目
す
ベ

き
現
象
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
由
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
四
の
一
・
O
%
か
ら
一
挙
に
二
・
三
%
に
上
昇
し
た
こ
と
で
あ
る
。
自
由

唯
一
対
人
口
の
増
加
は
そ
の
性
格
か
ら
い
っ
て
経
済
水
準
な
い
し
生
活
水
準
の
上
昇
を
反
映
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
2
期
の
日
本
全
体



の
活
様
な
経
済
活
動
は
富
山
県
経
済
の
構
造
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
経
済
水
準
な
い
し
は
生
活
水
準
の
か
な
り
の
上
昇

を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
第
3
期
で
は
県
人
口
は
増
加
す
る
の
だ
が
第
二
次
産
業
人
口
の
ウ
エ
イ
ト
は
低
下
し
て
お
り
（
絶
対
数
で
も

第
一
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
も
引
続
き
低
下
し
て
い
る
の
で
第
三
次
産
業
人
口
の
ウ
エ
イ
ト
が
か
な
り
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
時

減
少
）
、

期
の
日
本
経
済
は
昭
和
恐
慌
を
含
む
困
難
を
経
験
し
た
の
だ
が
、

日
本
全
体
の
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
を
み
る
と
、
大
一

O
の
一
六
・

八
%
か
ら
昭
五
の
一
七
・
一
%
へ
上
昇
し
て
い
る
（
絶
対
数
で
も
増
加
〉
の
に
注
意
し
た
い
。
と
こ
ろ
が
後
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、

工
業
統

計
の
職
工

5
人
以
上
の
工
場
の
従
業
者
数
の
大
九

l
昭
六
の
問
の
変
化
を
み
る
と
富
山
県
は
一

0
・
四
%
増
加
し
、
全
国
で
は
五
・
九
%

減
少
し
て
い
る
。
全
国
的
な
傾
向
と
は
逆
な
富
山
県
の
動
向
は
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
D

す
な
わ
ち
、
第
3
期
の
富
山
県
の
工
業
は
伝

統
的
な
分
野
が
打
撃
を
受
け
近
代
的
分
野
が
強
固
な
地
盤
を
確
保
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
後
に
工
業
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、

こ
の
時
期
に
次
々
と
完
成
さ
れ
て
ゆ
く
水
力
発
電
所
を
背
景
に
し
て
近
代
的
工
場
が
次
々
と
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
近
代
的
工
場
は
ま
だ
孤
島
的
存
在
で
あ
り
、
そ
の
周
囲
に
地
場
工
業
を
育
て
る
ま
で
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
職
業
人
口
の
工
業

人
口
が
最
終
的
に
減
少
す
る
原
因
だ
と
思
わ
れ
る
。
第
三
次
産
業
で
は
ガ
ス
・
電
気
、
金
融
や
自
由
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
漸
次
上
昇
し
て
い

る
こ
と
か
ら
分
る
よ
う
に
、
職
業
の
多
様
化
が
始
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
の
経
済
水
準
の
上
昇
を
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
第
4
期
は

再
び
人
口
の
減
少
期
で
あ
る
が
、
職
業
人
口
の
変
化
を
昭
五

l
昭
一
一
の
資
料
で
み
る
と
第
一
次
産
業
人
口
の
ウ
エ
イ
ト
が
前
期
に
続
い

て
低
下
を
続
け
、
第
二
次
と
第
三
次
は
上
昇
し
て
い
る
。
第
一
次
の
ウ
エ
イ
ト
は
明
治
末
以
来
低
下
を
続
け
た
と
は
い
え
昭
一
一
に
は
五

五
・
五
%
で
あ
り
、
同
年
の
全
国
の
四
七
・
二
%
に
比
べ
れ
ば
か
な
り
高
く
全
国
の
大
一

O
の
水
準
に
十
数
年
遅
れ
て
達
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
定
さ
れ
る
よ
う
な
経
済
水
準
の
相
対
的
な
低
さ
が
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
全
国
的
な
経
済
活
況
を
契
機
と
し
て
人
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口
の
大
巾
な
流
出
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
3
期
に
設
立
さ
れ
た
近
代
工
場
は
地
元
経
済
に
根
を
張
る
も
の
も
で
て
き
た

で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
こ
の
期
に
新
し
く
設
立
さ
れ
る
近
代
工
場
も
あ
ら
わ
れ
て
、
第
二
次
産
業
人
口
の
ウ
エ
イ
ト
は
上
昇
し
、
昭
一
一

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
周
ν

玉
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富
大
経
済
論
集

一六

に
は
一
七
%
近
く
な
り
ハ
こ
れ
は
全
国
の
昭
五
の
水
準
）
、
第
三
次
産
業
の
職
業
分
化
も
進
ん
で
そ
の
ウ
エ
イ
ト
も
上
昇
す
る
の
で
あ
る
。

特
に
、
こ
の
期
間
に
全
国
の
第
三
次
の
ウ
エ
イ
ト
が
低
下
す
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
（
昭
五
の
三
三
・
二
%
か
ら
昭
一
一
の
三
二
・
七
%

ヘ
低
下
す
る
〉
。

こ
の
こ
と
は
全
国
と
富
山
県
の
経
済
水
準
の
差
が
急
速
に
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第

2
図
の
工
業
統
計
の
実
質
生
産
額
と
従
業
員
数
の
グ
ラ
フ
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
期
間
中
に
富
山
県
の
対
全
国
比
率
は
両
者
と
も
一
%
の

線
を
超
え
て
昭
一
二
に
は
生
産
額
は
一
・
一
一
%
、
従
業
者
数
は
一
・
二
Mm
に
達
す
る
。
人
口
の
昭
一
二
の
対
全
国
比
率
は
一
・
一
八
%
で

あ
る
か
ら
、
よ
う
や
く
人
口
並
の
工
業
水
準
に
達
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
第
5
期
は
日
本
全
体
と
し
て
経
済
活
動
水
準
の
上
昇
が
続

く
け
れ
ど
も
富
山
県
人
口
は
増
加
を
示
し
た
注
目
す
べ
き
時
期
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
県
の
経
済
水
準
が
全
国
水
準
を
超
え
つ
つ
あ
る
こ

と
を
推
定
さ
せ
る
。
職
業
人
口
で
は
昭
一
一
と
昭
一
五
の
聞
の
期
聞
に
第
一
次
産
業
の
ク
エ
イ
ト
は
始
め
て
五
O
%
以
下
と
な
っ
て
急
速

に
全
国
水
準
に
近
ず
き
（
昭
一
五
の
県
の
ウ
エ
イ
ト
は
四
九
・
九
%
、
全
国
は
四
四
・
三
%
〉
、

第
二
次
の
ウ
エ
イ
ト
も
始
め
て
二
O
%

を
超
え
て
ほ
と
ん
ど
全
国
と
等
し
く
な
り
（
昭
一
五
の
県
の
ウ
エ
イ
ト
は
二
二
・
O
%
、
全
国
は
二
三
・
六
%
）
、

第
三
次
の
ウ
エ
イ
ト

は
上
昇
を
続
け
て
昭
一
五
に
は
二
八
・
一
%
と
な
り
、
全
国
は
こ
の
期
間
に
も
第
三
次
の
ウ
エ
イ
ト
を
低
下
さ
せ
て
い
る
の
と
対
照
的
で

あ
る
。
工
業
統
計
の
職
工
5
人
以
上
工
場
の
生
産
額
と
従
業
者
数
の
対
全
国
比
率
は
人
口
の
対
全
国
比
率
を
超
え
（
前
者
は
一
・
六
%
と

一
・
四
%
で
後
者
は
一
・
一
八
%
）
て
い
る
こ
と
も
右
の
事
実
を
証
明
す
る
o
L
か
し
、
も
っ
と
重
要
な
こ
と
は
第
2
図
か
ら
分
る
よ
う

に
昭
一
六
に
お
け
る
県
の
実
質
工
業
生
産
額
と
従
業
者
数
は
か
な
り
の
増
加
傾
向
を
持
っ
て
い
る
の
に
全
国
の
そ
れ
ら
は
停
滞
な
い
し
下

降
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
工
業
統
計
は
昭
一
八
以
降
の
数
字
を
欠
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
背
反
的
傾
向
は
お
そ
ら
く
昭
一
九
に

い
た
る
ま
で
続
い
た
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
第
1
図
の
人
口
の
グ
ラ
フ
が
一
示
す
よ
う
に
昭
一
六
｜
昭
一
九
は
か
な
り
の
人
口
増
加
を
み
せ

る
が
、
そ
れ
は
職
業
人
口
統
計
か
ら
分
る
よ
う
に
第
一
次
産
業
人
口
と
第
三
次
産
業
人
口
の
ウ
エ
イ
ト
の
低
下
と
第
二
次
産
業
人
口
の
か

な
り
の
上
昇
を
伴
っ
て
い
る
。
第
二
次
の
ウ
エ
イ
ト
は
昭
一
九
に
は
二
七
・
四
%
に
達
し
、

お
そ
ら
く
全
国
水
準
を
超
え
る
と
推
定
さ
れ



る
。
後
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、

昭
一
六
l
昭
一
九
の
時
期
は
近
代
工
業
の
影
響
が
県
の
富
山
市
と
高
岡
市
の
周
辺
の
み
で
な
え

各郡部の隅々まで浸透したものと推定されるのである。

註ω各業種の内容は次に示すとおりである。本文でのべたように職業人口統計の調査様式は大三以前と大四l大七、大一Ol昭
玉、昭七以降では異っているので業種の内容も変他している。

I M42,....,T3 I Tい T7 I Tゆ S5I S7,....,Sl9 

第産業一部次門 休漁（農業業牧蓄〕山， 養猟（農蚕）業林牧業畜狩 養漁（農蚕業耕製），畜林塩産業 業林（農業）畜耕，漁産，蚕業， 

漁業及製塩

（農業） 農業 農蚕業林業牧畜狩養猟 農業耕畜産蚕
農耕，蚕業

産第業二部次門 鉱（工業業，抗〕夫
設石土（工炭石）業鉱石），業油〔建， ， 

土（設工石）業採〉鉱，E建， 設土（工石）業採〕鉱，〔建， 

（工業） 工製造業， 職

（建設） ナシ 土木建築 土木建築 土木建築

第産業三部次門

以舟遊そス下芸，夫の力，他，仁布雑役有プ教業業， ラ
飲人芸有以ス自業下食，，，由業旅店にそそ宿，，プのの，軍他妓他ラ 業用以軍他そス人人下，有，の接他家業に，，宗事プそ者客自使業教由のラ

（商業） 商業

物物介の品周他品旋販賃商貸売，業媒， そ 媒賃物モ貸品介の販周預他商旋売り， ， ， 業

商業

（ガス電気） ナシ ナシ ガス電気水 ガス水道電
道 気

（金融） 銀行会社員 金融保険 金融保険 金融保険

（交通） ナシ 船舶の運他交輸通， 
通信，運輸 運輸，通信

業そ

（自由〕
公員学校務，職弁，護員医事教士 宮共自廷団由体業， 職国公員 著宵育法述公務，吏医家， 記学，教者， 

官療述家務公，，家，教書吏遊，育記芸芸，，， 法著術人医
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戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

ーじ
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富
大
経
済
論
集

八

右
表
か
ら
分
る
よ
う
に
、
農
業
で
は
そ
の
内
容
が
農
耕
蚕
業
だ
け
に
な
る
の
は
昭
七
以
降
で
あ
っ
て
、
大
一

O
l昭
五
に
は
畜
産
が
含
ま
れ
、
大
四

｜
大
七
に
は
さ
ら
に
林
業
が
合
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
を
農
耕
蚕
業
か
ら
分
離
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
二
次
産
業
で
は
明
四
二
｜
大
三
で
は
建
設

業
に
含
ま
れ
る
業
種
を
選
び
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
力
伎
を
建
設
業
に
含
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
む
し
ろ
第
三
次
産
業
部
門
に
合
ま
せ
る
方

が
適
当
だ
と
考
え
る
。
第
三
次
産
業
部
門
で
は
交
通
業
と
自
由
業
が
大
七
以
前
と
大
一

O
以
後
で
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
大
七
以
前
に
通
信
業
は

あ
ら
わ
れ
ず
大
三
以
前
で
は
交
通
に
属
す
る
の
は
舟
夫
の
み
と
な
る
が
、
舟
夫
は
む
し
ろ
交
通
業
で
は
な
く
雑
業
に
属
さ
せ
た
方
が
良
い
と
み
な
し

た
。
自
由
業
で
は
昭
七
l
昭
一
九
で
は
芸
術
家
、
遊
芸
人
を
記
者
、
著
述
家
か
ら
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
昭
五
以
前
で
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た

大
四
！
大
七
の
自
由
業
の
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

ω
o
r
E
J
ξ
p
同・（丘・）
w

吋
Z
O
H
0
4
2
r
閉山件。

o
h
F
O
皆
目
出
口
何
回
ゆ
開

8
8
5
U
N
m
E
8
5誌、

5
日
吋
w

匂－

E
P
吋
ω宮内

N

よ
り
計
算
。
以
下
の
全
国

職
業
人
口
構
成
比
も
同
じ
。

ω
第
二
次
産
業
人
口
の
絶
体
数
は
大
四
の
五
八
、
玉

O
八
人
か
ら
大
七
に
は
六
三
、
六
八
七
人
へ
増
加
し
、
大
一

O
に
は
五
八
、
三
四
五
人
へ
と
大

四
以
下
の
水
準
に
低
下
し
て
い
る
。
特
に
工
業
人
口
は
大
四
の
四
八
、
八
八
七
人
か
ら
大
七
に
は
五
二
、
六
七
八
人
へ
増
加
し
、
大
一

O
に
は
四
九
、

O
二
三
人
へ
低
下
し
て
い
る
。

ω
第
二
次
産
業
人
口
の
絶
体
数
は
大
一

O
の
五
八
、
三
四
五
人
か
ら
昭
五
の
五
六
、
三
九
七
人
へ
減
少
し
た
。
特
に
工
業
人
口
は
大
一

O
の
四
九
、

O
二
三
人
か
ら
四
六
、

0
0
0人
ヘ
減
少
し
た
。

同
後
出
の
第
二
表
参
照
ρ

制
昭
二
一
の
全
国
人
口
は
七

O
、
六
三

O
千
人
、
富
山
県
人
口
は
八
三
四
ゐ
一
七
七
人
で
あ
る
。

第
三
節

工

業

成

長

の

以
上
の
富
山
県
の
職
業
人
口
の
構
成
変
動
か
ら
推
定
さ
れ
た
経
済
成
長
の
物
的
基
礎
と
な
っ
た
の
は
工
業
生
産
の
成
長
で
あ
る
＠
こ
の

こ
と
は
第

2
図
に
一
示
さ
れ
た
北
研
資
料
の
富
山
県
工
業
実
質
生
産
額
（
全
工
場
〉
の
動
き
と
県
統
計
に
よ
る
農
業
実
質
生
産
額
の
動
き
を

比
較
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
み
o

農
業
生
産
額
は
明
四
三
か
ら
数
字
が
得
ら
れ
、
米
価
指
動
で
デ
プ
レ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
が
（
唱
九
｜
昭
一



一
価
格
）
明
白
三
以
降
昭
一
六
に
い
た
る
ま
で
基
本
的
に
は
変
化
が
な
く
、
強
い
て
い
え
ば
昭
和
初
頭
ま
で
は
わ
ず
か
な
が
ら
減
少
傾
向

を
持
ち
、
そ
！
れ
以
降
同
様
に
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
傾
向
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
趨
勢
線
上
に
豊
凶
の
撹
乱
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
北
研
資
料
の
全
工
場
に
つ
い
て
集
計
さ
れ
、
日
銀
卸
売
物
価
指
数
に
よ
っ
て
デ
プ
レ
ー
ト
さ
れ
た
（
昭
九

i
昭一

一
価
格
）
県
工
業
実
質
生
産
額
は
明
四
二
以
降
増
加
傾
向
を
持
っ
て
お
り
、
明
治
末
年
に
は
農
業
生
産
額
を
か
な
り
下
回
っ
て
い
た
の
が

第
一
次
大
戦
後
の
大
一

O
に
は
ほ
ぼ
農
業
生
産
額
に
等
し
く
な
り
、
大
一
一
に
は
遂
に
工
業
生
産
額
が
農
業
生
産
額
を
超
え
る
に
到
る
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
富
山
県
の
工
業
が
ど
の
よ
う
な
特
質
を
持
っ
て
い
た
か
は
工
業
統
計
に
よ
っ
て
全
国
の
工
業
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

考
察
す
る
こ
と
が
で
き
か
o

た
だ
し
、
比
較
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
工
業
統
計
は
職
工
5
人
以
上
工
場
の
資
料
で
あ
る
か
ら
、
第
2
図
か

ら
分
る
よ
う
に
、
そ
の
実
質
生
産
額
〈
卸
売
物
価
指
数
で
デ
プ
レ
ー
ト
し
て
い
る
。
昭
九
l

一
一
価
格
）
は
全
工
場
の
実
質
生
産
額
を
下

回
り
、
そ
の
程
度
は
明
四
二
に
近
ず
く
程
大
き
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
工
業
統
計
の
全
国
と
富
山
県
の
資
料
は
実
質
生
産
額

と
従
業
員
数
に
つ
い
て
第
2
図
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
県
の
ス
ケ
ー
ル
は
全
国
の
一

O
O分
の
一
で
あ
り
、
全
国
と
県
の
曲
線
が
交
わ
っ

た
時
に
県
対
全
国
の
比
率
は
一
%
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
。

工
業
統
計
の
実
質
生
産
額
の
各
期
の
成
長
率
と
各
期
の
期
首
と
期
末
の
年
の
構
成
比
が
第
二
表
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
従
業

者
数
は
総
計
の
み
の
各
期
の
成
長
牽
が
同
表
に
附
け
ら
れ
て
い
る
。
第
二
表
の
成
長
率
か
ら
第
1
期
（
明
四
二
l
大
一
二
〉
に
つ
い
て
は
富

山
県
工
業
が
相
対
的
に
困
難
を
経
験
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
業
者
数
は
減
少
し
、
生
産
額
の
成
長
率
も
全
国
の
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
か
な

り
小
さ
い
。
生
産
額
で
は
紡
織
が
大
巾
に
減
少
し
た
の
だ
が
、

従
業
者
数
で
も
紡
織
部
門
で
の
減
少
が
総
数
の
減
少
の
原
因
な
の
で
あ

る
。
明
四
二
の
紡
織
は
そ
の
ウ
エ
イ
ト
は
五
五
・
一
%
で
あ
る
こ
と
か
ら
分
る
よ
う
に
、
県
工
業
の
主
た
る
担
い
手
で
あ
り
、

日
露
戦
争

を
含
む
日
本
経
済
の
活
況
期
に
県
工
業
の
首
位
部
門
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
近
代
的
分
野
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
の
県
工
業
の
担
い
手

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

九
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工業生産額構成比

（工業統計：職工5人以上工場〉

年 ｜食 料｜紡 学｜金 械

M42 0.04~ 0.551 0.345 0.027 

富 T 3 0.053 0.417 0.423 0.049 

T 9 0.063 0.459 0.347 0.051 

山 s 6 0.056 0.387 0.449 0.033 0.008 

s 12 0.023 0.539 0.268 0.116 0.029 

県 s 16 0.027 0.220 0.242 0.325 0.154 

s 17 ・0.025 0.168 0.334 0.302 0.147 

M42 0.185 0.494 0.145 0.096 

全 T 3 0.162 0.468 0.158 0.135 

T 9 0.134 0.432 0.159 0.193 

s .6 0.161 0.372 0.160 0.086 0.092 

s 12 0.090 0.259 0.188 0.209 0.153 

国 s 16 0.080 0.159 0.177 0.189 0.294 

s 17 0.076 0.124 0.174 0.210 0.321 

第二表

戦
前
一
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

実質工業生産額期別成長率（%）（附・従業者数成長率）

間同食料i紡織｜ィ時
1. TνM42 16.9 51.2 -12.6 43.4 3.2 - 2.1 

富 2. T 9/T 3 67.7 100.0 84.8 37.5 76. 9 65. 7 9.0 8.8 

μ！ 
3. S 6/T 9 179.6 148.0 135.8 270.2 123. 5 10. 4 9.8 0.9 

4. S12/S 6 143.7 - 0 9 239.2 44.9 769.2 758. 6 158. 7 16.0 17.2 

県
5. S 16/S 12 79.2 119.8 -36.8 68.7 419.1 879.5 50.6 15.7 10.8 

(Sl7/S16) 25.2 11.4 10.6 66.1 12.2 15.4 13.8 

1. T 3/M42 62.0 40.7 53.3 77.3 128.2 22.9 10.1 4.2 
全 2. T 9/T 3 58.6 30.4 46.5 59.0 126.5 74.1 8.0 9.7 

3. S 6/T 9 96.3 137.0 69.5 133.0 82.2 - 5.9 6.3 - 0.6 

4. S12/S 6 88.0 5.6 30.4 121. 5 356.4 210.9 77.1 11.1 10.0 

国
5. s 16/ s 12 33.6 19.3 17.8 25.2 13.9 156.3 28.9 7.5 6.3 
(S17/S16) - 3.3 - 2.0 -24.8 - 4.9 7.3 5.8 3.6 

註（1）工業統計50年史，府県別統計表より計算。

(2）産業分類は大11までは食料品，紡織，イじ学，機械器具，その他工業の 5産業
であるが大12以降は製材木製品品工業，印刷製本，窯業，金属が加わる。た
だし，大11以前の窯業は他学に，金属は機械器具に，製材木製品，印刷製本
はその他工業に含まれている。
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富
大
経
済
論
集

で
あ
る
化
学
は
か
な
り
の
成
長
を
み
せ
て
、
紡
織
の
不
振
に
よ
る
県
工
業
生
産
水
準
の
低
下
を
く
い
と
め
て
い
る
の
だ
が
、
化
学
の
主
た

る
内
容
は
伝
統
的
な
業
種
で
あ
る
売
薬
で
あ
る
。
戦
争
を
含
む
工
業
成
長
期
に
売
薬
は
相
対
的
に
停
滞
し
、
そ
の
後
の
工
業
全
体
の
停
滞

期
に
売
薬
が
相
対
的
に
伸
張
す
る
と
い
う
型
は
第
一
次
大
戦
後
ま
で
み
ら
れ
る
富
山
県
工
業
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
を
含

む
第
2
期
で
は
従
業
者
数
は
県
で
は
六
五
・
七
弱
の
急
増
加
率
で
増
加
し
た
が
、
全
国
は
そ
れ
を
上
回
る
七
四
・
一
%
の
増
加
率
を
一
示
し

て
い
る
。
し
か
し
生
産
額
で
は
県
が
六
七
・
七

M
増
で
全
国
の
五
八
・
六
弱
増
よ
り
も
高
い
。
こ
の
相
違
は
県
の
工
業
成
長
が
紡
織
に
負

う
て
い
る
の
に
全
国
の
そ
れ
は
機
械
に
負
う
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
司
令
。
第
2
期
は
工
業
の
近
代
的
分
野
が
拡
張
さ
れ
る
の
だ
が
、

第
2
期
の
富
山
県
の
近
代
的
分
野
は
主
と
し
て
紡
織
業
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
全
国
的
に
は
紡
織
か
ら
機
械
（
金
属
も
含
む
〉
に

移
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
表
の
成
長
率
か
ら
分
る
よ
う
に
、
第
2
期
の
県
工
業
で
は
食
料
（
お
よ
び
表
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い

が
そ
の
他
工
業
〉
の
成
長
率
が
紡
織
よ
り
も
高
く
、

一
方
全
国
で
は
機
械
が
各
業
種
中
最
高
の
成
長
率
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
富

山
県
の
第
2
期
の
工
業
の
発
展
で
所
得
誘
発
的
面
の
強
い
こ
と
を
も
示
す
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
3
期
で
は
従
業
員
数
が
県
で
は

増
加
し
て
い
る
の
に
全
国
で
は
減
少
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
生
産
額
の
成
長
率
で
も
県
の
方
が
全
国
よ
り
か
な
り
高
い
。

特
に
各
期
の
生
産
額
の
成
長
率
を
年
率
で
み
る
と
、
富
山
県
は
第
1
期
三
・
二
%
、
第
2
期
九
・
O
%
、
第
3
期
九
・
八
%
と
い
う
よ
う

に
毎
期
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
に
全
国
で
は
一

0
・
一
%
、

八
・
O
%
、
六
・
三
%
と
い
う
よ
う
に
毎
期
低
く
な
っ
て
い
る
の
が
対
照
的

で
あ
る
。
全
国
的
な
停
滞
性
の
中
で
県
工
業
が
大
き
く
飛
躍
を
と
げ
た
の
は
主
と
し
て
化
学
の
発
達
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
3
期
中
に
生
産
額
は
二
七

0
・
二
%
増
加
し
、
そ
の
ウ
エ
イ
ト
は
大
九
の
三
四
・
七
弱
か
ら
四
四
・
九
%
に
上
昇
し
た
。
し
か
も
、
化

学
の
高
い
成
長
は
従
来
の
よ
う
に
売
薬
で
は
な
く
て
主
と
し
て
新
た
に
設
立
さ
れ
た
工
場
に
よ
る
肥
料
、
化
学
薬
品
、
西
洋
紙
（
板
紙
を

含
む
）
な
ど
の
近
代
化
学
製
品
の
生
産
増
加
に
よ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
県
の
紡
織
も
全
国
に
比
較
す
れ
ば
高
い
成
長
を
示
じ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
富
山
紡
績
株
式
会
社
、
呉
羽
紡
績
株
式
会
社
の
呉
羽
工
場
設
立
に
よ
る
綿
紡
と
綿
織
物
の
生
産
増
加
に
よ



る
も
の
で
あ
る
む
さ
ら
に
、
機
械
（
金
罵
を
含
む
）
の
成
長
率
が
全
国
の
そ
れ
よ
り
高
い
こ
と
も
主
と
し
て
日
本
鋼
管
富
山
電
気
製
鉄
所

の
本
格
的
操
業
開
始
に
負
う
も
の
で
あ
る
。
上
述
の
新
工
場
の
あ
る
も
の
は
第
2
期
中
に
そ
の
前
身
が
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
第

一
次
大
戦
直
後
の
恐
慌
中
に
大
き
な
痛
手
を
打
け
て
第
3
期
半
ば
に
再
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
再
発
足
や
、
あ
る

い
は
新
工
場
の
設
立
を
促
進
し
、
可
能
に
し
た
の
は
第
3
期
中
に
次
か
ら
次
へ
と
完
成
さ
れ
た
水
力
発
電
所
に
よ
る
電
力
供
給
の
可
能
性

な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
次
大
戦
を
契
機
に
し
て
植
え
つ
け
ら
れ
た
近
代
工
業
の
幼
樹
は
第
一
次
大
戦
そ
の
も
の
の
効
果
に
よ
っ
て

伸
び
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
戦
後
の
電
力
開
発
の
影
響
の
も
と
で
よ
う
や
く
成
長
の
可
能
性
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
が
あ
く
ま
で
可
能
性
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、
第
2
図
か
ら
分
る
よ
う
に
第
3
期
末
に
い
た
っ
て
も
従
業
員
数
の
対
全
国
比
率
は
一
括

に
達
せ
ず
（

0
・
八
%
で
あ
る
）
、
生
産
額
で
は
昭
五
に
一
括
に
達
し
た
こ
と
は
あ
る
が
全
く
一
時
的
で
あ
っ
て
昭
六
に
は
一
%
以
下
（

0

・
九
M

初
で
あ
る
）
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
分
る
。
昭
六
の
県
人
口
の
対
全
国
比
率
が
一
・
コ
一

O
妙
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
一
一
%
に
満
ち
な

い
工
業
水
準
は
県
経
済
に
と
っ
て
近
代
工
業
が
孤
島
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
富
山
県
の
近
代
工

業
が
確
実
な
基
礎
を
得
た
の
は
満
洲
事
変
と
と
も
に
始
ま
る
第
4
期
に
お
い
て
で
あ
る
。
第
二
表
に
一
示
す
よ
う
に
第
4
期
の
県
工
業
の
発

展
の
主
力
と
な
っ
た
の
は
紡
織
、
金
属
、
機
械
で
あ
あ
る
。
こ
の
期
間
の
県
工
業
は
従
業
者
数
で
も
実
質
生
産
額
で
も
全
国
を
は
る
か
に

上
回
る
成
長
率
を
示
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
以
上
の
三
部
門
の
成
長
が
極
め
て
著
し
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
も
っ
と
も
全
国
の
成
長

率
も
年
率
で
み
れ
ば
分
る
よ
う
に
各
期
中
最
高
の
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
第
4
期
は
日
本
工
業
成
長
の
黄
金
期
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
な

の
だ
が
、
全
国
で
は
金
属
、
機
械
、
化
学
が
成
長
を
担
い
、
そ
れ
ぞ
れ
ウ
エ
イ
ト
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
口
県
工
業
と
全
国
工
業
の
成

長
の
型
が
若
干
異
る
の
は
、
県
工
業
の
成
長
が
も
っ
ぱ
ら
、
新
し
い
近
代
工
場
の
設
置
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ

-169ー

て
、
化
学
は
前
期
の
第
3
期
に
新
工
場
が
集
中
的
に
設
立
さ
れ
て
、
第
4
期
は
主
と
し
て
既
存
工
場
の
生
産
増
加
が
そ
の
成
長
の
内
容
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
昭
一
二
の
県
の
生
産
額
構
成
比
で
は
紡
織
が
五
三
・
九
鋭
、
化
学
が
二
六
・
八
%
、
金
属
と
機
械
を
合
計
し
て

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）
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二
四

一
四
・
五

M
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
ウ
エ
イ
ト
が
戦
前
の
ノ
ー
マ
ル
な
状
態
に
お
い
て
富
山
県
工
業
の
到
達
し
た
内
容
だ
と
い
う
こ
と
が

一
方
、
全
国
の
構
成
比
は
紡
織
が
二
五
・
九
%
、
化
学
が
一
八
・
八
鋭
、
金
属
と
機
械
を
合
計
し
て
三
六
・
二
%
で
あ
る
。

で
き
よ
う
。

富
山
県
工
業
の
う
ち
で
も
伝
統
的
な
色
彩
の
強
い
売
薬
と
銅
器
を
除
く
と
、
化
学
の
ウ
エ
イ
ト
は
約
一
九
弱
、
金
属
、
機
械
の
ウ
エ
イ
ト

は
約
一
二
%
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
化
学
は
ほ
ぼ
全
国
並
の
ウ
エ
イ
ト
を
持
つ
が
、
紡
織
で
は
全
国
に
比
べ
て
倍
程
度
の
高
い
ウ
エ
イ
ト
を

持
ち
、
金
属
、
機
械
の
ウ
エ
イ
ト
は
全
国
に
比
べ
て
3
分
の

1
程
度
で
あ
る
、
と
い
う
県
工
業
の
特
徴
が
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
み
。

昭
一
二
の
県
対
全
国
の
生
産
額
の
比
率
は
、

一
・
一
%
に
な
り
、
従
業
者
数
で
は
一
・
二
%
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
比
率
上

昇
を
可
能
に
し
た
の
は
主
と
し
て
第
4
期
の
準
戦
時
体
制
下
の
諸
事
情
で
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
昭
一
二
以
降
の
第
5
期
は
、
準

戦
時
体
制
が
戦
時
体
制
に
転
換
し
て
行
く
わ
け
だ
が
、
昭
一
二
l
昭
一
六
の
問
の
成
長
率
は
第
4
期
に
お
け
る
と
同
様
に
県
が
全
国
よ
り

は
格
段
に
高
く
（
生
産
額
で
も
従
業
者
数
で
も
）
、

特
に
、
昭
一
六
か
ら
昭
一
七
に
か
け
て
全
国
は
成
長
が
鈍
化
な
い
し
停
滞
す
る
の
に

富
山
県
で
は
一
層
加
速
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
成
長
率
を
年
率
で
あ
ら
わ
す
と
、
全
国
の
生
産
額
は
第
4
期
が
一
一
・
一
%
、
第
5

期
が
七
・
五
%
、
昭
一
七
は
マ
イ
ナ
ス
三
・
三
%
と
次
第
に
低
下
し
、
従
業
員
数
で
も
そ
れ
ぞ
れ
一
0
・
0
%
、
不
・
三
%
、
三
・
六
M
m

と
い
う
よ
う
に
次
第
に
低
下
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
富
山
県
の
生
産
額
で
は
第
4
期
が
一
六
・
O
%
で
、
第
5
期
は
一
五
・
七
弱
と
ほ
と

ん
ど
変
ら
ず
、
昭
一
七
に
は
二
五
・
二
%
と
極
め
て
大
き
な
成
長
率
を
示
し
て
お
り
、
従
業
員
数
で
も
そ
れ
ぞ
れ
一
七
・
二

M
、

一0
・

八
%
、

一
三
・
八
%
と
い
う
よ
う
に
か
な
り
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
事
実
は
工
業
の
富
山
県
へ
の
集
中
過
程
が
顕
著
で
あ
る
こ
と

を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
事
実
、
県
対
全
国
の
生
産
額
の
比
率
は
昭
一
六
に
は
一
・
六
%
、
昭
一
七
に
は
二
・
O
%
と
上
昇
し
、
従
業
員
数

で
も
昭
一
六
は
一
・
四
%
、
昭
一
七
は
一
・
六
弱
に
上
昇
す
る
の
で
あ
か
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
富
山
県
へ
の
工
業
集
中
が
具
体
的
に

は
金
属
・
機
械
、
化
学
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
重
化
学
工
業
が
第
5
期
以
降
富
山
県
に
集
中
し
始
め
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
富
山
県

の
以
上
ご
一
業
種
の
生
産
額
の
ウ
エ
イ
ト
の
合
計
、

い
わ
ゆ
る
重
化
学
工
業
化
率
は
昭
一
二
に
四
一
・
三
%
で
あ
っ
た
の
が
昭
一
六
に
は
七



一
一
・
一
%
、
昭
一
七
に
は
七
八
・
三
Mm
と
な
っ
た
。
こ
の
間
全
国
の
重
化
学
工
業
化
率
は
そ
れ
ぞ
れ
五
五
・
O
%
、
六
六
・
O
%
、
七
O

い
ろ
い
ろ
の
統
制
立
法
が
行
わ
れ
て
一
部
の
軍
需
産
業
を
除
い
て
企
業
活

・
五
%
で
あ
る
。
昭
一
二
は
日
華
事
変
の
起
き
た
年
で
あ
り
、

動
は
圧
迫
さ
れ
、
昭
二
こ
に
は
国
家
総
動
員
法
が
公
布
さ
れ
る
に
到
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
第
5
期
以
降
は
非
商
業
ベ
ー
ス
に
立
つ
経
済
活

動
が
主
導
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
富
山
県
に
お
い
て
も
紡
織
が
第
4
期
に
マ
イ
ナ
ス
の
成
長
率
を
示
す
こ
と
に
あ
ら
わ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
全
国
で
は
昭
一
七
の
成
長
率
が
金
属
、
機
械
を
除
い
て
す
べ
て
負
値
を
と
る
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
口
し
か
し
、
富

山
の
昭
一
七
の
成
長
率
は
す
べ
て
の
業
種
で
正
値
を
と
り
、

か
つ
極
め
て
高
い
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
非

商
業
べ

1

ス
の
経
済
活
動
の
も
と
で
始
め
て
富
山
県
工
業
が
対
全
国
比
率
一
%
を
起
え
る
こ
と
が
で
き
、
か
っ
、
そ
の
基
礎
の
上
で
単
に

工
業
全
般
の
活
況
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
非
商
業
べ

l

ス
の
上
で
富
山
県
の
よ
う
な
、
あ
る
意

軍
需
産
業
の
み
で
な
く
、

味
で
の
僻
地
が
工
業
中
心
地
に
な
り
得
た
こ
と
を
一
示
す
の
で
あ
る
。

註

ω
北
研
資
料
に
よ
る
富
山
県
工
業
生
産
額
統
計
は
明
治
四
十
二
年
｜
｜
昭
和
一
六
年
に
つ
い
て
筆
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
戦
前
の

富
山
県
統
計
書
は
商
品
別
、
郡
市
別
の
工
業
生
産
統
計
を
の
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
後
出
の
工
業
統
計
五

O
年
史
の
分
類
方
法
に
し
た
が
っ
て
整

理
し
、
か
つ
明
ら
か
に
記
載
漏
れ
と
み
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
他
の
資
料
に
よ
っ
て
補
い
、
商
品
分
額
が
不
十
分
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は

他
の
資
料
に
よ
っ
て
分
類
を
や
り
直
し
、
郡
市
別
、
商
品
郡
別
の
工
業
生
産
統
計
を
得
た
の
が
北
研
資
料
工
業
生
産
統
計
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
近

刊
の
「
富
山
県
の
経
済
成
長
の
分
析
（
仮
題
）
」
（
北
陸
経
済
研
究
双
書
第
四
輯
）
お
よ
び
本
論
集
次
号
に
掲
載
予
定
の
拙
稿
「
戦
前
の
富
山
県
工
業

生
産
（
仮
題
と
を
参
照
。

ω
採
用
さ
れ
た
米
価
指
数
は
明
四
二
l
大
六
ま
で
は
射
小
郡
二
口
村
の
万
蔵
相
場
、
大
七
l
昭
八
は
高
岡
正
米
相
場
、
昭
和
九
年
以
降
は
政
府
米
公
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二
五
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二
六

定
価
格
で
あ
る
。
昭
九
1
昭
一
一
を
一

O
Oと
す
る
指
数
は
次
の
如
ζ
で
あ
る
。
（
前
頁
）

ω
資
料
は
通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
、
工
業
統
計
五

O
年
史
、
資
料
篇
（
昭
三
六
）
に
よ
る
。
工
業
統
計
は
明
治
四
二
の
「
工
場
統
計
報
告

規
則
」
に
よ
っ
て
当
時
の
農
商
務
統
計
か
ら
独
立
し
て
今
日
に
到
っ
て
い
る
a

昭
四
に
は
「
工
場
調
査
規
則
」
に
よ
っ
て
軍
需
工
場
調
査
が
工
場
統

計
調
査
に
吸
収
さ
れ
て
従
来
の
労
働
統
計
的
色
彩
を
持
っ
た
工
場
調
査
か
ら
生
産
お
よ
び
設
備
に
関
す
る
工
業
統
計
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
昭
一
四

に
は
「
工
業
調
査
規
則
」
が
制
定
さ
れ
て
、
従
来
の
従
業
者
数
や
設
備
に
よ
る
制
限
が
撤
援
さ
れ
て
名
実
と
も
に
工
業
セ
ン
サ
ス
と
し
て
整
備
さ
れ

た
。
明
四
二
よ
り
の
工
場
調
査
は
職
工
五
人
以
上
の
工
場
を
対
象
と
し
、
昭
四
よ
り
の
工
場
調
査
で
は
五
人
以
上
の
職
工
を
使
用
す
る
設
備
を
有
す

る
工
場
が
対
象
に
加
え
ら
れ
昭
一
四
よ
り
の
工
業
調
査
で
は
全
工
場
が
対
象
に
な
っ
た
。
ま
た
、
調
査
年
次
は
明
四
二
よ
り
は
毎
五
年
お
き
に
行
わ

れ
た
が
大
九
よ
り
は
毎
年
の
調
査
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
職
工
五
人
以
上
職
工
の
工
場
に
つ
い
て
前
掲
の
工
業
統
計
五

O
年
史
の
府
県
別
統
計
表
の

部
を
利
用
し
た
。

川
問
機
械
金
属
の
生
産
は
戦
後
恐
慌
の
影
響
を
強
く
受
け
た
の
だ
が
そ
の
影
響
は
従
業
者
数
よ
り
も
生
産
額
に
あ
ら
わ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。

同
第
二
期
に
設
立
さ
れ
た
近
代
的
工
場
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
紡
織
業
で
は
麻
織
物
の
第
一
ラ
ミ
l
紡
績
（
大
六
）
、
中
越
製
布
（
大
七
）
、
金
属

で
は
電
気
製
鉄
（
大
六
）
、
北
海
電
他
（
大
六
）
、
化
学
で
は
中
越
電
気
（
大
六
）
、
程
ケ
谷
曹
達
（
大
四
）
、
北
海
曹
達
伏
木
工
場
（
大
八
）
な
ど
が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
工
場
が
実
際
に
見
覚
ま
し
い
活
動
を
示
す
の
は
第
三
期
以
降
で
あ
っ
て
、
第
二
期
の
県
工
業
の
成
長
は
近
代
佑
の
進
み
つ
つ
あ

る
絹
織
物
に
負
う
て
い
る
と
い
え
る
。

ω
富
山
県
に
お
け
る
発
電
所
は
明
治
三
十
二
年
に
大
久
保
用
水
を
利
用
し
た
一
五

O
K
W
の
も
の
が
最
初
で
あ
り
、
明
治
四
十
四
年
に
は
庵
谷
第
一

発
電
所
（
二
、
六
O
O
K
W）
や
片
貝
川
第
一
発
電
所
会
一
、

O
O
O
K
W）
が
で
き
、
大
七
に
は
県
下
の
総
発
電
量
は
一
万

K
Wに
達
し
た
。
そ

の
後
日
本
海
電
気
、
日
本
電
力
、
大
同
電
力
や
県
営
電
気
の
発
電
所
の
開
発
と
と
も
に
昭
和
六
年
末
に
は
一
三
万
九
O
O
O
K
Wに
達
し
、
昭
一
一

の
最
大
発
電
能
力
は
五
一
万
二

O
O
O
K
W
で
全
国
水
力
発
電
量
の
二
二
%
に
達
し
た
。
北
陸
銀
行
調
査
部
、
富
山
県
の
産
業
（
昭
三
六
）
、
富
山

県
政
史
第
六
巻
（
甲
）
（
昭
二
二
）
、
第
八
章
、
第
五
節
を
参
照
、
ま
た
正
治
正
英
、
北
陸
電
気
産
業
開
発
史
、
昭
一
ニ
コ
一
（
た
だ
し
記
述
は
正
確
を
欠

く
も
の
が
あ
る
）
を
参
照
。

的
昭
六
の
全
国
人
口
は
六
五
、
四
五
七
千
人
、
富
山
県
人
口
は
八
四
九
、
四
四
一
人
で
あ
る
。

ω
北
研
資
料
の
工
業
生
産
統
計
に
よ
る
と
、
昭
一
一
一
の
他
学
の
う
ち
売
薬
は
二
八
・
七
%
を
占
め
て
お
り
、
金
属
の
う
ち
銅
器
が
一
八
・
八
%
を
占

め
尤
い
る
。



ω
昭
和
二
十
五
年
の
県
工
業
の
構
造
が
ほ
ぼ
そ
う
で
あ
る
。

ω
昭
七
と
昭
一
七
の
一

0
年
間
の
工
業
生
産
額
（
職
工
五
人
以
上
工
場
）
の
増
加
倍
率
を
府
県
別
で
み
る
と
富
山
県
は
五
・

O
O倍
で
第
二
位
で
あ

る
。
第
一
位
は
岩
手
の
八
・
二
五
倍
だ
が
、
岩
手
の
昭
一
七
の
対
全
国
比
率
は

0
・
九
二
%
で
あ
り
、
昭
七
に
は
0
・
二
六
%
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か

ら
、
実
質
的
に
富
山
県
が
最
大
の
成
長
を
示
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
昭
一
七
の
各
府
県
の
対
全
国
比
率
の
大
き
さ
で
は
富
山
県
は
第
九
位
で
あ
り

第
一
位
な
い
し
第
八
位
は
東
京
、
大
阪
、
神
奈
川
、
兵
庫
、
福
岡
、
愛
知
、
北
海
道
、
静
岡
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
府
県
は
昭
七
に
も
一

O
位
以
内

で
あ
っ
た
が
富
山
県
は
第
一
九
位
で
あ
っ
た
。

第
四
節

地
域
別
現
住
人
口
、
職
業
人
口
の
変
動

人
口
の
地
域
別
変
動
を
考
察
す
る
と
第
1
図
か
ら
分
る
よ
う
に
各
地
域
の
人
口
が
一
斉
に
同
じ
方
向
に
変
動
し
た
の
は
第
1
期
の
人
口

増
加
期
だ
け
で
あ
司
令
第
2
期
以
降
は
常
に
人
口
増
加
地
域
と
人
口
減
少
地
域
が
存
在
す
る
。
第
1
期
に
は
各
地
域
が
一
斉
に
人
口
増
加

を
一
示
す
の
に
、
第
2
期
に
お
い
て
は
高
岡
と
富
山
の
み
が
人
口
が
増
加
し
、
他
の
地
域
は
減
少
す
る
。

（
た
だ
し
、
こ
こ
で
高
岡
、
富
山

と
い
う
の
は
当
時
は
ま
だ
両
市
に
編
入
さ
れ
て
い
な
い
が
昭
一
九
ま
で
に
編
入
さ
れ
る
地
域
を
含
ん
で
い
る
〉
。

第
一
次
大
戦
を
含
む
第

2
期
は
県
全
体
と
し
て
は
人
口
が
減
少
す
る
の
だ
が
、
実
際
は
高
岡
、
富
山
へ
の
人
口
集
中
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
第
3
期
は
県
全

体
と
し
て
人
口
増
加
期
だ
が
地
域
別
で
は
、
中
新
川
と
西
砺
波
で
人
口
減
少
が
生
じ
て
い
る
。
第
3
期
は
戦
争
期
の
次
の
期
で
あ
る
と
い

う
意
味
で
は
第
1
期
と
性
格
を
同
じ
く
す
る
の
だ
が
、
そ
の
地
域
的
人
口
変
動
の
型
が
異
る
の
は
第
3
期
に
は
近
代
的
工
場
が
飛
石
的
で

あ
っ
て
も
設
立
さ
れ
る
こ
と
か
ら
み
ら
れ
る
、
範
囲
を
広
げ
つ
つ
あ
る
工
業
化
の
た
め
で
あ
る
。
第
4
期
は
再
び
県
全
体
の
人
口
減
少
期

で
あ
る
が
、
地
域
別
で
は
再
び
高
岡
と
富
山
の
み
が
人
口
の
増
加
が
あ
り
、
他
地
域
で
は
減
少
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
5
期
の
県
全
体
の
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人
口
増
加
期
に
お
い
て
も
富
山
、
高
岡
お
よ
び
上
新
川
を
除
く
地
域
は
人
口
が
減
少
す
る
。
第
4
期
に
は
高
岡
と
富
山
と
い
う
富
山
県
の

経
済
集
中
地
域
の
経
済
成
長
が
県
全
体
の
人
口
減
少
を
坊
ぐ
程
に
大
き
く
は
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
第
5
期
に
は
十
分
に
大
き
く
な
っ
た

戦
請
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

二
七
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富
大
経
済
論
集

二
八

こ
と
、
特
に
富
山
の
経
済
成
長
が
大
き
く
、
経
済
集
中
地
域
が
上
新
川
に
も
拡
大
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
昭
二
バ

ー
一
九
の
期
間
で
は
婦
負
と
富
山
以
東
が
す
べ
て
人
口
増
加
を
記
録
し
、
い
わ
ゆ
る
呉
西
地
域
で
は
射
水
と
東
砺
波
が
ほ
ぼ
人
口
は
一
定

で
あ
る
の
を
除
い
て
他
の
地
域
は
す
べ
て
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
は
（
西
砺
波
と
、
氷
見
は
例
外
の
よ

う
に
み
え
る
が
〉
経
済
成
長
が
各
地
域
に
浸
透
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
各
地
域
の
人
口
変
動
が
ど
の
よ
う
な
職
業
人
口
の
構
成
変
動
を
伴
っ
て
い
た
か
を
次
に
考
察
し
よ
う
。
た
だ
し
、
各
地

域
の
人
口
統
計
に
つ
い
て
は
大
四
、
大
一
O
の
値
は
求
め
ら
れ
な
い
の
で
第
2
期
に
つ
い
て
は
分
析
を
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、
第
3
期
に

つ
い
て
は
大
二
二
と
昭
五
の
値
か
ら
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
人
口
統
計
に
つ
い
て
は
行
政
区
域
の
変
化
を
修
正
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
が
、
職
業
人
口
統
計
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
政
区
域
変
化
の
あ
っ
た
期
間
に
つ
い
て
は
適
当
な
考
慮
を
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

各
地
域
の
職
業
人
口
の
構
成
比
は
第
一
表
に
一
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ま
ず
明
四
二
の
状
態
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
始
め
る
と
次
の
よ

う
で
あ
る
。
第
一
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
富
山
と
高
岡
は
二
・
三
%
に
過
ぎ
ず
、
射
水
、
中
新
川
、
下
新
川
は
六
O
%
台
、
他
の
地
域
は

七
O
%
台
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
で
あ
る
。
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
富
山
が
一
九
・
五
%
、
高
岡
が
五

0
・
二
%
で
あ
り
他
の
地
域
は

一
O
%
に
満
た
な
い
。
第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
富
山
七
八
・
七
%
、
高
岡
四
六
・
九
%
で
あ
っ
て
、
他
の
地
域
で
は
射
水
、
氷
見
、

中
新
川
、
下
新
川
が
二
O
%
台
で
あ
っ
て
残
り
は
一
O
%
台
で
あ
る
。
以
上
の
事
実
か
ら
、
富
山
と
高
岡
が
そ
れ
ぞ
れ
経
済
の
中
心
地
と

な
っ
て
い
る
が
、
中
で
も
高
岡
は
第
二
次
産
業
に
つ
い
て
、
富
山
は
第
三
次
産
業
に
つ
い
て
発
達
L
た
地
域
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
ま
た
、

第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
の
高
さ
は
そ
の
地
域
が
ど
の
程
度
独
立
の
経
済
単
位
を
構
成
す
る
か
を
一
示
す
指
標
と
考
え
ら
れ
る
が
、
二
O
%

以
下
の
ウ
エ
イ
ト
し
か
持
た
な
い
地
域
は
一
応
独
立
性
を
持
た
な
い
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
基
準
に
よ
れ
ば
高
岡
、
射
水
、
東



砺
波
、

西
砺
波
が
一
つ
の
サ
l
ク
・
止
を
形
成
し
、

高
岡
以
外
の
地
域
は
第
三
次
産
業
機
能
を
高
岡
に
依
存
し
て
お
り
、

上
新
J l I. 

富
山
、

婦
負
も
一
つ
の
サ
ー
ク
ル
を
形
成
し
て
、
富
山
以
外
の
地
域
は
第
三
次
産
業
機
能
を
富
山
に
依
存
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
射
水
は
二

O
%
以
上
の
第
三
次
産
業
人
口
の
ウ
エ
イ
ト
を
持
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
時
点
の
射
水
に
は
伏
木
が
含
ま
れ
、
伏
木
は
高

岡
の
衛
星
港
で
あ
る
か
ら
、
射
水
の
ウ
エ
イ
ト
は
実
質
的
に
は
二

O
%
以
下
で
あ
る
。
）

ま
た
、
中
新
川
と
下
新
川
は
似
た
よ
う
な
第

次
産
業
人
口
の
ウ
エ
イ
ト
を
持
っ
て
い
る
が
、
後
に
の
ベ
る
理
由
に
よ
っ
て
両
地
域
は
一
つ
の
サ
ー
ク
ル
を
形
成
し
、
中
新
川
が
そ
の
中

心
で
あ
る
と
み
な
せ
よ
う
。
氷
見
は
約
二

O
%
の
第
三
次
産
業
ウ
エ
イ
ト
を
持
つ
、
た
だ
一
つ
の
郡
だ
け
で
構
成
す
る
サ
ー
ク
ル
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
以
上
の
よ
う
な
職
業
人
口
構
成
は
第
1
期
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
変
化
し
た
。
第
一
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
富
山
と
氷
見
を
除
い

て
す
べ
て
低
下
し
、
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
高
岡
、
西
砺
波
、
氷
見
、
下
新
川
を
除
い
て
す
べ
て
上
昇
し
、
第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ

ト
は
射
水
、
氷
見
、
富
山
を
除
い
て
す
べ
て
上
昇
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
高
岡
と
富
山
で
あ
る
。
高
岡
は

工
業
中
心
地
の
地
位
を
低
下
さ
せ
、
逆
に
富
山
は
工
業
中
心
地
と
し
て
の
地
位
を
高
め
る
傾
向
を
持
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
射
水
が
伏

木
を
中
心
と
し
て
工
業
人
口
の
増
加
が
み
ら
れ
、
し
か
も
第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
岡
の
工
業
的
発
展

は
射
水
ま
で
拡
大
す
る
傾
向
が
顕
著
と
な
り
、
そ
れ
だ
け
高
岡
の
第
三
次
産
業
機
能
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

ま
た
、
第
三
次
産
業
の
中
の
自
由
業
の
ウ
エ
イ
ト
の
変
化
を
み
る
と
高
岡
は
か
な
り
上
昇
す
る
が
、
射
水
、
東
砺
波
、
西
砺
波
は
ほ
と
ん

ど
不
変
か
、
あ
る
い
は
低
下
し
て
お
り
（
も
っ
と
も
射
水
は
わ
ず
か
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
が
、
伏
木
地
区
を
除
い
て
考
え
れ
ば
お
そ
ら
く

富
山
は
わ
ず
か
な
が
ら
上
昇
し
て
い
る
が
上
新
川
と
婦
負
は
ほ
と
ん
ど
不
変
か
あ
る
い
は
減
少
し
て
い
る
。
以
上
の

低
下
で
あ
ろ
う
）
、
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こ
と
か
ら
、
高
岡
サ
ー
ク
ル
で
は
工
業
の
分
散
化
が
認
め
ら
れ
は
す
る
が
高
岡
を
中
心
と
す
る
サ
ー
ク
ル
の
形
成
は
い
っ
そ
う
強
く
進
行

し
、
富
山
サ
ー
ク
ル
は
富
山
の
工
業
の
発
展
と
と
も
に
富
山
を
中
心
と
す
る
サ
ー
ク
ル
の
形
成
が
い
っ
そ
う
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

二
九
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富
大
経
済
論
集

。

る
。
ま
た
、
中
新
川
と
下
新
川
は
第
一
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
低
下
し
、
第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
上
昇
し
て
い
る
が
、
中
新
川
で
は

第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
上
昇
し
て
い
る
の
に
下
新
川
で
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
新
川
サ
ー
ク
ル
内
で
は
中
新
川
を
中
心
と

サ
ー
ク
ル
全
体
と
し
て
の
水
準
は
高
岡
サ
ー
ク
ル
、
富
山
サ
l
ク－
Y
に
比
す
れ
ば
低

す
る
サ
ー
ク
ル
の
形
成
が
進
ん
だ
と
み
ら
れ
る
が
、

い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
最
後
に
、
氷
見
は
第
一
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
の
上
昇
、
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
の
低
下
と
い
う
典
型
的
な
後

進
性
の
進
行
が
み
ら
れ
る
。
明
四
二
に
お
い
て
一
つ
の
サ
ー
ク
ル
を
形
成
す
る
も
の
と
考
え
た
が
第
1
期
は
一
つ
の
サ
ー
ク
ル
’
と
し
て
の

独
自
性
を
失
う
過
程
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
2
期
に
各
地
域
の
職
業
人
口
が
ど
の
よ
う
に
変
っ
た
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
第
3
期
に
つ
い
て
も
地
域
別
の
職
業
人

口
統
計
は
大
二
ニ
と
昭
五
に
つ
い
て
比
較
す
る
こ
と
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
大
三
と
大
二
ニ
の
調
査
方
法
が
か
な
り

違
う
の
で
両
年
を
比
較
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
第
2
期
中
の
人
口
は
高
岡
が
八
・
五
%
増
、
富
山
が
三
・
八
Mm
増
（
い
ず
れ

も
行
政
区
画
の
変
更
を
修
正
し
た
も
の
〉
で
他
は
人
口
減
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
後
に
述
べ
る
工
業
生
産
の
動
き
か
ら
、
ど
の
地
域
も
第

一
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
の
低
下
と
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
の
上
昇
が
あ
り
、
高
岡
と
富
山
で
は
第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
の
上
昇
（
他

の
地
域
で
は
低
下
）
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
仮
に
大
三
と
大
二
ニ
の
各
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
を
比
較
し
て
み
て
も
以
上

の
推
定
と
近
い
結
果
を
得
る
。
例
外
は
氷
見
と
婦
負
の
第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
、
中
新
川
と
下
新
川
で
は
第
一

次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
上
昇
し
、
さ
ら
に
中
新
川
で
は
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

例
外
の
大
部
分
は
大
九
以
降
大
二
ニ
に
い
た
る
第
2
期
と
は
異
っ
た
変
化
の
存
在
を
仮
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
第
3
期
の
傾
向
は
大
二
二
と
昭
五
を
比
較
し
て
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
ず
、
第
一
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
西
砺
波
を
除
い

て
低
下
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
第
1
表
に
み
る
よ
う
に
射
水
と
高
岡
は
上
昇
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
聞
に
生
じ
た
行
政
区
画
の
変
更
の



影
響
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
実
質
的
に
は
低
下
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
大
二
二
と
昭
五
の
聞
の
変
化
か

ら
第
3
期
全
体
の
傾
向
を
推
定
す
る
の
は
特
に
困
難
で
あ
る
が
各
地
域
と
も
ほ
ぼ
停
滞
的
か
低
下
の
傾
向
を
持
つ
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の

根
拠
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
県
全
体
で
み
て
第
3
期
は
低
下
し
て
い
る
（
た
だ
し
大
一

O
と
昭
五
の
比
較
に
よ
る
〉
が
、
各
地
域
に
つ

い
て
県
平
均
と
特
に
異
る
要
因
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
西
砺
波
を
例
外
と
し
て
各
地
域

と
も
上
昇
的
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
第
1
表
か
ら
は
射
水
と
高
岡
も
低
下
し
て
い
る
が
、
行
政
区
画
の
変
更
の
影
響
で
あ
る
。
ま
た
、
下
新

川
も
低
下
し
て
い
る
が
、
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
実
質
的
に
も
っ
と
低
い
も
の
と
み
ら
れ
、
第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
特
に
低
下

し
て
い
る
と
は
み
な
さ
な
い
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
第
3
期
に
お
け
る
人
口
変
動
の
特
徴
は
西
砺
波
と
中
新
川
に
お
い
て
人
口
減
少
が

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
西
砺
波
に
つ
い
て
は
、
上
述
す
る
こ
と
か
ら
分
る
よ
う
に
、
経
済
水
準
の
相
対
的
な
低
下
と
関
連
が
あ
る
。
し

か
し
中
新
川
に
つ
い
て
は
経
済
水
準
の
相
対
的
低
下
が
あ
る
と
は
推
定
で
き
な
い
。
ま
た
氷
見
や
下
新
川
に
お
い
て
経
済
水
準
の
相
対
的

低
下
が
な
い
と
い
い
切
る
こ
と
も
難
し
い
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
は
経
済
水
準
の
相
対
的
低
下
が
あ
っ
て
も
絶
対
水
準

が
低
い
た
め
に
人
口
の
移
動
性
の
低
い
こ
と
が
人
口
減
少
を
妨
げ
た
か
（
氷
見
や
下
新
川
）
、

昇
度
の
よ
り
高
い
隣
接
地
域
に
人
口
が
流
出
し
た
（
中
新
川
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
同
様
の
経
済
的
条
件
に
あ
っ

た
第
1
期
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
第
2
期
の
経
済
興
隆
期
を
経
て
富
山
県
経
済
が
質
的
に
変
っ
た
結
果
と
み
る
こ
と
も
で

経
済
水
準
の
相
対
的
上
昇
が
あ
る
が
、
上

き
ょ
う
。
さ
ら
に
、
中
新
川
に
つ
い
て
上
述
の
よ
う
に
推
定
す
れ
ば
、
中
新
川
サ
ー
ク
ル
は
サ
ー
ク
ル
と
し
て
の
独
立
性
を
失
い
つ
つ
あ

る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
4
期
に
な
る
と
高
岡
と
富
山
を
除
い
て
人
口
は
減
少
す
る
が
、
全
地
域
を
通
じ
て
第
一
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
低
下
（
氷
見
と
高
岡
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は
例
外
）
し
、
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
上
昇
（
高
岡
は
例
外
）
す
る
。
第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
に
つ
い
て
は
人
口
減
少
地
域
で
は

停
滞
な
い
し
低
下
的
だ
と
い
え
る
が
、
人
口
増
加
地
域
で
は
高
岡
が
大
き
く
上
昇
し
、
富
山
は
不
変
で
あ
る
。
第
4
期
に
は
高
岡
と
富
山

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）
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富
大
経
済
論
集

を
回
っ
て
射
水
あ
る
い
は
上
新
川
と
の
間
に
行
政
区
域
の
変
更
が
あ
る
の
で
ウ
エ
イ
ト
の
変
化
も
調
整
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
っ
て
、
高
岡
の
第
一
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
の
上
昇
と
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
の
低
下
は
明
ら
か
な
例
で
あ
る
。
高
岡
は
実
質
的
に
は

第
一
次
は
低
下
し
、
第
二
次
に
つ
い
て
は
不
変
か
、
あ
る
い
は
わ
ず
か
の
低
下
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
富
山
の
第
三
次
の
ウ
エ

イ
ト
は
実
質
的
に
は
上
昇
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
第
4
期
の
経
済
的
環
境
は
第
2
期
と
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
期
間

に
多
く
の
地
域
は
急
速
な
工
業
的
発
展
を
遂
げ
、
し
か
も
、
そ
の
程
度
は
高
岡
や
富
山
の
市
部
で
弱
く
、
西
砺
波
と
氷
見
を
例
外
と
し
て

こ
れ
ら
都
市
の
周
辺
地
域
で
は
強
い
と
い
う
現
象
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
西
砺
波
と
氷
見
を
除
く
周
辺
地
域
は
昭
一
一
の
工
業
人
口

の
ウ
エ
イ
ト
が
一

O
M以
上
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
第
4
期
中
の
第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
停
滞
的
な
い
し
低
下
的

で
あ
り
、
第
三
次
産
業
機
能
の
富
山
と
高
岡
へ
の
依
存
度
を
強
め
た
の
で
あ
る
。
西
砺
波
と
氷
見
で
は
昭
一
一
に
お
い
て
も
工
業
人
口
の

ウ
エ
イ
ト
は
一

O
%以
下
で
低
水
準
で
あ
り
、
第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
第
4
期
中
に
停
滞
な
い
し
低
下
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
両
地

域
は
第
4
期
中
に
経
済
的
遅
れ
が
い
っ
そ
う
目
立
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
特
に
氷
見
は
第
4
期
の
県
全
体
と
し
て
の
経
済
的
活
況
の
中
で

後
進
的
な
独
立
的
サ
ー
ク
ル
か
ら
高
岡
サ
ー
ク
ル
に
包
含
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
4
期
と
い
う
期
間

は
、
明
治
末
年
に
存
在
し
て
い
た
高
岡
サ
ー
ク
ル
、
氷
見
サ
l
ク
戸
、
富
山
サ
1
ク
戸
、
中
新
川
サ
ー
ク
ル
が
統
合
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

高
岡
サ
ー
ク
ル
と
富
山
サ
ー
ク
ル
の
二
つ
に
分
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
5
期
の
県
経
済
は
前
期
に
続
い
て
大
き
な
発
展
を
と
げ
、
そ
の
結
果
、
人
口
は
増
加
傾
向
に
転
じ
、
人
口
増
加
地
域
は
そ
れ
ま
で
の

市
部
地
域
か
ら
上
新
川
の
よ
う
な
郡
部
地
域
ま
で
拡
が
る
の
で
あ
っ
た
。
昭
一
一
と
昭
一
五
の
問
の
職
業
人
口
の
構
成
比
の
変
化
は
前
期

の
傾
向
を
い
っ
そ
う
強
め
た
形
で
あ
ら
わ
れ
、
高
岡
、
富
山
の
よ
う
な
市
部
に
お
い
て
も
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
、

工
業
人
口
の
ウ
エ

イ
ト
の
上
昇
と
第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
の
減
少
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
D

日
本
全
体
の
工
業
拡
張
が
非
商
業
的
べ

1
ス
の
上
で
富

山
県
に
集
中
さ
れ
て
き
た
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
期
間
に
は
西
砺
波
や
氷
見
の
い
わ
ば
辺
境
地
域
に



も
工
業
的
発
展
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
も
工
業
発
展
が
非
商
業
べ

l

ス
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
あ
ら
わ
れ
と
み
ら
れ
る
。
第
一
次
産
業
ウ
エ
イ
ト
は
昭
一
五
で
は
ど
の
地
域
で
も
大
体
減
少
傾
向
が
続
い

て
西
砺
波
と
氷
見
を
除
け
ば
七

O
%以
下
に
低
下
し
て
い
る
。
第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
第
5
期
中
に
停
滞
な
い
し
低
下
を
示
し
て
い

る
が
、
第
三
次
産
業
内
部
の
ガ
ス
・
電
気
、
金
融
、
交
通
、
自
由
業
な
ど
の
ウ
エ
イ
ト
は
こ
の
期
間
に
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
特
に
、
自
由
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
ど
の
地
域
も
大
き
な
格
差
を
持
た
な
い
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
第
三
次
産
業
内
部
の
近
代

化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
昭
一
五
と
昭
一
九
の
聞
の
職
業
人
口
の
構
成
比
の
変
化
は
西
砺
波
や
氷
見
の
工
業
人
口

ウ
エ
イ
ト
も
他
の
地
域
と
大
き
く
違
わ
な
い
程
に
高
ま
り
、

昭
一
九
に
は
一

O
%以
上
に
達
し
、

工
業
的
発
展
が
富
山
県
の
隅
ま
で
浸
透

し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
部
分
の
地
域
で
は
自
由
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
販
売
業
の
ウ
エ
イ
ト
を
超
え
る
程
に
高
く
な
・
っ
て
お

り
、
第
三
次
産
業
の
近
代
化
も
す
べ
て
の
地
域
に
浸
透
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
徴
候
は
、
富
山
県
経
済
の
高
度
化
と
近

代
化
、
近
代
工
業
の
地
域
経
済
へ
の
密
着
が
戦
争
経
済
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
と
い
う
興
味
あ
る
事
実
を
示
す
の
で
あ
る
。
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註

ω
現
住
人
口
の
変
動
を
示
す
第
1
図
の
郡
市
に
つ
い
て
は
次
の
考
慮
が
払
わ
れ
て
い
る
。
明
治
四
十
二
年
｜
｜
昭
一
九
に
お
い
て
郡
市
陶
の
行
政
区

画
の
変
更
は
高
岡
と
射
水
の
問
、
お
よ
び
富
山
と
婦
負
、
上
新
川
の
聞
に
み
ら
れ
る
が
、
昭
一
九
に
そ
れ
ぞ
れ
高
岡
、
射
水
、
富
山
、
上
新
川
、
婦

負
に
含
ま
れ
る
地
域
を
明
四
二
以
降
一
貫
し
て
そ
れ
ら
の
地
域
と
み
な
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
政
区
画
の
変
更
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
な
い
で

人
口
変
動
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
行
政
区
画
変
更
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
高
岡
市
勢
要
覧
一
九
六
四
お
よ
び
富

山
市
勢
要
覧
一
九
六
四
に
よ
る
）
。

o
射
水
郡
か
ら
高
岡
市
ヘ
編
入

大
六
・
五
掛
開
発
村
、
大
一
四
・
八
下
関
村
、
昭
三
・
六
横
田
村
、
西
条
村
、
昭
七
・
一

O
佐
野
村
の
一
部
、
昭
八
・
八
二
上
村
、
昭
一
七
・

四
伏
木
町
、
能
町
村
、
守
山
村
、
野
村
、
佐
野
村
、
二
塚
村
、
昭
一
七
・
一

O
新
湊
町

o
婦
負
郡
か
ら
富
山
市
へ
編
入

大
六
・
四
桜
谷
村
の
一
部
、
大
九
・
四
桜
谷
村
、
大
一
五
・
七
東
呉
羽
村
、
昭
一
五
・
九
神
明
村

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）
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富
大
経
済
論
集

四

。
上
新
川
郡
か
ら
富
山
市
へ
編
入

昭
一

0
・
四
奥
田
村
、
昭
二
了
四
山
室
村
の
一
部
（
清
水
、
館
出
、
西
公
文
名
、
石
金
、
中
市
、
長
江
、
西
長
江
）
、
昭
一
五
・
九
東
岩
瀬

町
、
新
庄
町
、
豊
田
村
、
広
田
村
、
大
広
田
村
、
浜
黒
崎
村
、
針
原
村
、
島
村
、
昭
一
七
・
五
堀
川
町
、
謄
川
村
、
太
田
村
、
山
室
村

ω
各
都
市
の
職
業
人
口
統
計
は
大
三
ま
で
は
毎
年
、
（
大
四
、
大
七
、
大
一

O
の
統
計
は
欠
け
て
い
る
）
、
大
二
二
以
降
は
隔
年
に
つ
い
て
県
統
計

書
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
昭
一
七
の
統
計
が
欠
け
て
い
る
の
は
県
全
体
の
職
業
統
計
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
職
業
分
類
に
つ
い
て
は
第

二
節
註

ωを
参
照
。

ω
後
に
第
四
表
と
第
五
表
に
つ
い
て
の
べ
る
よ
う
に
、
北
研
資
料
工
業
生
産
統
計
に
よ
る
明
四
二
に
お
け
る
工
業
生
産
額
の
対
県
比
率
は
中
新
川
が

下
新
川
の
約
二
倍
で
あ
り
、
人
口
一
人
当
り
工
業
生
産
水
準
は
中
新
川
が
下
新
川
の
倍
以
上
で
あ
り
、
農
業
生
産
水
準
も
中
新
川
の
方
が
高
い
と
推

定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
新
川
を
中
心
と
み
な
す
こ
と
が
適
当
で
あ
る
う
。

ω
後
に
第
三
表
に
関
連
し
て
述
べ
る
よ
う
に
第
二
期
の
富
山
の
実
質
工
業
生
産
は
北
研
資
料
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
負
の
成
長
率
を
示
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
富
山
の
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
第
二
期
中
低
下
し
た
と
み
る
方
が
適
当
か
も
し
れ
な
い
。
同
様
に
西
砺
波
の
工
業
生
産
の
成
長
率
も

正
で
は
あ
る
が
小
さ
い
の
で
第
二
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
停
滞
な
い
し
低
下
と
み
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

間
第
三
期
に
お
け
る
県
全
体
の
第
二
次
産
業
人
口
の
ウ
エ
イ
ト
の
低
下
が
工
業
生
産
の
低
下
を
意
味
し
て
い
な
い
よ
う
に
、
各
郡
市
の
第
二
次
産
業

人
口
の
ウ
エ
イ
ト
の
停
滞
な
い
し
低
下
は
工
業
生
産
の
増
加
と
矛
盾
は
し
な
い
。
県
全
体
に
つ
い
て
い
わ
れ
た
よ
う
に
近
代
的
工
業
が
孤
島
的
存
在

に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。

ω
下
新
川
の
昭
五
の
工
業
人
口
の
ウ
エ
イ
ト
は
第
一
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
大
二
ニ
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
絶
対
数
で
は
昭
五
の
工
業
人
口

は
玉
、

O
二
四
人
で
あ
っ
て
昭
三
の
四
、
三
五
四
人
よ
り
は
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
富
山
県
統
計
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
職
工
五
人
以
上
の
工

場
の
職
工
数
で
は
昭
三
が
七
七
七
人
で
昭
五
は
七
二
二
人
で
あ
り
、
昭
五
の
方
が
少
な
い
。
ま
た
、
後
に
の
ベ
る
北
研
資
料
に
よ
る
工
業
実
質
生
産

の
動
き
か
ら
し
て
も
昭
五
の
工
業
人
口
が
昭
三
よ
り
多
い
こ
と
に
は
疑
問
が
持
た
れ
る
。
実
質
的
に
は
昭
五
の
方
が
少
な
く
、
し
た
が
っ
て
昭
五
の

第
二
次
産
業
人
口
の
ウ
エ
イ
ト
は
も
っ
と
低
い
と
考
え
た
方
が
良
い
と
思
う
。

第
五
節

地
域
別
工
業
生
産
の
成
長

北
研
資
料
の
富
山
県
工
業
生
産
額
統
計
に
よ
っ
て
、
明
四
二
に
お
け
る
各
地
域
の
生
産
額
の
県
生
産
額
に
対
す
る
比
率
を
求
め
る
と
第



四
表
の
よ
う
で
あ
る
。
同
表
に
よ
れ
ば
富
山
と
吉
田
岡
が
そ
れ
ぞ
れ
二

0
・
九
%
と
一
七
・
八
M
を
占
め
て
お
り
、
東
砺
波
、
西
砺
波
、
射

水
、
中
新
川
が
ほ
ぼ
一
（
U
M
な
い
し
一
二
%
程
度
を
示
し
て
お
り
、
他
は
か
な
り
小
さ
い
構
成
比
で
し
か
な
い
。
す
で
に
職
業
人
口
統
計

に
も
と
ず
い
て
中
新
川
サ
ー
ク
ル
の
存
在
の
根
拠
を
推
定
し
、
同
サ
ー
ク
ル
の
中
心
と
し
て
中
新
川
を
予
想
し
た
が
、
そ
の
重
要
な
根
拠

の
一
つ
は
中
新
川
の
工
業
生
産
の
対
県
比
率
が
一

0
・
五
%
で
あ
る
の
に
下
新
川
は
五
・
二
%
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
以
上
か
ら
分

る
よ
う
に
、
明
治
末
に
は
高
岡
サ
ー
ク
ル
の
諸
地
域
は
一
般
的
に
工
業
生
産
の
進
ん
だ
地
域
で
あ
り
、
他
の
サ
ー
ク
ル
は
そ
の
中
心
地
域

で
の
み
工
業
の
発
達
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、
氷
見
は
工
業
的
に
も
遅
れ
た
ま
ま
で
一
つ
の
サ
ー
ク
ル
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
分

る。
各
地
域
の
工
業
の
内
部
構
造
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
第
五
表
の
工
業
生
産
額
構
成
比
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
同
表
か
ら
分
る
よ

う
に
、
高
岡
で
は
金
属
が
半
ば
近
い
ウ
エ
イ
ト
の
四
一
・
九
二
%
を
占
め
、
富
山
は
化
学
が
七
五
・
一
五
Mm
と
圧
倒
的
な
ウ
エ
イ
ト
を
示

し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
高
岡
の
金
属
の
う
ち
九
二
・
五
M
は
銅
器
生
産
に
よ
り
、
富
山
の
化
学
の
九
五
・
三
%
は
売
薬
の
生
産
に
よ
る

も
の
で
あ
つ
も
、
こ
れ
ら
両
地
域
が
、
明
治
末
に
県
工
業
の
中
心
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
実
際
は
伝
統
的
工
業
に
支
え
ら
れ
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
高
岡
サ
l
ク
戸
の
諸
地
域
で
は
紡
織
の
ウ
エ
イ
ト
が
射
水
の
五
九
・
九
九
%
、
東
砺
波
の
七
七
・
二
O
M
、
西
砺
波
の
六
九
・

四
八
%
と
い
う
よ
う
に
高
い
。
富
山
サ
ー
ク
ル
を
み
る
と
婦
負
で
は
化
学
が
四
一
・
一
二
%
で
最
高
、
上
新
川
で
は
食
料
が
四

0
・
七
四

M
で
最
高
と
い
う
よ
う
に
特
に
共
通
の
業
種
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
中
新
川
サ
ー
ク
ル
で
も
、
中
新
川
は
紡
織
と
化

学
が
ほ
ぼ
同
じ
四
O
%
近
く
の
ウ
エ
イ
ト
を
一
示
し
、
下
新
川
は
食
料
の
紡
織
が
ほ
ぼ
同
じ
三
O
M
強
の
ウ
エ
イ
ト
を
示
し
て
い
る
と
い
う

よ
う
に
ウ
エ
イ
ト
の
高
い
業
種
に
共
通
性
は
み
ら
れ
な
い
。
氷
見
に
い
た
っ
て
は
第
五
表
に
は
一
示
さ
れ
て
い
な
い
が
「
そ
の
他
工
業
」
で
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ま
と
め
ら
れ
る
伝
統
的
内
職
的
作
業
に
よ
る
工
業
品
が
四
七
・
五
八
%
と
最
高
の
ウ
エ
イ
ト
を
一
示
す
の
で
あ
る
口
以
上
の
こ
と
か
ら
、
高

岡
サ
ー
ク
ル
で
は
高
岡
以
外
の
地
域
で
も
紡
織
工
業
が
発
達
し
て
い
る
こ
と
が
一
般
的
に
工
業
生
産
の
対
県
比
率
の
高
い
原
因
で
あ
り
、

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

五
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郡市別実質工業生産額（1)
（北研資料 富山県工業生産額統計による）

第3図
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戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

七

第3図 郡市別実質工業生産額（2)
（北研資料・富山県工業生産額統計による）

（注） 工業地区がSlO、s12、S15に上新川から富
山へ編入されていることに注意。

， ， 

，
 
，p
’
 
，
 
，，．
 
，
 
’
 

千円
札 oog

~，，、ー
，ー‘ー－’‘, ~ .... ．， ，ー、．‘・F， ， 

－・・‘・4， 
〆， ， 

富山 E

~ ~ ,,./-
，，， 

，J

M

 

一研一不一ヘ
ベ
v
 

f
 ，

 

l
υ
r
l
l
 

J
 

L
V
 、

L
 

A
 

3 

2 

千円
1,000 
9 
8 

7 

千円
500 

M T T 
42 1 3 

s 
6 

s 
12 

s 
16 

T 
9 

s 
1 



-184-

富
大
経
済
論
集

（北研資料：全工場）

期 別 ｜同射水利｜ 高岡i悶東赫砺波｜町西醐砺波l畑氷畑見｜ 婦鮪負l周富劇山｜同朗朗即j川川11！同同l同同中噺新j川川，，，同｜片下
1. TM~~ 15.5 -21.9 4.6 -17.7 -2.1 -17.6 48.1 - 2.5 21.7 - 2.9 6.6 
2. TT9~ 97.7 18.8 66.8 7.6 25.1 42.6 -8 8 157.4 18.1 90.1 31.8 

3. ST 6~ 125.1 183.6 100.2 49.6 99.8 409.6 127.8 341. 7 206.5 67.9 163.4 

4. SJ2~ 170.6 31. 3 116.5 29.6 -8.3 69.6 63.2 239.4 -49.4 158.9 81. l 
5. s 16~ 40.9 55.2 -12.5 10.5 21. 3 18.3 327.7 -39.6 65.4 109.8 68.6 
Sl 

註（1)s 6～s 12の聞の行政区画の変更を修正すると第4期（S 12/S6）の成長率
のうち，富山は－15.3，上新川は391.0と推定される。
(2) s 12～s 16の聞の行政区画の変更を修正すると第5期 cs16/ s 12) 
率のうち，富山は204.0，上新川は86.0と推定される。
(3) T 9～s 6の聞の行政区画の変更を修正すると第3期の射水の成長率は県平
均以上，高岡のそれは県平均以下と推定される。

の成長

実質工業生産額期別成長率（%）第三表

工業生産額および農業生産額の対県比率（%）

l年 l射水｜高岡11@]I g@J I 氷見｜婦負｜富山 1nr1m~1Ii~1 県

工生業産額

M42 9.9 17.8 11. 3 12.2 2.6 7.0 20.9 2.6 10.5 5.2 100.0 
T 3 10.7 13.0 11.1 9.4 2.4 5.4 29.0 2.4 11.9 4.7 100.0 
T 9 16.1 11. 8 14.0 7.7 2.3 5.9 20.1 4.7 10.7 、6.8100.0 
s 6 14.3 13.1 11.1 4.5 1. 8 11. 8 12.9 4.5 100.0 
s 12 21. 4 9.5 13.3 3.2 0.9 11. l 15. 15. 2 3.6 6.5 100.0 
s 16 17.9 8.8 7.0 2.1 0.7 7.8 38. 5.6 3.6 8.0 100.0i 

生農業産額

T 2 13.4 16.1 16.4 6.2 10.7 0.2 12.0 11. 9 13.1 100.0 
T 3 11. l 16.1 17.3 8.2 9.6 0.3 10.7 11. 9 14.7 100.0 
T 9 12.4 0.3 15.3 15.9 5.4 10.8 0.3 12.6 13.2 13.7 100.0[ 
s 6 11.1 1. 3 15.2 15.5 5.4 11.2 1. 1 12.1 13.0 14.2 100.0 
s 12 10.7 1. 5 14.8 16.9 5.7 10.8 1. 2 11.6 12.8 14.0 100.0 
s 16 11. 8 1. 7 14.6 16.2 5.8 11.4 4.7 8.2 11. 9 13.6 100.0 

実農生産質業額

M42 12.2 6.1 14.5 14.9 5.0 9.5 7.2 10.4 100.0 
T 3 11.0 4.7 14.3 14.5 6.1 8.1 10.6 7.7 11.9 11. l 100.0 
T 9 14.0 5.0 14.8 12.4 4.1 8.8 8.4 9.4 12.2 10.9 100.0 
s 6 13.2 9.3 12.4 8.1 3.0 11.6 12.5 9.4 12.9 7.6 100.0 
s 12 18.8 7.6 13.6 6.5 11.8 14.4 5.9 8.3 100.0 
s 16 16.9 7.6 8.2 4.4 1. 5 8. 4 33.2 6.0 4.9 8.9 100.0 

第四表

八

註（1）実質農工業生産額のM42はM42の実質工業生産額とT2の実質農業生産額の
和の対県比率。
(2) s 6～s 12の行政区画の変更を修正するとs12の工業生産額の比率のうち富
山は8.5，上新川は 22.0と推定され．実質農工業生産額の比率のうち富山は
6.7，上新川は19.5と推定される。
(3) s 12～S 16の行政区画の変更を修正すると s16の工業生産額の比率のうち
富山は27.5，上新川は16.8と推定され．実質農工生産額の比率のうち富山は
23.8，上新川は15.4と推定される。
(4) T9～S6の聞の行政区画の変更を修正するとs6の工業生産額の対県比率で
射水はT9より大きく，高岡はT9より小さいと推定される。



逆
に
富
山
サ
ー
ク
ル
の
富
山
以
外
の
地
域
で
は
化
学
（
実
質
的
に
は
売
薬
）
に
比
べ
て
紡
織
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
工
業
水
準
を

相
対
的
に
低
い
も
の
に
し
て
お
り
、
中
新
川
サ
ー
ク
ル
で
は
中
新
川
が
呉
東
地
区
の
共
通
特
色
と
も
み
ら
れ
る
化
学
（
実
質
は
売
薬
）
の

発
達
と
紡
織
の
発
達
を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
工
業
水
準
を
相
対
的
に
高
く
さ
せ
、
下
新
川
で
は
売
薬
の
発
達
の
な
い
こ
と
が
そ
の

工
業
水
準
を
相
対
的
に
低
め
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
氷
見
に
い
た
っ
て
は
内
職
的
工
業
が
主
体
で
あ
る
こ
と
が
工
業
的
最
低
水
準
を
生
み

出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
近
代
工
業
は
近
代
的
紡
織
業
の
発
達
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
は
い
う
を
ま
た
な
い
こ
と
だ
が
、
明
治
末
で
は
高
岡
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(1) 

i年｜食料｜紡織｜佑学｜金属｜品械
富
M42 0.1325 0.3932 0.2695 0.0828 
T 3 0. 1267 0.3239 0.3512 0.0529 0.0088 

山
T 9 0.1286 0.3424 0.2990 0.0475 0.0160 
s 6 0.1023 0.2710 0.4069 0.0534 0.0200 

県
s 12 0.0450 0.4780 0.2530 0.1080 0.0467 
s 16 0.0260 0.1892 0. 2411 0.1950 0.2933 

射
M42 0.0864 0.5999 0.1465 0.0192 
T 3 0.0822 0.4098 0.2917 0.0088 0.0074 
T 9 0.0636 0.3145 0.3835 0.0578 0.0128 
s 6 0.0435 0.0097 0.7325 0.0564 0.0309 

水
s 12 0.0084 0.3044 0.4278 0.2085 0.0174 
s 16 0.0092 0.0983 0.2644 0.5205 0.0672 

高
M42 0.0469 0.3560 0.0753 0.4192 
T 3 0.0663 0.5161 0.0361 0.2849 0.0059 
T 9 0.1291 0.2965 0.0533 0.2868 0.0386 
s 6 0.0559 0.3926 0.0541 0.2953 0.0083 

岡
s 12 0.0362 0.4949 0.0810 0.2328 0.0389 
s 16 0.0285 0.0929 0.2670 0.4468 0.0813 

東
M42 0.1354 0.7720 0.0498 0.0001 
T 3 0.1435 0.6887 0.0777 0.0002 0.0032 

砺
T 9 0.1264 0.7503 0.0517 0.0005 0.0024 
s 6 0.1406 g.6732 0.0535 0. 0015 0.0070 

波
s 12 0.0574 .8748 0.0175 0.0007 0.0042 
s 16 0.0587 0.8360 0.0106 0.0004 0.0107 

西
0.6948 0.0134 

T 3 0.1742 0.6220 0.0172 0. 0103 

砺
T 9 0.1705 0.5831 0.0207 0.0009 0.0097 
s 6 0.2124 0.3975 0.0843 0.0042 0.0148 

波
S12 0.1244 0.5379 0.0732 0.0037 0.0074 
s 16 0. 1211 0.5548 0.0069 0.0017 0.0312 

氷
M42 0.3736 0.0066 0.0135 0.0528 
T 3 0.4146 0.0033 0.0149 0.0626 0.0026 
T 9 0.2973 0.0800 0.0349 0.0659 0.0052 
s 6 0.3967 0.0429 0.0487 0.0358 0.0492 

見
s 12 0.2719 0.0596 0.0435 0.0496 0.0300 
s 16 0.1974 0.0314 0.0204 0.0490 0. 1082 

婦
乱142 0.2124 0.3348 0. 4112 0.0006 
T 3 0.2248 0.2202 0.4892 0.0033 0.0023 
T 9 0.1796 0.3213 0.3851 0.0009 0. 0011 
s 6 0.0606 0.2999 0.6003 0.00侃 0.0016 

負
s 12 0.0293 0.6246 0.3276 0.0003 0.0006 
s 16 0. 0311 0.2547 0.4628 0.0001 0.2316 

工業生産額構成比

（北研資料：全工場〉
第五表

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

九
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(2) 

｜年！食料［紡織｜佑学｜金属｜品械

富
M42 0.0634 0.0649 0.7515 0.0191 
T 3 0.0575 0.0386 0.7644 0.0368 0.0205 
T 9 0.1026 0.1515 0.5984 0.0124 0.0159 
s 6 0.1216 0.1575 0.5217 0.0156 0.0177 

山
s 12 0.0749 0.1912 0.3916 0.0269 0.2320 
s 16 0.0156 0.0557 0.1452 0.1606 0.5942 

上
長'.142 0.4074 0.1778 0.2703 
T 3 0.3920 0.1669 0.2727 0.0侃5 0.0068 

新
T 9 0.2055 0.4813 0.1161 0.0005 0.0607 
s 6 0.0837 0.4273 0.2619 0.0301 0.0852 

J 11 
s 12 0.0177 0.5876 0.1295 0.2323 0.0125 
s 16 0.0105 0.5815 0. 3114 0.0002 0.0787 

中
M42 0.1375 0.3781 0.3834 
T3  0.1128 0.3423 0. 4119 0.0008 0.0027 

新
T 9 0.0943 0.1303 0.5988 0.0012 0.0077 
s 6 0.0590 0.1160 0.7297 0.0008 0.0047 

J 11 
s 12 0.0828 0.1628 0.5785 0.0012 0.0057 
s 16 0.0434 0.0932 0.5607 0.0004 0.1683 

下
M42 0.3410 0.3255 0.0179 0.0168 
T 3 0.3286 0.2140 0.0207 0.0274 0.0079 

新
T 9 0.2160 0.2819 0.1326 0.0013 0 .. 0192 
s 6 0.2934 0.2612 0.1080 0.0046 0.0292 

J 11 
s 12 0.0818 0.5869 0.1847 0.0136 0.0092 
s 16 0.0416 0.2041 0.4989 0.0008 0.1664 I 

四。

註 特機械のT3の欄はT4の値，
(1) T 9～s 6の聞の行政区画の変更を修正するとs6 
の射水の紡織の構成比は20%程度，高岡のそれは20%

未満と推定される。

(2) s 6～s 12の行政区画の変更を修正するとs12の富
山の構成比は食料（0.1357), 紡織（0.1433), イじ学

(0.4994），金属（0.0485），機械（0.0229）と推定さ

れ，上新川では食料（0.0123) 紡織（0.4836），他学

(0.1692），金属（0.1605），機械（0.1605）と推定さ

れる。

(3) s 12～s 16の行政区画の変更を修正するとs16の富
山の構成出は食料（0.0220), 紡織（0.0785), イじ学

(0.1795），金属（0.0930），機械（0.5909）と推定さ

れ，上新川は食料（O.0035), 紡織（0.1921), イ乙学

(0.1442），金属（0.2181），機械（0.4292）と推定さ

れる。

サ
ー
ク
ル
は
近
代
的
工
業
の
波
に
よ
っ
て
す
で
に
洗
わ
れ
始
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
他
の
地
域
で
は
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
こ
と

が
分
る
の
で
あ
か
。

工業生産額構成比

（北研資料：全工場〉

第五表第
1
期
（
明
四
二
！
大
一
二
〉
に
お
け
る
各
地
域
の
実
質
工
業
生
産
の
成
長
の
状
態
は
第
3
図
と
第
三
表
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
県
全

体
で
は
六
・
六
%
の
成
長
で
あ
る
の
に
、
射
水
、
東
砺
波
、
富
山
、
中
新
川
を
除
く
と
す
べ
て
生
産
減
少
で
あ
る
。
ま
た
、
第
五
表
か
ら

八
ず
る
よ
う
に
射
水
、
東
砺
波
の
紡
織
の
ウ
エ
イ
ト
也
珂

E
二
！
大
三
で
は
低
下
し
、
宮
山
、
中
新
川
の
化
学
〈
実
質
は
売
薬
）
の
ウ
ェ
イ



ト
が
土
昇
し
て
い
る
。
県
全
体
と
し
て
も
紡
織
の
ウ
エ
イ
ト
の
低
下
と
化
学
（
実
質
は
売
薬
〉
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
（
す
で
に
の
ベ
た
よ

工
業
統
計
の
職
工
5
人
以
上
工
場
に
つ
い
て
の
生
産
額
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
）
。

う
に
、

す
な
わ
ち
、
第
1
期
の
県
全
体
と

し
て
の
化
学
（
実
質
的
に
売
薬
）
の
伸
長
は
地
域
的
に
は
富
山
と
中
新
川
の
工
業
成
長
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
婦
負
や
上
新
川
で
も
、
売

薬
の
伸
長
の
た
め
に
工
業
生
産
の
弱
い
低
下
に
終
っ
た
と
い
え
る
。
婦
負
が
富
山
サ
ー
ク
ル
で
は
減
少
程
度
が
大
き
い
の
は
紡
織
の
ウ
エ

イ
ト
が
大
き
い
か
ら
で
あ
り
、
下
新
川
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
減
少
を
示
す
の
は
同
様
の
理
由
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
高
岡
サ
ー
ク
ル
の

諸
地
域
で
は
そ
の
変
化
に
統
一
性
が
み
ら
れ
な
い
。
高
岡
で
は
伝
統
的
な
金
属
（
実
質
的
に
は
銅
器
）
の
停
滞
が
あ
る
と
と
も
に
大
こ
か

ら
新
た
に
製
綿
や
染
物
が
登
場
し
、
射
水
で
は
紡
織
の
停
滞
と
並
ん
で
新
し
く
製
造
肥
料
が
大
二
か
ら
登
場
す
る
と
い
う
動
き
が
あ
り
、

ま
た
、
西
砺
波
は
紡
織
の
停
滞
の
打
撃
を
受
け
て
他
に
補
う
も
の
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
東
砺
波
は
絹
織
物
で
は
成
長
が
あ
っ
た
た
め
に

紡
織
主
体
で
は
打
撃
を
受
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
西
砺
波
を
除
く
高
岡
サ
ー
ク
ル
の
諸
地
域
は
新
業
種
の
勃
興
が
従
来
業
種
と

交
替
を
始
め
た
の
で
あ
っ
て
、
高
岡
サ
1
ク
戸
は
、
全
体
と
し
て
は
停
滞
的
な
の
だ
が
、
新
業
種
の
拾
頭
と
い
う
点
で
先
進
性
の
特
色
を

（
高
岡
の
製
綿
や
染
物
は
統
計
上
新
し
く
あ
ら
わ
れ
る
の
で
以
前
に
生
産
が
な
か
っ
た
わ
け
で
な
い
。
例
え
ば
明
治
四
一

年
に
高
岡
捺
染
同
業
組
合
が
生
れ
て
い
る
。
〉

示
し
て
い
る
。

第
一
次
大
戦
を
含
む
第
2
期
（
大
三
！
大
九
）
は
富
山
県
工
業
の
最
初
の
強
い
上
昇
期
で
あ
り
、
実
質
工
業
生
産
は
第
三
表
に
一
示
す
よ

う
に
こ
の
期
間
に
＝
二
・
八

M
の
成
長
を
一
示
す
が
、
地
域
別
で
は
射
水
、
東
砺
波
、
上
新
川
、
下
新
川
が
極
め
て
高
い
成
長
を
示
し
て
い

る
。
特
に
、
富
山
で
は
生
産
減
が
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
第
五
表
の
構
成
比
の
変
化
か
ら
分
る
よ
う
に
射
水
の
急
成
長
を
担
っ
た
の
は

化
学
で
あ
り
、
東
砺
波
の
場
合
は
紡
織
、
上
新
川
で
も
紡
織
、
下
新
川
で
は
化
学
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
成
長
業
種
は
東
砺
波
の
紡

-187-

織
を
除
く
と
い
ず
れ
も
第
一
次
大
戦
の
経
済
状
勢
を
背
景
に
し
て
新
し
く
設
立
さ
れ
た
工
場
に
よ
る
生
産
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

る
。
射
水
の
化
学
は
伏
木
工
業
地
帯
の
新
工
場
で
新
し
く
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
肥
料
、

工
業
薬
品
、
炭
化
石
灰
、
バ
ル
プ
が
主
体

戦
制
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

：四
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四

を
な
し
、
上
新
川
の
紡
織
は
麻
糸
紡
、
下
新
川
の
化
学
は
炭
化
石
灰
が
主
体
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
こ
の
期
間
に
新
し
く
登
場
す

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
東
砺
波
は
こ
の
期
聞
に
絹
織
物
の
中
心
地
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
の
で
あ
る
（
大
三
に
お
け
る
県
全
体
の
絹

織
物
の
四
二
・
七
%
は
中
新
川
で
生
産
さ
れ
、
東
砺
波
は
三
九
・
三
%
を
生
産
し
て
い
た
が
、
大
九
で
は
東
砺
波
が
五
四
・
三
%
を
生
産

し
て
い
る
〉
。

一
方
、
伝
統
的
工
業
の
枠
内
に
あ
る
地
域
は
富
山
の
売
薬
に
代
表
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
停
滞
性
が
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
特
に
こ
の
期
聞
に
伝
統
工
業
の
中
心
で
あ
る
富
山
と
高
岡
の
両
市
部
の
工
業
が
揃
っ
て
停
滞
的
で
あ
る
の
は
富
山
県
工
業
が
決
定
的

に
近
代
化
の
途
を
辿
り
始
め
た
こ
と
を
一
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
両
市
が
工
業
都
市
機
能
よ
り
は
第
三
次
産
業
機
能
の
中
心
地
に
転
化

す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
3
期
（
大
九

l
昭
六
〉
の
県
の
工
業
成
長
は
一
五
・
四

M
に
上
る
が
年
率
で
は
八
・
八
%
で
あ
り
、
そ
れ
は
第
2
期
の
年
率
四
・
七

Mm
よ
り
高
い
も
の
で
あ
る
。
第
三
表
か
ら
分
る
よ
う
に
、
県
平
均
よ
り
高
い
成
長
率
を
持
ち
、
し
た
が
っ
て
、
県
の
工
業
成
長
を
担
っ
た

の
は
高
岡
、
婦
負
、
上
新
川
、
中
新
川
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
高
岡
の
成
長
率
が
高
い
の
は
行
政
区
画
の
変
更
に
よ
っ
て
綿
紡
、
綿
織
物

の
生
産
地
域
が
射
水
か
ら
高
岡
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
質
的
に
は
県
平
均
以
下
の
成
長
率
と
推
定
さ
れ
、
射
水

が
県
平
均
以
上
の
成
長
率
を
持
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
地
域
の
成
長
率
が
高
い
の
は
前
期
と
同
様
に
近
代
工
場
の
登
場

に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
前
期
と
の
相
違
は
新
し
い
近
代
工
場
の
業
種
が
多
様
化
す
る
と
と
も
に
発
展
地
域
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
岡
サ
l
ク

ル
か
ら
富
山
サ
ー
ク
ル
に
傾
い
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
岡
サ
ー
ク
ル
で
は
実
質
的
に
射
水
の
み
が
高
い
成
長
地
域
で
あ
っ

て
そ
の
成
長
を
主
と
し
て
担
っ
た
の
は
前
期
と
同
じ
化
学
（
中
で
も
工
業
薬
品
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
富
山
サ
ー
ク
ル
の
上
新
川
で
は

新
工
場
の
設
立
に
よ
っ
て
機
械
、
化
学
が
大
き
な
成
長
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
紡
織
も
麻
関
係
が
新
工
場
の
設
立
で
か
な
り
の
成
長
を
み

せ
る
の
で
あ
り
、
婦
負
の
成
長
は
化
学
と
紡
織
の
新
工
場
設
立
が
そ
の
主
体
で
あ
る
。
右
の
諸
業
種
の
う
ち
で
、
機
械
は
第
3
期
に
始
め

て
本
格
的
に
登
場
す
る
も
の
で
あ
り
（
昭
三
の
上
新
川
の
不
二
越
鋼
材
工
業
の
設
立
）
、

化
学
は
も
は
や
売
薬
で
な
く
工
業
薬
品
、
製
造



肥
料
（
昭
二
一
の
婦
負
の
大
日
本
人
造
肥
料
富
山
工
場
の
操
業
開
始
）
で
あ
り
、
紡
織
も
近
代
的
綿
紡
（
昭
五
の
婦
負
の
呉
羽
紡
績
呉
羽
工

場
の
設
立
〉
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
地
域
で
例
外
は
中
新
川
で
あ
る
。
中
新
川
の
高
い
成
長
は

化
学
に
よ
る
の
だ
が
そ
の
中
味
は
売
薬
の
急
成
長
で
あ
っ
て
そ
の
昭
六
の
生
産
は
富
山
と
比
肩
す
る
ま
で
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
か
。
売
薬

は
第
1
期
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
戦
争
に
続
く
経
済
沈
滞
期
に
成
長
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
第
一
次
大
戦
に
続
く
第
3
期
に
も
か
な
り

の
成
長
が
み
ら
れ
、
し
か
も
、
第
3
期
に
お
い
て
は
従
来
の
中
心
地
の
富
山
よ
り
は
中
新
川
で
成
長
が
著
し
い
。
こ
の
こ
と
は
富
山
が
工

業
中
心
地
よ
り
は
第
三
次
産
業
中
心
地
に
転
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
と
中
新
川
が
こ
の
期
間
に
お
い
て
も
伝
統
工
業
の
一
つ
の
中
心
地
で
あ

り
、
中
新
川
サ
ー
ク
ル
の
中
心
地
域
と
想
定
さ
れ
得
る
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
一
示
す
の
で
あ
る
。

第
4
期
（
昭
六
i
昭
一
二
）
の
実
質
工
業
生
産
額
は
県
全
体
と
し
て
は
八
一
・
一
%
増
で
あ
り
、
年
率
で
は
一

0
・
四
Mm
で
あ
っ
て
第

3
期
よ
り
は
さ
ら
に
高
ま
ヮ
て
い
る
。
こ
の
期
間
に
お
い
て
も
成
長
地
域
は
新
企
業
の
立
地
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
が
、
第
三
表
か
ら
分
る

よ
う
に
、
射
水
、
上
新
川
と
い
う
第
3
期
に
お
い
て
も
成
長
地
域
で
あ
る
地
域
と
東
砺
波
、
下
新
川
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
地
域

で
も
上
新
川
は
最
高
の
成
長
率
で
二
三
九
・
四
%
に
達
す
る
が
、
こ
の
期
間
の
行
政
区
画
の
変
更
に
よ
る
影
響
を
修
正
す
る
と
三
九
一
・

O
%
の
成
長
率
と
い
う
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
修
正
済
の
成
長
率
の
内
容
を
み
る
と
化
学
が
三
一
六
・
五
%
、
紡
織
が
五
五
五
・

O
M
、
機
械
が
八
二
四
・
O
M
の
成
長
率
と
い
う
驚
ろ
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
射
水
の
一
七

0
・
六
%
と
い
う
成
長
率
の
内
容
も

紡
織
が
八
、
五
二

0
・
三
%
の
成
長
、
金
属
が
一
、
O
O
一
・
O
M
の
成
長
と
い
う
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
東
砺
波
の
一
一
六

・
五
%
の
成
長
は
紡
織
の
一
一
八
・
四
M
の
成
長
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
下
新
川
の
一
五
八
・
九
弱
の
成
長
は
紡
織
の
四
八
一
・
七
%
、
化
学
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の
六
六
四
・
九
Mm
の
成
長
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
戦
前
に
お
け
る
主
た
る
新
企
業
の
設
立
は
二
、
三
の
例
外
を
除
い
て
第
4
期
末
ま
で
に

終
る
の
で
あ
る
が
、
第
4
期
は
設
立
数
が
最
も
多
い
期
間
で
あ
り
、
以
上
の
諸
地
域
が
そ
の
立
地
の
主
た
る
地
域
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
司

第
4
期
は
純
戦
時
体
制
に
は
い
る
直
前
の
時
期
で
あ
る
わ
け
だ
が
第
1
期
か
ら
第
4
期
に
い
た
る
ま
で
の
県
の
工
業
構
造
の
変
化
を
通

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

四
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四：
四i

観
し
て
み
る
と
、
業
種
別
ウ
エ
イ
ト
と
地
域
別
ウ
エ
イ
ト
に
お
い
て
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
第
五
表
に
一
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
業
種

別
ウ
エ
イ
ト
で
は
、
紡
織
は
明
四
二
の
三
九
・
三
二
%
か
ら
昭
六
の
二
七
・
一
O
%
ま
で
低
下
し
て
昭
一
二
に
は
四
七
・
八
O
M
へ
上
昇

し
、
化
学
は
明
四
二
の
二
六
・
九
五
%
か
ら
昭
六
の
四

0
・
六
九
%
ヘ
上
昇
し
て
昭
一
二
に
二
五
・
三
O
%
へ
低
下
し
、
金
属
は
初
期
の

八
・
二
八
%
か
ら
大
九
の
四
・
七
五
%
ヘ
低
下
し
昭
一
二
に
は
一

0
・
八
O
%
ヘ
上
昇
し
、
機
械
は
明
四
こ
に
は
零
で
あ
る
の
が
昭
二
一

に
は
四
・
六
七
%
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
伝
統
的
製
品
と
近
代
的
製
品
の
交
替
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
紡
織

で
は
絹
織
物
は
明
四
二
に
二
六
・
六
M
を
占
め
て
い
た
の
が
大
九
に
は
三
四
・
一
一
%
を
占
め
、
昭
一
こ
に
は
二
一
・
一
%
に
低
下
し
て
い

る
の
に
綿
紡
は
明
四
二
に
一
四
・
O
%
を
占
め
る
の
が
昭
一
こ
に
は
四
八
・
六
M
m
と
実
に
約
半
ば
に
達
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
化
学
で
は

売
薬
が
明
四
二
に
九
五
・
二
%
を
占
め
て
い
る
の
が
昭
二
一
に
は
二
八
・
七
%
に
低
下
し
、
明
四
二
に
は
製
品
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い

な
い
人
造
肥
料
、
工
業
薬
品
、
炭
化
石
灰
、
パ
ル
プ
、
洋
紙
、
電
極
な
ど
が
昭
二
一
に
は
合
わ
せ
て
六
九
・
二
M
に
達
し
て
お
り
、
金
属

で
は
銅
器
が
明
四
二
に
八
三
・
七
%
を
占
め
て
い
る
の
が
昭
一
こ
に
は
一
八
・
八
M
に
低
下
し
、
金
属
精
錬
は
大
九
か
ら
統
計
に
あ
ら
わ

れ
て
昭
一
こ
に
は
七
四
・
五
%
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
機
械
で
は
工
具
の
成
長
が
目
ざ
ま
し
く
、
大
九
に
は
一
一
了
四
%
で
あ
る
の
が

昭
一
こ
に
は
三
七
・
二
%
を
占
め
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
四
表
に
み
る
よ
う
に
地
域
別
ウ
エ
イ
ト
で
は
高
岡
サ
ー
ク
ル
で
み
る
と
射
水
が
明
四
二
の
九
・
九
%
か
ら
昭
二
一
の
一
二
・

四
%
に
上
昇
し
、
高
岡
は
一
七
・
八
%
か
ら
九
・
五
%
へ
低
下
、
東
砺
波
は
一
一
・
三
%
か
ら
一
三
・
三
M
へ
と
ほ
ぼ
不
変
、
西
砺
波
は

一
二
・
二
%
か
ら
三
・
二
%
ヘ
低
下
す
る
。
射
水
の
昭
二
一
は
も
し
行
政
区
画
の
変
更
が
な
け
れ
ば
二
三
%
程
度
で
あ
り
、
逆
に
、
高
岡

は
八
%
程
度
と
推
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
第
五
表
に
み
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
諸
地
域
の
う
ち
で
射
水
は
最
も
工
業
構
造
の
変
化
の
激
し

か
っ
た
地
域
で
あ
り
、
紡
織
は
明
四
二
に
五
九
・
九
九
%
の
ウ
エ
イ
ト
が
昭
一
こ
に
は
三

0
・
四
四
M
に
低
下
し
、
化
学
は
一
四
・
六
五

M
W
が
四
二
・
七
八
%
へ
、
金
属
は
一
・
九
二
%
が
二

0
・
八
五
%
へ
上
昇
す
る
。

（
も
っ
と
も
昭
四
の
横
田
村
の
高
岡
へ
の
編
入
が
な
け



れ
ば
紡
織
の
ウ
エ
イ
ト
は
も
っ
と
高
い
で
あ
ろ
う
。
）

射
水
の
紡
織
は
明
四
二
に
す
で
に
九
九
・
四
M
m
が
近
代
的
綿
紡
で
あ
る
こ
と
は
注

自
に
値
す
る
が
昭
二
一
に
お
い
て
も
九
三
・
五
%
は
近
代
的
綿
紡
・
綿
織
物
で
あ
る
。
化
学
は
売
薬
が
明
四
二
に
九
九
・
四
%
を
占
め
て

い
る
が
昭
一
二
に
は
六
・
O
%
に
低
下
し
、
肥
料
、

工
業
薬
品
、
炭
化
石
灰
、
パ
ル
プ
、
洋
紙
と
い
う
近
代
化
学
製
品
が
九
三
・
O
%
を

占
め
る
よ
う
に
大
変
化
し
て
お
り
、
金
属
で
は
大
九
か
ら
登
場
す
る
金
属
精
錬
が
昭
一
こ
に
は
九
九
・
九
%
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
高
岡

で
は
紡
織
が
明
四
二
の
三
五
・
六
O
%
か
ら
昭
一
二
の
四
九
・
四
九
%
へ
上
昇
し
、
金
属
は
四
一
・
九
二
%
か
ら
二
三
・
二
八
弱
へ
低
下

す
る
が
、
金
属
で
は
銅
器
が
明
四
二
に
九
二
・
五
%
を
占
め
昭
二
一
に
も
八
八
・
五
%
を
占
め
る
と
い
う
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
内
容
が
変
っ

て
お
ら
ず
、
紡
織
も
、
明
四
こ
か
ら
大
三
に
か
け
て
製
綿
、
染
物
な
ど
が
新
ら
し
く
出
た
以
外
は
綿
紡
が
行
政
区
画
の
変
更
で
新
ら
し
く

現
わ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
東
砺
波
は
紡
織
が
明
四
二
に
七
七
・
二
O
%
で
あ
る
の
が
昭
六
に
は
六
七
・
三
二
%
に
低
下
し
昭
一
こ
に
は
再

び
八
七
・
四
八
%
に
上
昇
司
す
る
。
明
四
二
に
絹
織
物
と
綿
織
物
を
合
わ
せ
て
紡
織
の
七
九
・
三
%
を
占
め
て
い
た
が
昭
一
こ
に
は
四
四
・

七
%
へ
低
下
し
、
そ
れ
に
代
っ
て
近
代
的
綿
紡
工
場
で
あ
る
富
山
紡
績
福
野
工
場
が
大
一
O
、
昭
七
に
は
呉
羽
紡
績
井
波
工
場
が
設
立
さ

れ
、
綿
紡
の
紡
織
に
占
め
る
ウ
エ
イ
ト
は
昭
一
二
に
四
一
・
二
%
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
西
砺
波
は
紡
織
が
明
四
二
の
六
九
・
四
八
%
か

ら
昭
一
二
に
五
三
・
七
九
%
に
低
下
す
る
が
、
そ
の
内
部
構
造
は
蚕
糸
が
明
四
二
に
五
六
・
O
M
を
占
め
て
い
た
の
が
昭
一
こ
に
は
五
・

三
Mm
に
急
減
し
、
絹
織
物
が
二

0
・
三
弱
か
ら
七
五
・
三
%
に
急
増
す
る
と
い
う
よ
う
に
伝
統
的
工
業
の
内
部
で
の
変
化
に
過
ぎ
な
い
。

総
じ
て
高
岡
サ
ー
ク
ル
の
諸
地
域
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
は
、
初
期
に
地
域
的
ウ
エ
イ
ト
の
小
さ
い
程
伝
統
的
工
業
か
ら
近
代
的
工
業
ヘ

切
換
が
行
わ
れ
（
射
水
と
東
砺
波
）
、
地
域
的
ウ
エ
イ
ト
の
高
い
程
、
近
代
工
業
の
移
植
は
困
難
で
あ
っ
て
（
高
岡
と
西
砺
波
〉
、
そ
の
結

果
と
し
て
第
1
期
か
ら
第
4
期
に
い
た
る
過
程
に
お
い
て
地
域
的
ウ
エ
イ
ト
の
高
低
は
逆
転
す
る
に
到
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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富
山
サ
ー
ク
ル
の
諸
地
域
の
ウ
エ
イ
ト
は
富
山
は
明
四
二
の
二

0
・
九
%
か
ら
昭
一
こ
に
は
一
五
・
コ
一
%
へ
低
下
、
上
新
川
は
二
・
六

%
か
ら
一
五
・
二
%
へ
上
昇
、
婦
負
は
七
・
O
%
か
ら
一
一
・
一
%
へ
上
昇
し
て
い
る
。
し
か
し
、
富
山
の
昭
二
一
の
ウ
エ
イ
ト
は
行
政

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

四
五
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区
画
の
変
更
の
影
響
を
修
正
す
る
と
八
・
五
%
に
過
ぎ
ず
、
他
方
、
上
新
川
は
二
二
・
O
%
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
富
山
の
工
業
構

造
は
明
四
二
の
化
学
の
ウ
エ
イ
ト
が
七
五
・
一
五
%
で
あ
っ
た
の
が
昭
一
こ
に
は
三
九
・
二
ハ
%
に
低
下
し
て
い
る
が
行
政
区
画
の
変
更

を
修
正
す
れ
ば
四
九
・
九
四
%
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
修
正
を
行
え
ば
紡
織
は
六
・
四
九
%
か
ら
一
四
・
三
三
%
（
第
五
表
で

は
一
九
・
二
一
括
）
へ
、
機
械
の
昭
二
一
の
ウ
エ
イ
ト
は
五
・
二
六
%
（
第
五
表
で
は
二
三
・
二
O
M
）
に
な
る
の
で
あ
る
。
化
学
の
中

で
は
売
薬
が
明
四
二
に
九
五
・
三
%
を
占
め
て
い
て
そ
れ
以
後
も
九
O
M
台
を
占
め
て
き
た
が
、
昭
一
O
か
ら
工
業
薬
品
が
登
場
し
て
く

る
。
だ
が
、
昭
一
二
の
売
薬
の
ウ
エ
イ
ト
は
六
五
・
四
%
で
あ
り
圧
倒
的
に
大
き
い
。
紡
織
で
は
明
四
二
に
九
七
・
一
%
を
占
め
て
い
た

絹
織
物
と
綿
織
物
が
昭
二
一
に
は
行
政
区
画
の
変
動
を
修
正
す
れ
ば
三
O
%
近
く
に
低
下
す
る
が
、
代
り
に
ウ
エ
イ
ト
を
高
め
る
の
は
洋

服
類
で
あ
り
近
代
的
紡
織
は
生
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
上
新
川
で
は
化
学
の
明
四
二
の
ウ
エ
イ
ト
は
二
七
・
三
M
で
あ
る
が

昭
一
二
の
ウ
エ
イ
ト
は
行
政
区
画
の
変
化
を
修
正
す
る
と
一
六
・
九
二
%
（
第
五
表
で
は
一
，
二
・
九
五
%
〉
へ
低
下
し
、
紡
織
は
一
七
・

七
八
%
か
ら
四
八
・
三
六
%
（
第
五
表
で
は
五
八
・
七
六
%
〉
へ
上
昇
し
、
金
属
は
O
か
ら
一
六
・
五
%
（
第
五
表
で
は
二
三
・
二
三
%
〉

へ
、
機
械
も
O
か
ら
一
六
・
O
五
%
（
第
五
表
で
は
一
・
二
五
%
〉
へ
上
昇
す
る
と
い
う
よ
う
に
大
き
く
変
化
す
る
。
そ
の
内
容
を
み
る

と
化
学
で
は
明
四
二
に
は
九
七
・
五
%
が
売
薬
で
あ
っ
た
が
昭
一
こ
に
は
一
六
・
五
%
に
低
下
し
て
工
業
薬
品
や
電
極
が
七
八
・
三
%
を

占
め
て
お
り
、
紡
織
で
は
明
四
こ
に
は
蚕
糸
が
四
八
・
三
%
、
伝
統
的
綿
織
物
が
五
一
・
三
%
を
占
め
て
い
た
の
が
昭
二
一
に
は
近
代
的

な
綿
紡
、
綿
織
物
、
麻
糸
紡
、
麻
織
物
が
ほ
ぼ
一
O
O
%
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
一
二
の
金
属
に
お
い
て
は
金
属
精
錬
が

九
九
・
五
%
、
機
械
で
は
鉄
製
機
械
と
工
具
（
刃
物
〉
が
ほ
ぼ
一
O
O
%
を
占
め
る
と
い
う
よ
う
に
全
く
近
代
的
金
属
機
械
工
業
が
上
新

川
に
生
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
婦
負
で
は
化
学
の
ウ
エ
イ
ト
が
明
四
二
の
四
一
・
一
%
か
ら
昭
二
一
の
一
二
二
・
七
六
%
へ
低
下
し
、
紡
織

は
三
三
・
四
八
%
か
ら
六
二
・
四
六
%
へ
上
昇
す
る
。
化
学
は
明
四
こ
に
は
売
薬
が
八
九
・
O
%
を
占
め
る
の
が
昭
一
こ
に
は
一
二
・
六

物
ヘ
急
減
し
、
そ
れ
に
代
っ
て
製
造
肥
料
が
昭
耳
か
ら
登
場
し
て
昭
一
こ
に
は
七
七
・
五
%
に
達
す
る
。
紡
織
は
明
四
二
に
蚕
糸
が
七
五



・
五
%
を
占
め
る
の
が
昭
一
二
に
は
わ
ず
か
六
・
八
%
へ
低
下
し
、
そ
れ
に
代
っ
て
昭
五
か
ら
登
場
す
る
綿
紡
、
綿
織
物
が
昭
一
二
に
は

九
一
・
四
%
を
占
め
る
の
で
あ
る
、
以
上
の
よ
う
に
、
富
山
サ
ー
ク
ル
の
諸
地
域
で
も
明
四
二
の
地
域
別
ウ
エ
イ
ト
の
低
い
地
域
ほ
ど
工

業
構
造
を
急
変
さ
せ
な
が
ら
地
域
別
ウ
エ
イ
ト
を
高
め
て
、
昭
一
二
に
は
そ
の
順
序
が
全
く
逆
に
な
る
と
い
う
関
係
が
み
ら
れ
る
の
で
あ

る。
中
新
川
サ
ー
ク
ル
の
諸
地
域
の
ウ
エ
イ
ト
を
み
る
と
、
中
新
川
は
明
四
二
の
一

0
・
五
%
か
ら
昭
六
の
一
二
・
九
%
ま
で
大
体
同
じ
高

さ
を
保
っ
た
が
昭
一
こ
に
は
三
・
六
M
ヘ
急
落
し
、
下
新
川
は
明
四
二
の
五
・
二
%
か
ら
昭
一
二
の
六
・
五
%
ま
で
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
を
維

持
し
て
い
る
。
中
新
川
の
工
業
構
造
は
化
学
が
明
四
二
の
三
八
・
三
四
%
か
ら
昭
一
二
の
五
七
・
八
五
%
へ
上
昇
し
、
紡
織
が
三
七
・
八

一
%
か
ら
一
六
・
二
八
%
へ
低
下
し
て
い
る
。
化
学
で
は
売
薬
が
明
四
こ
に
は
九
九
・
四
%
を
占
め
て
い
て
昭
六
に
も
九
三
・
O
%
を
占

め
る
が
昭
一
二
に
六
六
・
O
%
に
低
下
し
、
売
薬
に
代
っ
て
炭
化
石
灰
、
板
紙
、
電
極
が
合
わ
せ
て
三
二
・
七
%
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
紡
織
で
は
明
四
二
に
伝
統
的
側
面
を
含
む
絹
織
物
が
八
四
・
五
%
、
綿
織
物
が
一
四
・
O
%
を
占
め
て
い
る
が
、
大
三
に
は

絹
織
物
だ
け
で
九
三
・
O
M
を
占
め
、
以
後
、
昭
一
二
に
到
っ
て
も
九
五
・
八
%
を
占
め
て
い
る
、
以
上
か
ら
分
る
よ
う
に
、
中
新
川
の

工
業
は
第
4
期
に
い
た
っ
て
近
代
的
化
学
製
品
が
か
な
り
の
生
産
額
に
達
す
る
ま
で
伝
統
的
売
薬
と
絹
織
物
に
よ
っ
て
地
域
別
ウ
エ
イ
ト

で
一
O
%
台
を
保
つ
と
い
う
点
で
は
高
岡
と
富
山
の
市
部
に
か
な
り
似
て
い
る
口
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ク
ル
の
中
心
地
域
の
性
格
を
持
っ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
第
4
期
に
い
た
っ
て
急
速
に
中
心
的
位
置
を
失
っ
て
地
域
別
ウ
エ
イ
ト
が
低
下
す
る
と
と
も
に
他
面
で
近
代
化
学
の

導
入
が
本
格
化
す
る
る
の
で
あ
る
。
下
新
川
の
明
四
二
の
工
業
構
造
は
食
料
が
三
四
・
一
O
%
、
紡
織
が
三
二
・
五
五
%
を
占
め
る
と
い

う
よ
う
に
工
業
的
に
遅
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
昭
一
二
に
は
紡
織
は
五
八
・
六
九
%
と
上
昇
し
食
料
は
八
・
一
八
%
に
急
減
し
、
そ
れ
に
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代
っ
て
化
学
が
明
四
二
の
一
・
七
九
%
か
ら
昭
一
二
の
一
八
・
四
七
%
へ
上
昇
す
る
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
構
造
変
化
を
遂
げ
、
し
か
も

地
域
別
ウ
エ
イ
ト
は
ほ
ぼ
不
変
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
紡
織
内
部
で
は
明
四
二
に
伝
統
的
な
絹
織
物
と
綿
織
物
が
合
わ
せ
て
八
七
・

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

四
七
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四
八角

九
%
を
占
め
第
3
期
に
い
た
る
ま
で
同
じ
よ
う
な
ウ
エ
イ
ト
を
保
っ
た
が
、
昭
一

O
に
近
代
的
綿
紡
工
場
が
設
立
さ
れ
る
と
と
も
に
伝
統

的
織
物
は
昭
一
二
に
一
三
・
二
%
に
低
下
し
綿
紡
が
八
五
・
三
%
を
占
め
る
に
到
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
化
学
は
明
四
二
に
売
薬
が
七
二

・
七
Mm
を
占
め
て
い
た
が
、
大
六
に
炭
化
石
灰
が
登
場
す
る
に
及
ん
で
急
速
に
ウ
エ
イ
ト
が
低
下
し
て
大
九
に
は
三
・
九
%
に
低
下
す
る

と
と
も
に
炭
化
石
灰
は
九

0
・
七

M
を
占
め
る
に
到
る
の
で
あ
り
、
第
4
期
に
は
肥
料
も
加
わ
っ
て
昭
一
二
の
肥
料
は
二
九
・
六
鋭
、
炭

化
石
灰
は
六
六
・
一
%
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
下
新
川
の
以
上
の
急
激
な
構
造
変
動
は
上
新
川
に
似
て
い
る
が
、
上
新
川
と
異
っ
て
地
域

別
ウ
エ
イ
ト
の
上
昇
を
伴
わ
な
か
っ
た
の
は
中
新
川
サ
ー
ク
ル
全
体
が
サ
l
ク
戸
と
し
て
の
独
立
性
を
保
っ
て
中
新
川
を
中
心
地
域
と
し

て
発
達
す
る
条
件
を
備
え
て
お
ら
ず
第
4
期
頃
に
は
サ
l
ク
戸
と
し
て
の
独
立
性
を
失
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
原
因
が
あ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
氷
見
は
明
四
二
の
地
域
別
ウ
エ
イ
ト
が
二
・
六
%
で
あ
る
が
、

以
後
低
下
を
続
け
昭
二
一
に
は

0
・
九
%
と
ほ
と
ん
ど
無
視
で

き
る
ま
で
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
工
業
構
造
は
明
四
二
に
食
料
が
三
七
・
三
六
%
を
占
め
て
い
る
の
が
昭
一
二
に
二
七
・
一
九
%
ま
で

低
下
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
代
っ
て
紡
織
あ
る
い
は
化
学
や
金
膚
機
械
が
ウ
エ
イ
ト
を
格
段
に
高
め
る
こ
と
も
な
い
（
第
五
表
に
は
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
他
工
業
と
い
う
伝
統
的
家
内
工
業
品
が
明
四
二
に
四
七
・
五
八
%
を
占
め
、
昭
一
二
に
も
四
一
・
六
八
を
占
め

る
の
で
あ
る
）
。

氷
見
で
は
遂
に
近
代
工
業
は
芽
生
え
る
こ
と
は
な
く
、
辺
境
性
を
ま
す
ま
す
強
め
る
と
と
も
に
明
治
末
に
は
有
し
て
い

た
と
推
定
さ
れ
る
独
自
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
独
立
性
を
急
速
に
失
う
の
で
あ
る
。

第
5
期
の
昭
一
二
！
昭
一
六
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
非
商
業
べ

l
ス
で
工
業
の
展
開
が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、

工
業
統
計
で
は
日

本
全
体
の
工
業
は
第
4
期
に
比
べ
て
年
率
成
長
率
が
低
下
す
る
の
だ
が
富
山
県
の
工
業
は
昭
一
七
ま
で
含
め
る
と
か
え
っ
て
上
昇
す
る
こ

と
は
第
三
節
で
の
ベ
た
口
北
研
資
料
の
富
山
県
の
実
質
工
業
生
産
で
み
て
も
第
5
期
に
六
八
・
六
%
増
加
す
る
が
、
年
率
で
は
一
四
・

O

M
増
で
あ
り
、
第
4
期
の
年
率
成
長
率
一

0
・
四
%
よ
り
高
い
の
で
あ
る
。
各
地
域
の
第
5
期
の
成
長
率
は
第
三
表
に
示
す
と
お
り
で
あ



り
、
上
新
川
と
東
砺
波
だ
け
が
生
産
減
で
あ
る
。
た
だ
し
、
上
新
川
の
生
産
減
は
行
政
区
画
の
変
更
の
影
響
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

影
響
を
除
く
と
成
長
率
は
八
六
・
O
%
と
推
定
さ
れ
、
富
山
は
第
三
表
の
三
二
七
・
七
%
で
は
な
く
二
O
四
・
O
%
と
推
定
さ
れ
る
。
結

局
東
砺
波
だ
け
が
負
の
成
長
率
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
東
砺
波
以
外
に
も
高
岡
サ
ー
ク
ル
の
諸
地
域
は
相
対
的
に
成
長
率
が
低
く
、
富
山

サ
ー
ク
ル
の
諸
地
域
は
婦
負
を
除
い
て
成
長
率
が
か
な
り
高
く
、
中
新
川
と
下
新
川
も
相
対
的
に
高
い
こ
と
が
分
る
。
高
岡
サ
ー
ク
ル
の

諸
地
域
が
相
対
的
に
低
い
成
長
率
を
持
っ
た
の
は
高
岡
サ
ー
ク
ル
の
主
な
業
種
で
あ
る
紡
織
が
戦
時
経
済
の
影
響
で
打
撃
を
受
け
た
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
射
水
や
高
岡
の
よ
う
に
金
罵
工
業
が
軍
需
の
波
に
乗
り
得
た
地
域
は
そ
ん
な
に
低
く
な
い
成
長
率
を
示
す
の
だ
が
、

東
砺
波
や
西
砺
波
の
よ
う
に
紡
織
へ
の
傾
斜
の
高
い
地
域
は
停
滞
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
氷
見
の
よ
う
に
紡

織
の
ウ
エ
イ
ト
が
無
視
で
き
る
よ
う
な
地
域
で
は
打
撃
を
受
け
る
業
種
が
な
い
の
で
軍
需
景
気
の
余
波
で
機
械
の
伸
び
が
目
立
ち
、
両
砺

波
よ
り
も
高
い
成
長
率
を
一
示
す
の
で
あ
る
。
富
山
サ
ー
ク
ル
で
も
婦
負
の
成
長
率
が
低
い
の
は
紡
織
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
か
っ
た
為
に
そ

の
受
け
た
打
撃
が
大
き
く
響
き
、
機
械
工
業
の
大
躍
進
が
あ
る
け
れ
ど
も
相
殺
す
る
に
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
富
山
と
上
新
川

は
す
で
に
紡
織
の
ウ
エ
イ
ト
が
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
た
こ
と
と
、
金
属
、
機
械
の
成
長
が
著
し
か
っ
た
た
め
に
、
紡
織
の
受
け
た
打
撃

は
大
き
く
響
か
な
か
っ
た
。
中
新
川
と
下
新
川
で
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
口
特
に
中
新
川
と
下
新
川
で
機
械
の
成
長
が
著
し
い
こ
と
は
富

山
サ
ー
ク
ル
の
諸
地
域
と
の
共
通
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
中
新
川
サ
ー
ク
ル
が
富
山
サ
ー
ク
ル
の
中
に
解
消
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

第
5
期
に
お
い
て
県
工
業
の
構
造
を
み
る
と
紡
織
の
ウ
エ
イ
ト
は
昭
一
二
の
四
七
・
八
O
%
か
ら
昭
二
ハ
の
一
八
・
九
二
%
へ
低
下
し

化
学
は
二
五
・
三
O
%
か
ら
二
四
・
一
一
括
へ
と
ほ
ぼ
同
じ
ウ
エ
イ
ト
を
維
持
し
、
金
属
は
一

0
・
八
O
弱
か
ら
一
九
・
五
O
%
へ
、
機

械
は
四
・
六
七
%
か
ら
二
九
・
三
三
%
へ
急
上
昇
し
て
い
る
。
紡
織
の
ウ
エ
イ
ト
低
下
は
綿
紡
、
綿
織
物
の
生
産
が
実
質
で
半
減
す
る
こ

と
が
原
因
で
あ
っ
て
、
両
者
の
紡
織
に
占
め
る
ウ
エ
イ
ト
は
昭
一
二
の
六
九
・
一
%
か
ら
昭
一
六
に
は
四
四
・
三
%
へ
低
下
す
る
。
化
学

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

四
九
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五
0 

は
売
薬
の
ウ
エ
イ
ト
が
昭
二
一
の
二
八
・
七
%
か
ら
昭
一
六
に
は
一
八
・
O
M
に
低
下
し
て
、
近
代
的
化
学
製
品
が
全
く
圧
倒
的
と
な
る
。

金
属
で
も
伝
統
的
銅
器
は
昭
一
二
に
一
八
・
八
%
を
占
め
た
の
が
昭
二
ハ
に
は
一
・
六
%
に
過
ぎ
ず
、
金
属
精
錬
が
九
七
・
三
%
を
占
め

る
に
到
る
。
機
械
は
昭
一
六
に
鉄
製
機
械
、
工
具
が
九
八
・
八
Mm
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
工
業
構
造

の
変
動
は
非
商
業
べ

l
ス
の
上
で
の
み
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
戦
略
製
品
が
昭
二
ハ
に
ど
の
よ
う
に
地
域
的
に
分
布
し
て

い
た
か
を
み
る
と
、
昭
一
六
の
化
学
の
中
で
四

0
・
四
%
の
最
高
の
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
工
業
薬
品
は
高
岡
が
二
五
・
九
弱
、
下
新
川
が

二
三
、
二
%
、
射
水
が
二
二
・
一
%
、
富
山
が
一
八
・
六
鋭
、
婦
負
が
一

0
・
一
%
を
生
産
し
て
お
り
、
金
属
精
錬
は
射
水
が
四
九
・
一

%
、
富
山
が
三
二
・
二
%
、
高
岡
が
一
八
・
七
%
を
生
産
し
、
鉄
製
機
械
で
は
富
山
が
六
九
・
八
%
を
生
産
し
（
他
の
地
域
は
一
O
M
以

工
具
で
は
富
山
が
九
八
・
五
%
を
生
産
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
分
る
よ
う
に
、
第
5
期
は
工
業
生
産
が
富
山
と
上
新
川
に
集
中
す

下〉、
る
の
で
あ
っ
て
、
第
四
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
昭
一
六
に
は
両
地
域
を
合
わ
せ
る
と
全
県
の
四
四
・
三
Mm
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
射

水
と
高
岡
を
合
わ
せ
る
と
二
六
・
七
%
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
四
地
域
の
合
計
ウ
エ
イ
ト
は
七
一
・
O
%
に
達
す
る
。
昭
一
二
に
お
い
て
は

射
水
と
高
岡
を
合
わ
せ
て
三

0
・
九
%
、
富
山
と
上
新
川
を
合
わ
せ
て
三

0
・
五
M

初
で
あ
っ
た
か
ら
、
第
5
期
が
い
か
に
富
山
を
中
心
と

す
る
工
業
集
中
過
程
で
あ
っ
た
か
が
分
る
の
で
あ
る
。

註

ω
各
業
種
内
部
の
商
品
の
生
産
額
が
そ
の
業
種
の
生
産
額
に
占
め
る
比
率
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
戦
前
の
富
山
県
工
業
生
産
（
仮
題
）
」
を
参
照
。

ω
東
西
両
砺
波
の
内
地
向
絹
織
物
は
明
治
末
に
近
代
他
が
始
ま
っ
た
。
（
明
四
二
の
域
端
織
物
組
合
の
設
立
と
共
同
乾
燥
場
の
創
設
お
よ
び
生
産
品

の
量
目
検
定
統
一
）
D

輸
出
絹
織
物
に
力
織
機
が
導
入
さ
れ
た
の
は
明
三
五
の
株
式
会
社
富
山
県
織
物
模
範
工
場
（
富
山
市
）
の
創
立
に
始
ま
る
。

明
四
O
に
は
中
新
川
の
上
市
町
を
中
心
に
し
て
力
織
機
を
設
置
す
る
も
の
が
続
出
し
た
。
機
械
紡
績
で
は
明
治
こ
こ
に
高
岡
紡
績
電
燈
会
社
が
設
立

さ
れ
た
が
（
富
山
県
の
近
代
工
場
の
先
駆
で
あ
る
Y

明
二
九
に
解
散
し
た
。
明
三
七
に
高
岡
紡
績
合
名
会
社
（
射
水
郡
）
が
本
格
的
な
近
代
綿
紡

工
場
と
し
て
発
足
し
た
が
大
四
に
日
清
紡
績
株
式
会
社
の
高
岡
工
場
と
な
っ
た
。
綿
織
物
で
は
戸
出
物
産
株
式
会
社
（
西
砺
波
郡
）
が
明
四
一
に
近

代
工
場
と
し
て
発
足
し
た
。
以
上
が
明
治
末
に
お
け
る
富
山
県
の
近
代
工
業
の
ほ
と
ん
ど
す
ベ
て
で
あ
る
。
（
富
山
県
政
史
、
第
六
巻
（
甲
）
、
第



パ
章
参
照
）
か
な
お
恥
北
研
資
料
に
よ
れ
ば
w

明
四
二
に
お
け
る
全
工
業
生
産
に
占
め
る
紡
織
の
ウ
エ
イ
ト
は
三
九
・
一
三
一
%
で
各
業
種
中
最
高
で

あ
る
が
、
紡
織
の
中
で
主
た
る
商
品
の
占
め
る
ウ
エ
イ
ト
は
絹
織
物
公
一
六
・
六
%
）
、
綿
織
物
合
二
・
八
%
）
、
綿
紡
（
一
四
・
O
M
W
）
で
あ
る
。

一
O
%
以
上
の
ウ
エ
イ
ト
を
持
つ
の
は
上
記
商
品
以
外
で
は
蚕
糸
（
二

0
・
三
%
）
で
あ
る
。
絹
織
物
の
生
産
地
域
の
ウ
エ
イ
ト
を
み
る
と
中
新
川

代
一
三
一
・
一
%
）
、
東
砺
波
（
三

0
・
七
%
）
、
西
砺
波
三
六
・
五
%
）
、
富
山
（
六
・
二
%
）
で
あ
る
。
綿
織
物
で
は
東
砺
波
（
四
三
・
四
%
）
、

西
砺
波
（
一
四
v

五
%
可
下
新
川
（
一
二
・
七
%
）
が
主
た
る
地
域
で
あ
っ
て
、
綿
紡
で
は
射
水
が
一
O
O
%
を
占
め
て
い
る
。

ω
昭
六
に
お
け
る
全
県
の
売
薬
生
産
の
う
ち
三
八
・
O
%
を
富
山
、
三
七
・
三
%
を
中
新
川
が
占
め
て
い
る
。
大
九
に
は
富
山
が
五
四
・
二
%
、
中

新
川
が
二
五
・
五
%
を
占
め
た
。

ω
綿
紡
績
で
は
呉
羽
紡
績
が
昭
五
に
呉
羽
工
場
（
婦
負
）
を
設
立
し
た
の
に
読
い
て
昭
七
に
は
井
波
工
場
（
東
砺
波
）
、
昭
八
に
は
大
門
工
場
（
射

水
）
、
昭
一
O
に
は
入
善
工
場
（
下
新
川
）
を
設
立
し
て
お
り
、
ま
た
昭
九
に
は
富
山
紡
績
を
合
併
し
て
呉
羽
紡
績
福
野
工
場
と
改
称
し
て
い
る
。

他
の
会
社
で
は
天
満
織
物
株
式
会
社
が
昭
七
に
笹
津
工
場
（
上
新
川
）
を
新
設
、
日
清
紡
は
昭
八
に
富
山
工
場
（
上
新
川
）
、
泊
紡
績
は
昭
二
一
に

泊
工
場
（
下
新
川
）
を
新
設
し
て
い
る
。
金
属
の
新
工
場
の
主
た
る
も
の
は
日
本
電
気
治
金
株
式
会
社
の
昭
一
O
の
大
門
工
場
（
射
水
）
の
新
設
、

日
本
曹
達
の
富
山
工
場
（
昭
一
二
、
富
山
）
の
新
設
が
あ
り
、
第
四
期
以
降
に
も
日
本
高
周
波
重
工
業
株
式
会
社
の
富
山
工
場
（
昭
一
三
、
射
水
）

や
山
崎
他
学
研
究
所
（
後
の
報
国
砂
鉄
精
錬
株
式
会
社
）
の
富
山
工
場
（
昭
一
三
、
富
山
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
第
四
期
に
は
新
し
く
ア
ル
ミ
ニ
ュ

ー
ム
工
業
が
導
入
さ
れ
、
日
満
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
株
式
会
社
の
富
山
工
場
（
昭
一
O
、
上
新
川
）
が
設
立
さ
れ
、
日
本
曹
達
の
高
岡
工
場
（
射
水
）

も
昭
九
か
ら
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
の
精
錬
を
始
め
た
。
他
学
工
業
で
は
日
本
曹
達
の
高
岡
工
場
（
昭
九
、
射
水
）
、
岩
瀬
工
場
（
昭
九
、
上
新
川
）
、
レ

ー
ヨ
ン
曹
達
株
式
会
社
の
伏
木
工
場
（
昭
一
一
、
射
水
〉
、
日
本
カ
ー
ボ
ン
株
式
会
社
の
富
山
工
場
（
昭
九
、
上
新
川
）
の
新
設
が
あ
り
、
日
本
カ

l
バ
イ
ト
工
業
が
国
産
肥
料
株
式
会
社
（
下
新
川
）
を
買
収
し
て
昭
一
O
に
新
発
足
を
行
っ
て
い
る
。

第
六
節

地
域
別
経
済
水
準
の
変
化

各
地
域
の
工
業
生
産
額
の
対
県
比
率
を
そ
の
地
域
の
人
口
の
対
県
比
率
で
割
れ
ば
県
全
体
の
人
口
一
人
当
り
工
業
生
産
額
を

1
に
し
た

-197-

場
合
の
各
地
域
の
人
口
一
人
当
り
の
工
業
生
産
額
水
準
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
同
様
の
方
法
で
農
業
生
産
額
に
つ
い
て
も
各
地
域
の
人

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

五
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富
大
経
済
論
集

五

口
一
人
当
り
農
業
生
産
額
水
準
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
私
ぴ
さ
ら
に
、
実
質
工
業
生
産
額
と
実
質
農
業
生
産
額
の
和
を
求
め
、
そ
の
地
域

別
ウ
エ
イ
ト
か
ら
同
様
の
方
法
で
各
地
域
の
実
質
農
工
生
産
額
人
口
一
人
当
り
水
準
を
求
め
て
、
こ
の
水
準
値
で
各
地
域
の
物
的
生
産
水

準
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
節
の
第
四
表
は
以
上
の
物
的
生
産
水
準
を
求
め
る
た
め
の
対
県
比
率
を
計
算
し
た
も
の
、
本
節
の

第
六
表
と
第
七
表
は
一
人
当
り
水
準
の
値
で
あ
る
。

農
業
生
産
水
準
は
高
岡
と
富
山
が
行
政
区
画
の
変
更
の
た
め
に
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
の
を
除
け
ば
他
の
地
域
で
は
大
き
な
変
化
は
な

い
。
初
期
に
お
け
る
水
準
は
東
砺
波
、
西
砺
波
お
よ
び
上
新
川
が
か
な
り
高
く
、

一
・
一
一
一
な
い
し
一
・
四
台
で
あ
り
、
射
水
、
氷
見
、
下

新
川
が
1
以
下
、
婦
負
と
中
新
川
は
1
程
度
で
あ
る
が
明
治
末
以
降
昭
二
ハ
に
か
け
て
婦
負
、
中
新
川
、
下
新
川
の
水
準
が
上
昇
す
る
傾

一方、

工
業
生
産
水
準
の
方
は
劇
的
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
明
四

向
が
あ
り
、
射
水
と
氷
見
は
1
以
下
の
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

二
に
お
い
て
は
高
岡
が
四
・

O
二
七
、
富
山
が
二
・
七
七

O
で
あ
っ
て
両
市
部
だ
け
が
1
以
上
で
あ
り
、
東
砺
波
、
西
砺
波
お
よ
び
中
新

川
が
1
に
近
く
、
射
水
と
婦
負
が

0
・
七
台
、
氷
見
、
上
新
川
、
下
新
川
は

0
・
三
台
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
明
四
二
以
降
昭
二
ハ

に
い
た
る
経
済
成
長
過
程
で
高
岡
と
富
山
は
水
準
の
低
下
が
続
色
（
富
山
は
昭
二
一
か
ら
昭
一
六
に
か
け
て
水
準
の
上
昇
が
あ
る
が
、
行

政
区
画
の
変
更
の
影
響
を
除
け
ば
低
下
し
て
お
り
、
そ
れ
に
代
っ
て
上
新
川
は
同
期
聞
に
上
昇
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
〉
、
特
に
高
岡

の
低
下
が
著
し
い
。
射
水
と
上
新
川
の
上
昇
は
目
立
っ
て
お
り
、
特
に
上
新
川
は
著
し
い
（
第
六
表
の
上
新
川
の
水
準
は
昭
一
こ
か
ら
昭

一
六
に
か
け
て
低
下
し
て
い
る
が
、
行
政
区
画
の
変
動
の
影
響
を
除
け
ば
上
昇
す
る
と
推
定
さ
れ
る
）
。

射
水
と
上
新
川
は
昭
一
二
に
そ

れ
ぞ
れ
高
岡
と
富
山
よ
り
水
準
が
高
ま
っ
て
お
り
、
昭
一
六
に
お
い
て
も
こ
の
傾
向
は
続
い
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
他

の
地
域
で
は
西
砺
波
と
氷
見
の
水
準
が
一
貫
し
て
低
下
傾
向
を
た
ど
っ
て
お
り
、
東
砺
波
、
婦
負
、
中
新
川
、
下
新
川
は
あ
る
時
期
ま
で

循
環
変
動
を
し
て
お
り
、
そ
れ
以
後
ほ
ぼ
急
激
な
変
化
を
と
げ
て
い
る
。
東
砺
波
は
第
5
期
に
従
前
の
約
半
分
に
低
下
し
、
婦
負
は
第
3

期
に
従
前
の
約
倍
に
上
昇
し
、
中
新
川
は
第
4
期
に
従
前
の
約
4
分
の

1
に
急
減
し
て
お
り
、
下
新
川
だ
け
が
急
激
な
変
化
を
経
験
し
て



第六表 工業生産額および農業生産額人口 1人当り水準 （県＝l.000) 

（年同州高岡）IWJ) gWJ J珂同富山！市町市町岡県（
--r-IM42I o. 7971 4. 0271 o. 9661 o. 9931 o. 3541o.7101 2. 7701 o. 3161 o. 9321 o. 3491 1. ooo 
棄IT31o.86012.8741o.9珂 0.768¥0.叫 0.5倒 3凶 0.290¥ l. 0751 0. 3判1.000
生 IT911.幻OI2. 28311.加 I0.6叫 O釧 O仰 12.国 Io.5701o.9861 o.叫 1.000
古 Is611.15712.1001i.0141o.4031o.23511. 37011. 7461o.93011. 2751o.3211 1. ooo 
嶺IS叫1.7叫1.33111. 2おIo.明。山1i. 308¥ 1.制 11.83510. 3601 0. 47011. 000 
j s 1611.例 1刈0.693)0.205) 0.091) 0.9叫2叫 0叫 0叫 0.6叫1.000
M42l 1. 07610.00511. 37711. 33310.84311. 0801 0. 0251 1. 4571 1. 00010.8811 1. 000 
T 310.8931 0. 004) 1. 38711. 41511. 1021 0. 9981 0. 03311. 3081 1. 07711. 0081 1. 000 
T 910.97610.05811. 355! 1. 33310.71711. 2011 0. 03211. 5401 1. 2171 0. 9731 1. 000 
s 61 0. 90010.20811. 39311. 38510.7141 1. 3021 0. 10711. 3891 1. 28511. 0121 1. 000 
s 1210.87410.209) l. 379) l. 591) 0. 77511. 277) 0. 10611. 3981 1. 27211. 0181 1. 000 
s 1610.94710.23311. 45311. 56810.81511. 4231 0. 29311. 4061 1. 22211. 0371 1. 000 

1M42I 0. 98111. 37111. 2371 1. 21810.6761 0. 9551 0. 9581 1. 07011. 0161 0. 7001 1. 000 
実生T 310. 87911. 03511. 23011.1821 0. 8201 0. 84111. 2831 0. 94211.町510.76211.。。。
貝 I 911.1021o.97111. 31111. 0391o.5441o.9791o.90211.14911. 1241o.7741 1. ooo 
皐問s6l i.01ol 1.49ol i:137j 0.1刈0.39711. 34911. 2叫1.07911. 2751 0. 5421 1. 000 
ム ls 1211. 53611. 06011. 2671 0. 6121 0. 28611. 300! 1. 04311. 7351 0. 5861 0. 6041 1. 000 
業額Is吋1.35611. 04ol 0. 8261 0. 42610. 2111 i. 049¥ 2. 06911. 029i 0. 5031 0. 6791 1. 000 

註（1）農業生産額のM42は人口はM42，農業生産額はT2・の値によって計算。実質
農工生産額のM42はM42の実質工業生産額とT2の実質農業生産額の和とM
42の人口によって計算。
位） T 9～s 6の聞の行政区画の変更を修正するとs6の射水の工業生産および
農工生産水準はT9より高いと推定できる。
(3) s 6～s 12の行政区画の変更を修正するとs12の富山の工業生産水準は0.87
9, 農工生産水準は0.645と推定され，上新川は工業生産が2.384，農工生産
は2.113と推定される。
(4) s 12～s 16の行政区画の変更を修正するとs16の富山の工業生産水準は2.15
l，農工生産水準は 1.865と推定され，上新川の工業生産は1.842，農工生産
は1-696と推定される。

一199-

農
業
生
産
額

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

人口 1人当り実質農工生産額期別成長率（%）

期別｜射水｜高岡llWJI襲砺｜氷見｜婦負｜富山｜市新川新 IIi~r1 県 l

~ 13.5 幻 2 4.1…1ト円一4吋6
2・ TT9~ 46.2 9.0 24.2 3.6-22.5 35.9ー18.2 41.5 21.5 18.9 16.6 
3. ST 6~ 42.2 123.5 26.0 -0.4 4.5 100.5 99.5 36.7 66.0 2.0 45.1 

4. SJ2~ 135.0 16.5 83.5 40.5 18.3 58.1 41. 8 129.3 -25.4 83.0 64.5 
5. s 16~ 32.8 48.1 -3.2 • 4.9 12.6 21. 0 196.2 -10.6 30.7 69.8 65.4 Sl 

第七表

玉

註（1) s 6～s 12の聞の行政区画の変更を修正すると第4期（S 12/S 6）の成長率
のうち，富山は－10.7，上新川は228.7と推定される。
(2) s 12～s 16の閣の行政区画の変更を修正すると第5期cs16/ s 12）の成長率
のうち，富山は183.0，上新川は55.7と推定される。
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富
大
経
済
論
集

五
回

い
な
い
。
高
岡
と
富
山
の
工
業
水
準
低
下
は
工
業
中
心
地
か
ら
第
三
次
産
業
中
心
地
へ
の
脱
皮
を
示
す
も
の
で
も
あ
り
、
射
水
と
上
新
川

の
工
業
水
準
の
上
昇
は
高
岡
と
富
山
の
膨
脹
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
西
砺
波
や
氷
見
の
水
準
低
下
は
明
ら
か
に
県
経
済
の
成
長
過

程
で
非
工
業
化
と
い
う
分
業
化
の
結
果
で
あ
る
。
た
だ
し
、
氷
見
は
県
経
済
の
中
で
辺
境
性
を
強
め
る
の
で
あ
る
が
西
砺
波
は
高
岡
サ
l

ク
戸
の
中
で
分
業
性
を
強
め
て
い
る
こ
と
が
農
業
生
産
水
準
の
変
化
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
砺
波
や
婦
負
の
工
業
水
準
の
循
環
地

域
は
分
業
化
が
ま
だ
行
わ
れ
る
に
到
っ
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
市
部
の
延
長
化
の
影
響
を
受
け
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
東
砺
波
は

戦
時
経
済
の
影
響
で
第
5
期
に
分
業
化
し
た
の
で
あ
り
、
婦
負
は
第
3
期
ま
で
は
分
業
化
の
影
響
で
非
工
業
化
傾
向
が
あ
っ
た
の
だ
が
第

4
期
に
富
山
の
市
部
の
延
長
化
の
内
容
を
持
つ
工
業
水
準
の
急
激
な
上
昇
を
み
た
が
そ
れ
以
後
は
分
業
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ

ぅ
。
中
新
川
と
下
新
川
は
明
治
末
に
は
一
つ
の
サ
ー
ク
ル
を
形
成
し
て
い
る
と
推
定
で
き
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
両
地
域
の
循
環

の
周
期
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
中
新
川
が
工
業
水
準
を
高
め
る
時
に
は
下
新
川
が
低
め
る
と
い
う
現
象
が
み
ら
れ
る
こ
と
も

一
つ
の
サ
ー
ク
ル
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
中
新
川
の
こ
の
よ
う
な
変
化
は
富
山
と
類
似
し
て
お
り
、
下
新
川
の
動
き
は
市
部
の
周
辺
地

区
（
東
砺
波
や
婦
負
V

に
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
4
期
に
い
た
っ
て
中
新
川
の
水
準
の
急
落
は
、
中
新
川
サ
ー
ク
ル
そ
の
も
の
が

富
山
サ
ー
ク
ル
と
完
全
に
分
業
化
過
程
に
は
い
り
、
非
工
業
化
傾
向
を
持
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

物
的
生
産
水
準
、
す
な
わ
ち
農
工
業
生
産
水
準
は
明
四
二
に
お
い
て
は
高
岡
、
東
砺
波
、
西
砺
波
が
一
・
こ
な
い
し
一
・
三
と
い
う
高

い
水
準
で
あ
り
、
氷
見
、
下
新
川
が

0
・
六
な
い
し

0
・
七
の
低
い
水
準
を
一
示
し
、
射
水
、
婦
負
、
富
山
、
上
新
川
、
中
新
川
は
ほ
ぼ
1

に
等
し
い
。
高
岡
サ
ー
ク
ル
は
明
治
末
に
は
物
的
生
産
水
準
の
高
い
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
て
射
水
は
そ
の
中
で
の
後
進
地
域
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
る
。
富
山
は
物
的
生
産
水
準
は
さ
し
て
高
い
も
の
で
な
く
、
富
山
サ
ー
ク
ル
自
体
も
そ
う
で
あ
る
。
中
新
川
サ
ー
ク
ル
は
県
平
均
並

の
水
準
の
中
新
川
が
県
平
均
水
準
以
下
の
後
進
地
域
の
下
新
川
と
結
ん
で
形
成
さ
れ
た
遅
れ
た
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
第
1

期
に
お
い
て
県
の
一
人
当
り
物
的
生
産
は
第
七
表
に
み
る
よ
う
に
三
・
八
%
も
低
下
し
、
日
本
全
体
の
こ
の
期
間
の
停
滞
が
富
山
県
経
済



に
紙
寄
せ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
が
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
の
は
経
済
水
準
の
高
い
高
岡
サ
ー
ク
ル
の
諸
地
域
で
あ
り
、
最
も
遅
れ
た

氷
見
や
中
新
川
サ
ー
ク
ル
に
は
影
響
が
全
く
な
く
、
中
間
的
な
富
山
サ
ー
ク
ル
で
は
富
山
が
か
な
り
の
一
人
当
り
物
的
生
産
を
高
め
、
婦

負
と
上
新
川
は
低
下
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
1
期
に
お
い
て
日
本
経
済
に
組
み
こ
ま
れ
る
程
に
発
展
し
て
い
た
の
は
高
岡
サ
ー
ク
ル

な
の
で
あ
っ
て
、
富
山
サ
ー
ク
ル
は
サ
l
ク
戸
内
で
経
済
活
動
の
集
中
化
が
行
わ
れ
る
程
度
の
弱
い
組
み
こ
ま
れ
方
で
あ
り
、
中
新
川
サ

ー
ク
ル
と
氷
見
は
組
み
ご
ま
れ
る
に
到
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
第
2
期
の
日
本
全
体
の
著
し
い
経
済
成
長
期
は
富
山
県
の
一
人
当
り
物

的
生
産
を
一
六
・
六
%
成
長
さ
せ
た
。
年
率
成
長
率
で
は
二
・
六
%
で
あ
っ
て
、
後
の
い
ず
れ
の
時
期
の
年
率
成
長
率
（
第
3
期
は
三
・

四
%
、
第
4
期
は
八
・
七
%
、
第
5
期
は
一
三
・
四
%
〉
よ
り
も
低
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
富
山
県
経
済
が
日
本
全
体
の
経
済
興

隆
を
全
面
的
に
受
入
れ
る
程
に
は
発
展
を
と
げ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
地
域
的
に
い
う
と
富
山
の
よ
う
に
一
人
当
り
物
的
生
産
が

減
少
し
、

日
本
経
済
と
は
異
質
の
地
域
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
第
2
期
末
の
大
九
の
一
人
当
り
実
質
農
工
生
産
額
水

準
を
み
る
と
第
2
期
に
お
け
る
経
済
変
動
を
通
じ
て
各
地
域
の
水
準
が
平
準
化
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
三
と
大

九
の
水
準
を
比
較
す
る
と
大
三
に
お
い
て
ー
よ
り
低
い
地
域
は
水
準
が
上
昇
し
、
ー
よ
り
高
い
地
域
は
水
準
が
低
下
し
て
お
り
、
例
外
は

東
砺
波
、
氷
見
、
中
新
川
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
一
次
大
戦
を
含
む
第
2
期
の
日
本
経
済
全
体
の
大
き
な
変
動
が
富
山
県
の
地
域

構
造
に
従
来
と
は
異
っ
た
型
を
生
む
作
用
を
及
ぼ
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
3
期
に
は
日
本
経
済
全
体
と
し
て
は
停
滞
的
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
富
山
県
の
一
人
当
り
物
的
生
産
は
前
期
よ
り
も
高
い
成
長
率
を
示
し
、
こ
の
期
に
お
い
て
富
山
県
経
済
の
特
色
が
作
り

あ
げ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
特
色
は
地
域
別
で
み
る
と
富
山
サ
ー
ク
ル
の
婦
負
と
上
新
川
の
一
人
当
り

物
的
生
産
が
急
上
昇
し
、
水
準
で
も
か
な
り
上
昇
す
る
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
富
山
サ
ー
ク
ル
時
代
が
出
現
す
る
の
で
あ
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昭
一
こ
で
は
上
新
川
が
最
高
の
物
的
生
産
水
準
を
持
つ
地
域
に
な
る
の
で
あ

る
。
そ
の
水
準
は
第
六
表
に
一
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
一
・
七
三
五
で
あ
る
が
第
4
期
の
行
政
区
画
の
変
更
の
影
響
を
修
正
す
る
と
二
・
一

る
。
こ
の
傾
向
は
第
4
期
に
い
っ
そ
う
明
ら
か
と
な
り
、

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

五
五
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五
六

一
三
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
昭
一
二
の
富
山
は
第
六
表
で
は
一
・

O
四
三
の
水
準
で
あ
る
が
行
政
区
画
の
変
更
の
影
響
を
修
正
す
る
と

0
・

六
四
五
と
な
り
、
富
山
サ
ー
ク
ル
内
の
第
二
次
機
能
と
第
三
次
機
能
の
分
業
化
が
明
確
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
4
期
に
は
各

地
域
の
物
的
生
産
水
準
の
格
差
が
目
立
つ
。
第
3
期
末
に
西
砺
波
が
、
第
4
期
末
に
は
中
新
川
が
1
以
下
に
落
ち
て
い
る
。
第
3
期
以
降

は
富
山
県
の
物
的
生
産
水
準
は
急
激
に
全
国
水
準
に
追
い
つ
き
、
か
つ
追
い
越
す
過
程
と
み
ら
れ
る
が
、
県
内
部
で
は
地
域
格
差
が
拡
大

す
る
と
い
う
過
程
を
含
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。
地
域
格
差
の
拡
大
は
第
5
期
に
は
い
っ
そ
う
進
行
し
、
昭
一
六
で
は
東
砺
波
も
1
以
下

に
低
下
し
、

1
以
上
の
地
域
は
射
水
、
高
岡
と
、
婦
負
、
富
山
、
上
新
川
の
5
地
域
で
あ
る
。
し
か
も
、
婦
負
は
昭
二
一
か
ら
昭
二
ハ
に

か
け
て
低
下
の
程
度
が
著
し
く
、
実
質
的
に
は
1
以
下
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
5
期
に
、
県
全
体
の
一
人
当
り
物

的
生
産
は
六
五
・
四
%
増
（
年
率
で
一
三
・
四
%
〉
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
長
を
示
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
射
水
、
高
岡
と
上
新
川
、
富

山
へ
の
物
的
生
産
の
著
し
い
集
中
を
生
ん
だ
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
。
昭
一
六
以
降
の
傾
向
も
お
そ
ら
く
第
5
期
の
傾
向
が
続
く
も
の
と

推
定
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
職
業
人
口
の
構
成
変
化
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
昭
一
六
以
降
は
各
地
域
の
工
業
人
口
の
ウ
エ
イ
ト
が
い

ず
れ
も
か
な
り
高
ま
り
、

工
業
的
発
展
が
富
山
県
の
隅
々
ま
で
浸
透
す
る
時
期
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
物
的
生
産
水
準
の
格
差
拡
大
と

各
地
域
の
工
業
人
口
の
ウ
エ
イ
ト
の
上
昇
は
労
働
人
口
の
移
動
性
の
増
加
を
意
味
し
て
い
る
。
第
5
期
に
お
い
て
県
が
富
山
サ
ー
ク
ル
と

高
岡
サ
ー
ク
ル
に
2
分
さ
れ
て
、
氷
見
や
中
新
川
サ
ー
ク
ル
は
独
立
性
を
失
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
昭
一
六
以
降
は
さ
ら
に
全
県
が

一
つ
の
サ
ー
ク
ル
を
形
被
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ク
ル
の
解
消
過
程
は
そ
の
背
後
の
労
働

人
口
の
移
動
性
の
上
昇
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
戦
前
の
県
経
済
の
成
長
過
程
に
お
け
る
サ
ー
ク
ル
別
分
析
を
簡
単
に
附
け
加
え
よ
う
。
第
八
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
人

口
の
対
県
比
率
は
高
岡
サ
ー
ク
ル
ハ
高
岡
、
射
水
、
東
砺
波
、
西
砺
波
〉
は
第
2
期
を
境
に
し
て
低
下
に
転
じ
、
富
山
サ
ー
ク
ル
は
第
1



円
ペ

u
n
U
 

つ
／
』

サークノレ別人口対県比率（%〕

第八表 サークル別人口比率および工業人口比率

戦前における富山県経済の成長

｜高サ｜富サ 中サ｜氷｜ I 年 l 新 l 県

岡ルク 山ルク J 11ノクレ 見

M42 40.8 25.7 26. 1 7.4 100.0 

T 3 40.8 26.1 25.7 7.4 100.0 

T 9 41.1 26.5 24.9 7.5 100.0 

s 6 40.7 27.6 24.2 7.6 100.0 
s 12 40.8 28.1 23.8 7.4 100.。
s 16 40.2 29.9 22.9 7.1 100.0 
s 19 38.7 31. 4 23.0 6.9 100.0 

（
柴
田
） 第九表 サークル別経済水準

工業生産額および農業生産額の
サ｛クル別対県比率（%）

五七

年
l l 新 1 県
クク
J 11ルク 見岡ル山ノレ

工
M42 51. 2 30.5 15.7 

業
T 344.2 36.8 16.6 2.4 100.0 

T 949.6 30.6 16.5 2.3 100.0 
生

37.9 17.4 1. 8 100.。
産 s 1 47. 5 41. 6 10.1 0. 9 100. 0 
額 s 1 35. 8 52.0 11.6 0.7 100.0 

農
T 44.5 20. 6!26. 8. 2 100. 0 
業
T 43.9 23. 7 26. 5. 4 100. 0 
生 s 43.1 24. 4j27. 2 5. 4 100. 0 
産

額 十s 1644. 3 24. 3125. 5 5. 8山

農差実質額

M42 47.9 25.5 21. 8 5.0 100.0 

T 3 44.4 26.4 23.0 6.1 100.0 

T 9 46.2 26.6 23.1 4.1 100.0 

s 6 43.0 33.5 20.5 3.0 100.0 
s 12 46.5 37.2 14.2 2. 1 100.0 
s 16 37.1 47.6 13.8 1. 5 100.0 
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工業生産額サークノレ別対県比率（%）

1 1 新 1 県
クク

｝｜｜ノクレ 見岡ル山ル

食
M42 36. 3 32.2 24.2 7.4 100.0 

T 3 39.2 30.1 22.9 7.8 100.0 

T 9 43.8 31. 7 19.3 5.3 100.0 

s 6 37.8 35.0 20.3 6.9 100.0 

料
S-12 37.6 38.6 18.4 5.5 100.0 

s 16 41.6 34.7 18.8 5.0 100.。
M42 75.0 10.6 14.4 一 100.0 

紡
T 3 75.9 8.4 15.7 100.0 

T 9 68.8 21. 0 9.7 0.5 100.0 

s 6 53.6 36.3 9.8 0.3 100.0 

織
s 12 51.4 39.3 9.2 0.1 100.0 
s 16 50.6 38.9 10.3 0.1 100.0 

イじ
M42 13.1 71.6 15.2 0.1 100.0 

T 3 13.2 72.4 14.3 0,1 100.0 

T 9 25.7 49.5 24.5 0.3 100.0 

s 6 29.8 45.7 24.3 0.2 100.0 

学
S12 41.1 45.8 13.0 0.2 100.0 

s 16 29.7 45.4 24.9 0.1 100.0 

金
M42 92.4 4.9 1.1 1. 7 100.0 

T 3 73.8 20.8 2.6 2.8 100.0 

属 T 9 80.2 13.6 3.7 2.5 100.0 

機 s 6 73.7 21. 2 3.0 2.1 100.0 

械
s 12 48.6 49.8 1. 2 0.5 100.0 
s 16 31. 3 64.6 4.0 0.2 100.0 

五
Tl 

期
以
来
比
率
の
上
昇
、
中
新

川
サ
ー
ク
ル
に
は
第
1
期
以

来
比
率
の
低
下
が
続
い
て
い

る
。
ま
た
、
職
業
統
計
に
よ

る
工
業
人
口
統
計
は
、
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
調
査
方
法

が
途
中
で
変
っ
た
り
、
調
査

年
次
が
各
期
の
分
岐
年
に
は

当
っ
て
い
な
い
関
係
か
ら
、

人
口
の
比
率
の
変
化
と
正
確

に
対
応
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
各
サ
ー
ク
ル
の
対
県
比
率
の
変
化
は
人
口
の
対
県
比
率
の
変
化
を
い
っ
そ
う
拡
大
し
た
型
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
第
八
表
に
一
示

す
と
お
り
で
あ
る
。
明
四
二
に
お
い
て
高
岡
サ
l
ク
戸
が
四
四
・
二

M
を
占
め
て
お
る
の
だ
が
、
こ
の
比
率
は
第
一
次
大
戦
中
に
上
昇
し

第十表て
お
そ
ら
く
頂
点
に
達
し
以
後
低
下
し
て
第
4
期
末
の
昭
一
五
に
は
三
九
・
九
%
と
四
O
%
を
割
っ
た
の
で
あ
る
。
人
口
比
率
も
ほ
ぼ
四

O
%
程
度
で
あ
る
か
ら
、
高
岡
サ
ー
ク
ル
は
人
口
の
面
か
ら
み
て
工
業
中
心
サ
ー
ク
ル
の
位
置
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
富
山
サ
ー
ク
ル
は

明
四
二
に
二
九
・
三
%
で
あ
る
が
以
降
比
率
を
上
昇
さ
せ
て
昭
一
五
に
は
四
三
・
一
%
に
達
し
、
高
岡
サ
ー
ク
ル
を
追
い
こ
す
の
で
あ
る

が
人
口
比
率
が
三
O
%
程
度
で
あ
る
か
ら
こ
の
時
期
に
は
工
業
人
口
の
集
中
度
が
極
め
て
高
い
の
で
あ
る
。
中
新
川
サ
ー
ク
ル
は
第
一
次

大
戦
頃
に
二
O
%
を
割
っ
て
以
後
も
低
下
を
続
け
昭
一
五
に
は
一
四
・
六
%
に
な
る
が
人
口
比
率
は
二
三
%
程
度
で
あ
る
か
ら
、
工
業
人



口
の
集
中
度
は
か
な
り
低
い
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
諸
サ
ー
ク
ル
の
比
率
の
変
動
の
傾
向
は
昭
一
九
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
さ
ら
に
強
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
口
の
対
県
比
率
の
変
化
が
示
す
よ
う
な
一
般
的
な
経
済
力
の
集
中
度
の
変
化
は
工
業
力
の
集
中

度
の
変
化
に
よ
っ
て
引
き
起
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

実
質
工
業
生
産
額
と
実
質
農
業
生
産
額
の
合
計
の
各
サ
ー
ク
ル
の
対
県
比
率
を
人
口
の
対
県
比
率
で
割
っ
て
得
た
、
県
平
均
を
1
と
す

る
各
サ
ー
ク
ル
の
一
人
当
り
物
的
生
産
水
準
は
第
九
表
に
一
示
さ
れ
て
い
る
。
明
治
末
期
で
は
高
岡
サ
ー
ク
ル
だ
け
が
1
以
上
の
水
準
で
他

の
サ
ー
ク
ル
は
1
以
下
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
農
業
生
産
で
も
工
業
生
産
で
も
1
以
上
の
水
準
で
あ
る
の
は
高
岡
サ
ー
ク
ル
で
あ
り
、
富
山

サ
ー
ク
ル
は
工
業
は
1
以
上
だ
が
農
業
は
1
以
下
で
あ
り
、
中
新
川
サ
l
ク
戸
は
逆
に
工
業
は
1
以
下
だ
が
農
業
は
ほ
ぼ
1
に
等
し
い
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
が
、

サ
ー
ク
ル
と
し
て
統
合
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
は
第
十
表
に
一
示
さ
れ
て
い
る
工
業

生
産
額
の
中
の
食
料
の
対
県
比
率
が
人
口
比
率
に
ほ
ぼ
等
し
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
氷
見
に
お
い
て
も
食
料
の
対
県
比
率
は
人
口
比
率
と

等
し
く
、

サ
ー
ク
ル
と
じ
て
の
独
立
性
が
か
な
り
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
高
岡
サ
ー
ク
ル
や
中
新
川
サ
ー
ク
ル
の
食
料
の
対
県
比
率

は
人
口
比
率
よ
り
幾
分
低
い
が
、
こ
の
こ
と
は
氷
見
を
除
く
サ
ー
ク
ル
の
聞
の
若
干
の
分
業
関
係
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ

る
。
ま
た
、
高
岡
サ
ー
ク
ル
で
は
紡
織
の
比
率
が
七
五
・

O
%で
極
め
て
高
い
。
つ
ま
り
、
高
岡
サ
l
ク
戸
は
工
業
の
質
的
な
構
造
で
も

先
進
サ
l
ク
戸
な
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
工
業
生
産
水
準
で
第
1
位
の
高
さ
を
持
つ
原
因
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
工
業
生
産

水
準
の
高
さ
は
農
業
生
産
水
準
が
高
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
四
二
｜
大
三
の
第
1
期
で
は
高
岡
の
物
的
生
産
水
準
は
若
干
低
下
し
、
他
の
サ
ー
ク
ル
は
上
昇
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
は
各

地
域
別
の
分
析
で
述
べ
た
よ
う
に
高
岡
サ
ー
ク
ル
が
高
い
工
業
水
準
を
持
つ
た
め
に
日
本
経
済
全
体
の
停
滞
の
影
響
を
受
け
た
か
ら
で
あ

る
。
第
2
期
（
大
三
｜
大
九
）
で
は
高
岡
サ
ー
ク
ル
の
物
的
生
産
水
準
は
再
び
上
昇
す
る
が
、
農
業
生
産
水
準
で
は
中
新
川
サ
ー
ク
ル
に

追
い
こ
さ
れ
る
。
第
2
期
で
は
工
業
生
産
水
準
と
農
業
生
産
水
準
の
相
互
依
存
関
係
が
破
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
第
十
表
に
み
る
よ
う
に
、

戦
前
に
お
け
る
富
山
県
経
済
の
成
長
（
柴
田
）

玉
九
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第
2
期
は
紡
織
で
は
富
山
サ
ー
ク
ル
が
拾
頭
し
、
化
学
で
は
高
岡
サ

l
ク
戸
、
中
新
川
サ
ー
ク
ル
が
拾
頭
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は

主
と
し
て
近
代
的
企
業
の
設
立
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
第
一
次
大
戦
と
い
う
偶
然
的
事
由
に
よ
っ
て
新
し
い
経
済
成
長
の
途
が
始
ま
っ

た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
経
済
成
長
の
途
は
高
岡
サ
ー
ク
ル
に
相
対
的
に
不
利
で
富
山
サ
ー
ク
ル
に
は
相
対
的
に

有
利
な
も
の
で
あ
っ
た
D

第
3
期
末
の
昭
六
で
は
富
山
サ
ー
ク
ル
の
物
的
生
産
水
準
は
第
1
位
と
な
り
、

し
か
も
こ
の
物
的
生
産
水
準
の

上
昇
は
全
く
工
業
生
産
水
準
の
上
昇
に
依
存
し
て
お
り
、
農
業
生
産
水
準
は
む
し
ろ
低
下
の
傾
向
に
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
農
業
生
産
水

準
の
相
対
的
に
低
い
こ
と
が
工
業
生
産
水
準
の
上
昇
を
助
け
る
と
い
う
型
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
六
の
時
点
で
は
、

氷
見
を
例
外
と
し
て
、
農
業
生
産
水
準
の
一
番
高
い
中
新
川
サ
ー
ク
ル
が
工
業
生
産
水
準
で
は
最
も
低
く
、
農
業
生
産
水
準
の
最
も
低
い

富
山
サ
ー
ク
ル
が
工
業
生
産
水
準
が
最
も
高
く
、
高
岡
サ
ー
ク
ル
は
い
ず
れ
も
中
間
の
位
置
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
型
は
近
代
工
業
的
経

済
成
長
タ
イ
プ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
第
3
期
に
お
い
て
富
山
県
経
済
は
こ
の
タ
イ
プ
に
は
い
り
、

し
か
も
そ
れ
は
第
一
次
大
戦

と
い
う
大
き
な
衝
撃
の
存
在
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
氷
見
は
例
外
で
あ
る
。
氷
見
は
第
2
期
以
降
、
農
業
生
産

水
準
も
1
以
下
と
な
り
、

サ
ー
ク
ル
と
し
て
の
独
立
性
を
失
っ
て
完
全
な
後
進
地
域
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
4
期
（
昭
六
l
昭
一
二
）
は
第
3
期
に
確
立
さ
れ
た
タ
イ
プ
の
強
化
で
あ
る
。
高
岡
サ
ー
ク
ル
は
工
業
生
産
水
準
が
前
期
よ
り
わ
ず

か
に
高
ま
る
の
で
あ
る
が
、

工
業
構
造
を
第
十
表
に
よ
っ
て
み
る
と
昭
一
二
に
は
金
属
機
械
と
い
う
戦
略
的
な
業
種
に
お
い
て
も
富
山
サ

ー
ク
ル
に
第
1
位
を
譲
っ
て
い
る
。
第
4
期
の
準
戦
時
体
制
は
第
2
期
の
第
一
次
大
戦
期
の
よ
う
に
高
岡
サ
ー
ク
ル
の
優
位
性
を
高
め
る

役
割
は
演
じ
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
第
5
期
に
お
い
て
実
証
さ
れ
、
高
岡
サ
ー
ク
ル
の
物
的
生
産
水
準
は
初
め
て
1
以
下
と
な
り
、

富
山
サ
ー
ク
ル
だ
け
が
1
以
上
と
な
っ
て
明
治
末
の
地
位
は
逆
転
し
、

し
か
も
重
要
な
こ
と
は
、
富
山
サ
l
ク
戸
の
農
業
生
産
水
準
は
氷

見
よ
り
も
低
く
最
低
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
一
六
に
お
い
て
富
山
県
の
近
代
工
業
的
成
長
タ
イ
プ
は
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
と

い
い
得
る
の
で
あ
る
。



註

ω
郡
市
別
の
農
業
生
産
は
富
山
県
統
計
書
に
お
い
て
大
二
｜
昭
元
と
昭
五
l
昭
一
七
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
実
質
他
す
る
場
合
の
デ
フ
V
l

タ
ー
に
つ
い
て
は
第
三
節
註

ωを
参
照
。
な
お
、
明
四
二
の
郡
市
別
農
業
生
産
額
の
代
り
に
大
二
の
そ
れ
を
使
っ
て
第
一
期
の
推
定
が
行
わ
れ
て
い

る。ω
た
だ
し
、
富
山
は
明
四
こ
か
ら
大
三
に
か
け
て
上
昇
す
る
が
第
二
期
以
降
は
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ω
射
水
は
大
九
か
ら
昭
六
に
か
け
て
低
下
し
て
い
る
が
昭
三
の
行
政
区
画
の
変
更
で
高
岡
紡
績
株
式
会
社
を
含
む
工
業
地
域
が
高
岡
市
に
編
入
さ
れ

た
こ
と
の
影
響
で
あ
っ
て
、
実
質
的
に
は
上
昇
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
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